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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ああ、もう！　まったく、アイツったら！」

　その日、システィーナはとてつもなく不ふ機き嫌げんだった。

　その整った美しい顔立ちを苛いら立だちに歪ゆがませ、肩かたを怒いからせて、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院本館内の廊ろう下かを、ずかずかと足早に歩いていく。そのやり場のない怒りは床ゆかにまで伝わり、磨みがき抜ぬかれた板張りの廊下が耐たえかねたかのように、ぎしぎし悲鳴を上げていた。

「まぁまぁ落ち着こう？　システィ」

　そんなシスティーナの後を、ルミアが雛ひな鳥どりのようにちょこちょこと追いかけ、一いつ生しよう懸けん命めいなだめている。

　いかにも不機嫌そうなシスティーナとは裏腹に、ルミアの表情はどこまでも柔にゆう和わで穏おだやかだ。

「これが落ち着いていられるものですか！」

　等とう間かん隔かくに並ぶアーチ形の格子窓に手をつき、システィーナはルミアへ勢い良く振ふり返かえった。

「何？　なんか気分乗らないから今日の授業はこれで終わり、ですって？　まだ終しゆう鈴れいまで二十分もあるのに？　アイツは講師を一体なんだと思ってるわけ!?」

　システィーナの不機嫌の原因は、毎度お馴な染じみ、学院のとある新米魔術講師──グレンだった。

「でも、予定していた授業範はん囲いまではちゃんと終わっていたわけだし、授業もいつもどおり凄すごくわかりやすかったし……」

「そういう問題じゃないの！　学院の講師としてあるまじき意識の低さと勤務態度が問題なの！」

　システィーナの指し摘てきどおり、グレンは魔術学院きっての問題講師だ。

　面めん倒どう臭くさがって試験は実じつ施ししない、魔術研究はやる気なし、学院の講師会議はサボる、魔術実験の後片付けから逃にげる、違い法ほうな魔術をこっそり生徒達に教える、怠たい惰だで、いい加減で、子供じみた悪ふざけを繰くり返す、そして魔術を小こ馬ば鹿かにした数々の問題発言……例を挙げれば枚挙に遑いとまがない。古参の学院講師達の多くが、新参者のグレンのことを目の仇かたきにしている。

　だが、グレンはなぜか授業だけは真ま面じ目めに行い、タチの悪いことにその質も非常に高い。その唯ゆい一いつの美点がなんとかグレンの講師としての首を繫つないでいるが……いつまで保もつものかわかったものではない。

「まったく……あれだけ常つね日ひ頃ごろ、きちんとしなさいって言ってるのに、人の言うこと全然、聞かないんだから……もう！」

　そんないい加減な不良講師であるグレンと、生真面目な優等生であるシスティーナは水と油のような関係だ。

　へそを曲げて子供のように不ふ貞て腐くされたグレンに、システィーナが口うるさく説教をしている……そんな光景が、この学院の日常だった。

　実際、システィーナは先程もグレンと一戦やらかしてきたばかりである。システィーナが現在進行形で興奮冷めやらぬのはそのためだ。

「ルミアからもアイツに何か言ってあげてよ……大体、貴女あなたが甘やかすからアイツも図に乗るのよ？」

　だが、そんな憤ふん懣まんやるかたない親友の姿を前に、ルミアは穏やかな微笑ほほえみを崩くずさず言った。

「ふふっ、システィはグレン先生のことが心配なんだよね？」

「え!?」

　思わぬルミアの指摘に、システィーナは身を硬かたくして頰ほおを引きつらせる。

「先生がこのまま不真面目だったら、いつかこの学院から追い出されちゃうかも……って心配して、だから──」

「ちょ、ちょっと！　ルミア、貴女、やっぱり何か勘かん違ちがいしてない!?　ううん、してるよね!?　絶対！」

　システィーナはみるみるうちに赤面し、慌あわててルミアに異議をまくし立てる。

「わ、私は別にアイツがどうなろうが関係ないし──」

「あれ？　嫌きらいなの？　先生のこと」

「嫌い……じゃない、けど……」

　小首を傾かしげ、意外そうに見つめてくるルミアの視線から逃げるように、システィーナは目を逸そらして、しどろもどろ歯切れ悪く呟つぶやいた。

　そう、システィーナはグレンのことが嫌いではない。あれだけいい加減で不真面目で怠惰なダメ人間だとしても、システィーナはグレンのことを心底から嫌いになることはできない。

　だって、知ってしまったのだ。グレンが本当はどういう人間なのかを。先月、学院で起きたとある事件を通し、システィーナはグレンという青年の素顔を知ってしまった。今さら、心底からグレンを嫌えるはずがない。

「システィが先生のことを心配して口酸っぱくなるのはわかるけど、最近はちょっとやりすぎかも」

「やりすぎ？　私が……？」

　こくん、とルミアは頷うなずき、諭さとすように言葉を続ける。

「先生がああいう人なんだっていうことは、わかりきってることなんだし、少しは大目に見てあげてもいいんじゃないかな？　あんまり口うるさくすると、嫌われちゃうかも？」

「……う、……ぐぅ」

　少し冷静になって、システィーナはここ数日分の自分の言動を省みる。

　確かにルミアの言うとおりかもしれない。以前なら、ため息ついて水に流していた細かいことも、最近は口うるさく追つい及きゆうしてしまった気がする。

「うーん……実はここの所、どうも悪いことが重なっちゃってさ……」

「悪いこと？」

「買ったばかりのノートを誰だれかに落書きされたり、魔術実験で私の髪かみにいつの間にかルーン刻印用の染色液がついちゃってたり、楽しみに取っておいたお菓か子しが消えちゃったり……少しイライラしていたの……かも」

「あはは、やつ当たりはダメだよ？」

　もっともなルミアの言葉に、システィーナはしゅんとするしかない。

「後で先生に謝ろう？　それよりも次は魔ま導どう戦術論の実じつ践せん授業だよ。遅ち刻こくしないように急ごう？」

　ルミアは数歩前に出ると、くるりと振り返って花のように笑った。

（どうも敵かなわないなぁ……）

　ルミアはほんわかして、危なっかしいようで、いつだって物事の本質を鋭するどく見抜くのだ。おかげでシスティーナは昔からルミアに頭が上がらない。

　ふぅ、と息を一つついて、システィーナはルミアの後に続いた。

（そうよね……先生は魔術が大嫌いだっていうのに、授業だけは私達のために真面目にやってくれているわけだし……少しくらい大目に見ても……私も素直に穏やかになって……）




「素直に穏やかになれるかァアアアアアアアアアアアアアア──ッ!?」

　本日の魔導戦術論の授業が行われる予定だった学院中庭に、システィーナの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

　その叫さけびを吸い込む空は抜けるような青。気候も穏やかで、まさに絶好の青空教室日和びよりなのだが──

「あ、アンタ！　な、何よそれ!?」

「んー？」

　システィーナの震ふるえる指がさす方向に突つっ立っている青年──グレンが何事かと言わんばかりに振り返った。

「なんだ、どうした？　うるさいぞ、白しろ猫ねこ。何をそんなに慌ててんだ？」

　余談だが、グレンはシスティーナのことをなぜか『白猫』と呼ぶ。その理由は誰もわからない。

「だ、だから人を猫扱あつかいするのは──って、ああ、もう、今はそれどころじゃありません！　なんなんですか、その先生の体に巻き付いてるのは!?」

　グレンは自分の体を見下ろす。

　ちょっとした丸太のように太く、ロープのように長い何かがグレンの体にぐるぐると巻き付いている。その先せん端たん部ぶの三角形は、上下にぱっくりと裂さけて、その裂け目からちろちろと先の割れた舌が覗のぞいている。意外とつぶらな瞳ひとみを持つ『それ』の正体は──

「蛇へびだ」

「そんなの見ればわかります！　私が聞いてるのは、なんでこんな所にそんな大きな蛇がいるかってことです！」

「今日の授業で使うからだ」

　グレンは何ら悪びれることなく、しれっとそんなことを言い放った。

　あぁ、またこれだ、とシスティーナは痛む頭に顔をしかめた。グレンはどうにもこういう突とつ拍ぴよう子しもないことを平気でやり始める男なのだ。

「せ、先生……その蛇、危なくないんですか……？」

　そう言って、恐おそる恐るながらも心配そうにグレンに近づくルミアは、このクラスの中ではかなり勇気がある方だろう。

　中庭に集まったクラスの生徒達は、システィーナを含ふくめ、ほぼ全員が大きな蛇の姿に怯おびえて、グレンを取り囲むように遠巻きに眺ながめるだけだ。

「もし、毒とかあったら……」

「安心しろ、ルミア」

　グレンは自信満々に言う。

「こいつはラナード蛇と言ってだな、学院飼育用に既すでに毒抜きしてあるし、そもそも大人しい気き質しつの蛇だから、人に嚙かみつくことは滅めつ多たにない」

「あの……」

　言いにくそうにルミアが言う。

「……嚙まれてますよ？　頭」

　見れば、蛇は大口を開けてグレンの脳天にあぐあぐ嚙みついていた。

「……ふむ」

　たっぷりと数秒、間を置いて。

「ぎゃぁああああああ──ッ!?　痛い痛い痛い痛い痛い──ッ!?」

「せ、先生──ッ!?」

　グレンは大だい蛇じやに頭をかじられたまま、青々と生おい茂しげった芝しば生ふの上を転げ回って悲鳴を上げた。

「ちょ、おま!?　アホ！　本気で嚙むなっつーの!?　お前のアゴの力、シャレになってねーだろ!?　っざけんなッ！　ふざけないで！　おふざけは止やめて下さい！　お戯たわむれはそのくらいになさって──」

　段々、蛇に対して敬語になっていくグレンの図。生徒達は呆あきれながらそれを眺めている。

「──ご、ぉ……おぐぉ……て、てめ……締しめつけは……反……則……」

　蛇が長い体を使って、巻き付いたグレンの体を締め上げているのだろう。めきめきとグレンの体が鳴り始める。巻き付く蛇の体の隙すき間まから伸のびる腕うでがぴくぴくしていた。

「はぁ……馬鹿なんだから……」

　システィーナはため息をつきながら蛇に指を向け、呪じゆ文もんを唱え始めた。




「ぜぇー、ぜぇー、げほ！　ごほ！　死ぬかと思った……ちくしょう！　セリカの奴やつめ、何がこいつは大人しい蛇だー、だよ!?　滅め茶ちや苦く茶ちや凶きよう暴ぼうじゃねーか!?」

　システィーナの唱えた黒くろ魔ま【ショック・ボルト】の呪文で気絶した蛇を振ふりほどき、グレンは地面に突っ伏ぷして必死に呼吸を繰くり返かえしていた。

「あの……馬ば鹿かやってないで、早く授業始めてくれませんか？」

　システィーナは説教したいのを全力でこらえ、この件は水に流すことに決めた。そう、こんなことはいつものことだ……目くじらを立てるほどのことではない。だが、それでもこめかみの震えはいかんともし難かったが。

「あ、あぁ……そうだな、始めるか。今日の授業テーマは『魔ま術じゆつ戦における毒の手口と対処法』だ」

　蛇も気絶し、ようやく本題に入ったことで生徒達もグレンの周囲に集まってくる。

　グレンは中庭の一角に用意した三さん脚きやく付き黒板をよいしょと立て、チョークで本日のテーマを書いていく。

「魔術師同士の戦い……魔術戦。唱えた攻性呪文アサルト・スペルによって爆ばく炎えんが吹ふき荒あれ、稲いな妻ずまが走り、氷の嵐あらしが渦うず巻まく。それを様々な対抗呪文カウンター・スペルで時に耐たえ、時に打ち消しバニシユ、反はん撃げきの呪文を撃うつ。一いつ瞬しゆんの判断力が生死を分ける、己が知力と秘術を尽つくした熾し烈れつな競い合い……お前らの魔術戦のイメージっちゃそんなもんだろうと思う」

　黒板に一通りの要点を書いて、グレンが生徒達に振り返る。

「間ま違ちがってない。だが、目に見える派手な呪文だけに囚とらわれちゃ魔術師としちゃ三流だ。今日は魔導戦史上でも魔術戦において多大な戦果を残し続けてきた『毒』について話そうか」

「ふん、毒なんて引っかかる方が間ま抜ぬけなだけなんじゃないですかね？」

　そう言って、グレンの話に茶々を入れたのはクラスの生徒の一人、眼鏡めがねの生徒、ギイブルだ。

「魔術の毒なんて基本、散布系呪文だから黒魔術の【エア・スクリーン】を一枚張れば防げるし、万が一、毒を受けたとしても白魔術の【ブラッド・クリアランス】ですぐ浄じよう化かできますよね？　毒が戦果を挙げているなんて、にわかに信じられないんですが？」

「ま、ギイブルの言うとおりだ。魔術製の人工毒を扱う呪文ってのは、術者がよっぽどの使い手じゃない限り、決定力になりにくい。常識だな」

　しかし、話の腰こしを折られたというのに、グレンはにやりと不敵に笑う。

「だが、天然毒はどうだ？」

「天然毒？」

「ああ、毒蛇とか毒どく蟲むしとか、生物が生来持つ天然の毒だ。こいつは魔術製の人工毒と違ちがい、解毒呪文の施せ術じゆつの際に特定の薬やく剤ざいや魔術触しよく媒ばいが必要だぜ？　こいつにはてこずるんじゃねーか？」

「ナンセンスですね。魔術戦でどうやって相手にそんな天然毒を撃つんですか？　まさか、注射器に毒を入れて投げる……とでも？」

　小馬鹿にしたように肩かたを竦すくめてみせるギイブル。

　だが、グレンはそんなギイブルを面白そうに見やりながら、足下に設置されていた何かを足で小こ突づいた。

「例えば……こいつならどうだ？」

　グレンが足で小突いていたのは、小さなガラス箱だ。何かと思って生徒達が近づくと、ガラス箱の中には実に小さな蛇が入っているのが見える。

　グレンに巻き付いていた大蛇に皆みな、気を取られ、その小さな蛇の存在に今の今まで誰も気付かなかったのだ。

「クシナ蛇。こいつは本物の毒蛇だ。小さいわりに顎あごの力は強いし、毒どく牙がも鋭い。ちょっとした革かわ靴ぐつくらいなら貫かん通つうする。ま、さすがに危ないから外には出さないがな」

　本物の毒蛇、と聞いて一部の生徒達が、ガラス箱から一歩後退する。

「さて、こいつを使い魔まにして密ひそかに放ち、呪文の応おう酬しゆうで白熱する魔術戦の最中に相手の足をカプリ……とさせてみたら、どうだ？」

　グレンの問いに、ギイブルが悔くやしそうに顔を歪ゆがめる。恐らくその戦法の有用性と対処法に困ったのだろう。

「いや、それでも……こういう手があるなら、あらかじめ解毒触媒を用意しておくとか……」

「おいおい、解毒の触媒は天然毒の種類に応じた物を使用しなければならないのを忘れたか？　お前は考え得る全種類の触媒を抱かかえて魔術戦をやるのか？　他の有用な魔道具を放ほう棄きしてまでか？　そもそも呪文で襲おそってくる敵の眼前でお前は解毒作業するのか？」

「ぐ、ぅ……」

「大体、お前のその作戦は、蛇に顔料で色を塗ぬるだけで何の蛇か判わからなくなって触媒を選べなくなるんだぜ？　さらに白魔術と錬れん金きん術じゆつで蛇が品種改良されていたらどうする？　既き存そんの解毒触媒は本当に効くのか？」

「くっ……そもそもそんな蛇がいたら普ふ通つう、誰だれでも気付いて……」

「あーれー？　このデカい蛇に気を取られて、このちっちゃい蛇に誰も注意を払はらってなかったように、俺、記き憶おくしてるんだけどー？」

　最も早はや、ギイブルはぐうの音も出ないようだった。

　グレンの言に、生徒達も気付かないうちに足下に忍しのび寄る小さな毒蛇の姿を想像してしまったらしい。何人かが戦せん々せん恐きよう々きようと足下を確認していた。

「まぁ、これは本当に初歩の手だ。今時、プロの魔ま導どう士しでこんな手に引っかかる間抜けはいない。だがな、他にも毒使いの魔術師達はあの手この手で敵を毒殺してきたんだ。この世の神秘を究きわめたはずの魔術師が不思議もくそもない、ただの毒の一いつ滴てきでコロっと負けちゃった例がゴマンとあるわけ」

　そしてグレンは一同に指を向け、自信と共に宣言する。

「てなわけで、魔術戦における毒の手口と対処法の熟知は魔術師にとって重要なコトだ。将来、魔導官かん僚りようになるってなら必要ない知識だが、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団を目指すとかいう奇異な輩やからがいるなら聞いておいて損はないぜ？」

　相変わらず見事な手しゆ腕わんね、とシスティーナは内心舌を巻いていた。グレンはたったここまでの話で、魔術戦における毒の知識の重要性を生徒達に痛いほど理解させてしまったのだから。

　他の講師ならば、魔術製の人工毒ではなく、天然毒を使うなど魔術師として恥はずべき行こう為いだ……などと言いそうなものだが、グレンは違う。言うことがどこまでも実戦的なのである。

「なるほど……ね」

　システィーナは感かん嘆たんしたように呟つぶやいた。

「だから先生はこんな大きな蛇へびをわざわざ持ってきたんですね？　私達に毒の重要性を教えるために……」

「は？　いや、別に？」

　だが、グレンはシスティーナの言葉をあっさり否定していた。

「毒の怖こわさを教えるのに、ぶっちゃけこんなデカい蛇いらねーだろ」

　いきなり肩かた透すかしを喰くらわされ、システィーナの首がかくんと傾かたむく。

「ていうか、さっきも言ったろ？　こいつ、飼育用に毒抜ぬきされてるって。コレが一体、毒の授業の何の役に立つって言うんだよ？」

　グレンは芝生の上で伸びている蛇を抱え上げ、システィーナへ向ける。

　うっ、とシスティーナは頰ほおを引きつらせ、一歩退きながらまくし立てた。

「じゃ、じゃあ！　先生は一体、何のためにそんな大きな蛇を、わざわざ授業に持ってきたんですか!?」

「ふっ……わからないのか？　そんなの決まってるだろう？」

　グレンは堂々と胸を張り、言う。

「うら若い少女達が、きゃーきゃー言って怖がる姿が見たかったからだ！」

「最低最悪な理由だったわ!?」

　システィーナは思わず頭を抱えて叫さけんでいた。

「いやー、お前らが来る前もさー、リンとかウェンディとか、皆みんな、きゃーきゃー怖がってさー、ふっ……僭せん越えつながら俺、何かに目覚めそうだったぜ」

　紳しん士し的に清々しく笑うグレン。

「黙だまりなさい、この変態！　変態！」

　握にぎりこぶしを固め、肩を怒いからせてキンキン声を上げるシスティーナ。

　あ、この流れは来るな……と、クラスの生徒達の内心はこの時、見事に一いつ致ちした。

「もう我が慢まんできないわ！　今日こそ貴方あなたに一言言ってあげるんだから！　貴方には誇ほこり高きアルザーノ帝国魔術学院の魔術講師としての自覚はないんですか!?　いいですか、貴方のその野放図な態度は学院の品位を──」

「う、うっさいわい!?　なんでお前にそんなこと言われなきゃならねーんだ!?　放っとけ、バーカ！」

　──ああ、やっぱり。

　まるで予想通りの展開に、二人を遠巻きに眺ながめている生徒達は呆あきれ果てたようにため息をついた。

　だが、同時に、あれ？　とも思っていた。

　いつもなら、システィーナがもっとグレンに詰つめ寄って、白熱の説教と見苦しい言い訳合戦になるのだが、今日はどうも構図がいつもと違う。

　システィーナがグレンに近付かない。少し遠い位置から吠ほえるように説教をまくし立てているだけなので、いつものような迫はく力りよくがない。

「……ん？」

　グレンもその違い和わ感かんを察したらしい。訝いぶかしむように、システィーナを細目で透すかすように見つめる。

「な、なによ……ッ!?」

　その強気な威い勢せいにも、どこかいつものようなキレがない。

「ふーむ？」

　グレンはしばらくの間、考え込むように押し黙り、ふとシスティーナと手に抱えた大だい蛇じやを交こう互ごに見やり、やがて何かに気付いたらしい。

「ほーう？　ひょっとしてお前……」

　にんまりと笑い、手に持っていた大蛇をシスティーナの方へ近付けた。

「ひ!?」

　途と端たんに、システィーナは先程までの威勢はどこへやら、たちまち顔を青ざめさせ、一歩後ずさりする。

「ふっ、いい反応だ。クラスの中でも一番の反応だ。察するに……さては白しろ猫ねこ、お前、蛇が苦手なんだな!?」

「な、な、何よ!?　わ、わたしぇ、別にそん、なことないるれ──」

　目を泳がせ、どもるシスティーナ。実にわかりやすい反応だ。

　システィーナの弱点を看破したグレンは一瞬、鬼おにの首でも取ったかのように邪じや悪あくに笑い……

「いやー、確かに白猫、お前の言うとおりだよな……俺、ちょっと調子に乗り過ぎてたよ……反省する」

　いきなり殊しゆ勝しような態度で、グレンがシスティーナに歩み寄る。もちろん、大蛇は両手に抱えたままだ。

「ひ、ぃ──ッ!?」

　システィーナは反射的に後ずさりしようとするが、どうも足が竦んでしまったようだ。思ったように後ろに下がれず、代わりに蛇を抱えたグレンがどんどん近寄ってくる。

「お前はずっと俺のためを思って、忠告してくれていたというのに、今まで俺はそれをロクに聞きもせずに……くそう！　誇り高き学院の魔ま術じゆつ講師として恥ずかしいばかりだ！」

「あう……あ、ぁ……ッ!?」

「今いま更さらなんだが、俺たち、仲直りできないだろうか？」

　グレンが手を差し出す。その腕うでにはわざとらしく蛇が巻き付いている。

「お前がこの手を取って握あく手しゆしてくれるなら、俺……明日あしたから真ま面じ目めになれるような気がするんだ……」

　きらきらと輝かがやくような笑顔のグレン。白々しいことこの上ない。

「あぅ、あぅ、あぅ……へ、蛇は……その……ぁ、ぁ、やめ……て……」

　グレンが近寄ってくる。

　蛇と一いつ緒しよに近寄ってくる。

「悲しいな……俺はこうして反省してお前と良好な関係を築きたいと心から願っているのに……お前はやはり拒きよ絶ぜつするのか……？」

「だ、だ、だから、蛇は……ッ!?」

「ん？　何だ？　聞こえないな～？」

　耳を傾け、にじり寄って来るグレン。

「お、お願い……こ、来ないで……」

「ん？　おかしいなぁ？　聞こえないなー？　耳が変になったかなぁー？」

　更さらに、にじり寄って来るグレン。

　更に更に、にじり寄って来るグレン。

　ぴきぴき、と。システィーナの中で何かが限界を超こえた感覚が一つ、また一つと響ひびいていく。

「来ないで……」

「え？　え？　何？　聞こえな──」

「こ、来ないでぇええええ──ッ！」

　そうして、忍にん耐たいはとうとうシスティーナの沸ふつ点てんを超えた。

　近づく蛇の姿に、システィーナは半はん狂きよう乱らんで手をグレンへとかざし──

「《大いなる風よ》──ッ！」

　一節ルーンで呪じゆ文もんを叫んでいた。

「ちょ──おま──」

　対抗呪文カウンター・スペルを唱える暇ひまもない。

　グレンの驚きよう愕がくの言葉すら搔かき消すように、システィーナの掌てのひらから局所的に集束する突とつ風ぷうが猛もう烈れつに巻き起こり、グレンを正面から殴なぐりつける。

「ギャアアアアアア──ッ!?」

　情けない悲鳴と共にグレンは吹ふき飛ばされ、激しく地面に叩たたきつけられ、何度も何度もバウンドしながら転がっていき、最後には中庭に植樹された木の一つに大激げき突とつして、沈ちん黙もくした。

「お前……いきなり【ゲイル・ブロウ】の呪文とか……やりすぎだろ……こ、ここまでするか？　フツー……」

　ダメージが酷ひどくて起き上がれないらしい。グレンは中庭を走る砂利道の上に大の字で倒たおれ伏ふせながら、ぴくぴく痙けい攣れんしていた。

「うるさい！　この馬ば鹿か！　最低！」

　涙なみだ目めでわめき立てながら、システィーナがグレンに詰め寄っていく。

　ルミアはそんな親友をどうなだめたら良いものかわからず、後についておろおろしていた。

「いつもいつも馬鹿な悪ふざけばっかり！　アンタなんかいつかそうやって素行不良で本当にクビになっちゃえばいいのよッ！」

　グレンを魔術で叩きのめしても、腹の内に渦うず巻まく怒りは収まらない。

　無意識のうちにシスティーナは足を後ろへ振ふり上げて、足下にある適当な石を蹴けろうとして──

「システィ!?　だ、駄だ目め！」

「え？」

　ルミアの制止の声は間に合わなかった。後ろに振り上げられたシスティーナの足は、荒あらぶる感情のままに前へと振り抜かれ──

　パリン。

　硬かたく脆もろい何かが割れる音がした。

「……パリン？」

　この場にあった物でそんな音を立てて壊こわれそうなものと言えば──

「う、うわぁああああ──ッ!?」

「きゃああ──ッ!?　毒蛇が！　毒蛇が逃にげましたわ──ッ!?」

　いち早く状じよう況きようを把は握あくした周囲の生徒達が、脱だつ兎とのごとく四散する。

　真っ青になったシスティーナが、ぎりぎりと錆さびた歯車のような動きで足下に目を向ける。

　そこには割れたガラス箱の中から顔を覗のぞかせている小さな毒どく蛇へびの姿が。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!?」

　その瞬しゆん間かん、システィーナは恐きよう怖ふのあまり思考が真っ白になった。

「システィ、危ない！　逃げて！」

　ルミアの警告は遅おそかった。

　かぷ。

　小さな毒蛇が意外なほど素早い動きでシスティーナの足に嚙かみ付いた。

　鋭するどい牙きばは革かわ靴ぐつを容易に貫かん通つうし、焼けた鉄を押し当てられたかのような強きよう烈れつな痛みがシスティーナを襲おそう──

「ぁ……、ぁああ……ッ!?」

　即そつ効こう性の毒らしい。灼しやく熱ねつの感覚は嚙まれた箇か所しよから血の流れに乗って、あっと言う間に全身を駆かけ上がる。すぐに胸が破は裂れつしそうなほど動どう悸きし始め、息苦しくなり、システィーナの意識を闇やみへ溶とかしていく。

　立って、いられなかった。不意に覚えた浮ふ遊ゆう感かんと共に、地面が視界いっぱいに近づいて来て……
















「し、システィ──ッ!?　しっかり……しっかりして!?」

　地面に倒れ伏したシスティーナは、朦もう朧ろうとする意識の中、泣きそうな声で呼びかけてくる親友の声と……

「ば……馬鹿野や郎ろう!?　くそっ！　おい！　しっかりしろ!?」

　誰だれかが滅めつ多たに出さない焦しよう燥そう混じりの声を上げ、自分を抱だきかかえているような……そんな感覚を覚えていた。




　学院の医務室にて。

　魔術教授セリカ＝アルフォネアは、白いベッドの上に糸が切れた人形のように横たわるシスティーナを、沈ちん痛つうと諦てい観かんに満ちた表情で見つめていた。

「もう……駄目なのか？」

「あぁ」

　憔しよう悴すいしたグレンの問いに、セリカは感情の色が見えない頷うなずきを返す。

「おい、冗じよう談だんは止やめろよ。お前は大陸で五本の指に入る第七階梯セプテンデの魔術師なんだろう？　なんとかしろよ……なんとかしてくれよ……ッ!?」

　グレンが必死の形相でセリカの両りよう肩かたを摑つかみ、縋すがるような目をセリカの細面へと向ける。

　がしゃん。

　その勢いでセリカの背が様々な薬品瓶びんが並ぶガラス棚だなに押し付けられた。

「……第七階梯セプテンデが人間をやめた魔術師だと言っても……神じゃない。死んだ人間は……救えない」

　だが、セリカは力なく首を振った。

「くそぉ……ッ！　ちくしょう！」

　セリカから離はなれたグレンは、やるせない激情のあまり、医務室の白い壁かべを拳こぶしで殴りつけていた。

　そんな悲痛に咽むせぶグレンの姿に、セリカは観念したように提案をする。

「一つだけ、彼女を救う方法がある」

「本当か!?」

　突とつ然ぜんの光明に、グレンがセリカの方を弾はじかれたように振り向く。

　が、セリカの表情は険しいままだ。

「どういう方法なんだ!?　言ってくれ！　セリカ！」

「それはな、グレン。お前の命だ」

「……俺の、命……ッ!?」

　グレンが驚愕に目を見開いた。

「奇き跡せきには代だい償しようが必要だ。グレン……お前に、彼女を救うために己の命を捧ささげる覚かく悟ごがあるのか？」

　セリカの重苦しい問いかけに、しばらくグレンは押し黙だまったままだった。

　だが、やがてグレンはベッドに横たわるシスティーナへ、穏おだやかに澄すんだ目を向けて、言った。

「こいつには……俺と違ちがって未来があるんだ」

「……グレン」

「いいぜ。こいつの未来のために……持っていけよ、俺の命を！」

　覚悟を決めた表情で、グレンはセリカを真まっ直すぐ見つめ──

「その言葉を……聞きたかった」

　セリカは愛弟子の揺ゆるぎない覚悟と尊い自己犠ぎ牲せいを前に、思わず感極まって目元を拭ぬぐい──

「勝手に人を殺さないでください！」

　とうとう我が慢まんの限界に達したシスティーナが跳はね起きて叫さけんだ。

「だ、駄目だよ、システィ！　ちゃんと寝ねてないと！」

　ベッドのそばに控ひかえていたルミアがシスティーナを押さえつけようとするが、興奮したシスティーナは言うことを聞かない。

「大体、アルフォネア教授まで一いつ緒しよになって、なんなんですか!?　その茶番は!?」

「まぁ、その、なんだ？　ノリ？」

　しれっと言い放つセリカの台詞せりふに、システィーナは眩暈めまいを覚えた。

「俺の命で少女を救ってくれ……人生で一度は言ってみたい台詞だよな」

「わかるぞ、グレン。ロマンがある」

「黙っててください！　そこの凸でこ凹ぼこ師弟コンビ！」

　セリカは学院の魔ま術じゆつ教授であり、グレンの魔術の師し匠しようである。最近、システィーナとルミアはグレンを通してセリカとよく接するようになったのだが……接すれば接するほど、セリカが持っていた『クールな鉄の美女』の化けの皮が剝はがれてくる。結局、根本的に似た者師弟だったのだ。

「う……ぇ……ま、また気分が……」

　怒おこったせいで、一時的に落ち着いた症しよう状じようがぶり返してきたらしい。システィーナが気分悪そうにうつむいた。

「ま、授業で扱あつかう毒蛇だ。死ぬほどの毒は持ってないさ。だが、不幸なことにあの蛇の毒を解毒するための触しよく媒ばいは、今、学院の在庫が尽つきててな」

「そんな……」

「触媒を使った解毒の魔術ナシなら、発熱、倦けん怠たい感、吐はき気け、頭痛、手足の痺しびれ、その他もろもろで一週間ほど苦しむことになる。たまに体質の関係で容態が急変し、死に至ることもあるが……そんなの滅多にあることじゃない。寝てればそのうち元気になる」

「えっ？　容態が急変することもあるって……その……市場で解毒触媒は手に入らないんですか？」

　心配そうにルミアがセリカに問う。

「この時期は難しいな。触媒は夜に発光する『ルラート草』なんだが、季節的な関係で市場には出回ってない」

「……そうなんですか」

「学院敷しき地ち内北側にある『迷いの森』にたまに生えていることもあるが……まず無理だろうな。最近、発見報告をとんと聞かんし。わざわざ夜に探しに行かなきゃならんのも面めん倒どうだ。ま、しばらく大人しくしていることさ」

　そう言い残し、もう話は終わりだと言わんばかりに、セリカはさっさと医務室を出て行った。

　部屋には毒による発熱で荒あらい息いき遣づかいのシスティーナと、それを心配そうに見守るルミア、そして気まずそうに頰ほおを搔かいているグレンが残された。

「うぅ……頭が熱い……痛い……だるい……きつい……気持ち悪い……」

「システィ……しっかり……」

　ルミアが悲痛な表情で、うんうん唸うなるシスティーナの手を握にぎり締しめる。

「ま、そういうことだ。白しろ猫ねこ、一週間がんばりな」

　グレンは肩をすくめ、投げやりな励はげましをシスティーナに投げかけた。

「あの……ね……誰のせいで……こうなったと……」

「そんなの、お前のせいだろ。お前が自分で箱を蹴けり壊こわしたんだし」

「ぐぅ……そう……だけど……」

「先生？」

　ルミアが見れば、グレンは両りよう袖そでに腕うでを通さず羽織ったローブをばさりと翻ひるがえし、部屋を出て行こうとしていた。

「ま、これで一週間、お前の説教を聞かんで済むと思えば悪くねーな」

「くっ……なんて言い草なの……お、覚えてなさいよ……ッ！」

「ふはは、もう忘れたぜ！」

　そう言い残して、グレンは足早に部屋から出て行くのだった……。




　その夜。

　学院の制服に着き替かえたルミアは一つの決心をして、こっそり学院に忍しのび込んでいた。

　目指すは学院敷地内、北に広がる通つう称しよう『迷いの森』。目的はもちろん、親友のために解毒用の魔術触媒『ルラート草』を探し出すことである。

　迷いの森には危険な魔ま獣じゆうが住み着いているから危ない、とか。一いつ般ぱん生徒は立ち入り禁止だ、とか。触媒が手に入らず無む駄だ足あしに終わるかもしれない、とか。そんなことはルミアにとってまったく関係ない。

　自分の親友が今もなお苦しんでいるのだ。ならば自分は親友を助けるために、自分にできる全力を尽くす。

　ルミアはその大人しそうな外見と雰ふん囲い気きによらず、そんな向こう見ずな少女だったのである。

　学院敷地内をこそこそと北進し、やがてルミアは鬱うつ蒼そうとした針葉樹が無数に生おい茂しげる、迷いの森の入り口へとたどり着いていた。

「……う。やっぱり怖こわいなぁ……」

　仄ほのかな霞かすみをまとって目前に聳そびえ立つ古樹の群れは、まるで魔ま物ものが踊おどるかのよう。その隙すき間まから覗のぞく闇やみは、まるで深しん淵えんに続いているかのようだ。しんと冷え込む夜気が静せい寂じやくを演出し、時折耳立つミミズクの低い鳴き声、つんと鼻をつく樹木独特の匂においが、この先が異界であるということをルミアに強く意識させ、不安を搔き立てていく──

「ええい、ままよ！」

　気合を入れ直し、ルミアは意を決して森の中へと足を踏ふみ入れる。少し湿しめっぽい土と、短い草と苔こけを踏み締め、道なき道を強い意志をもって進む。

　私だって、魔術師なんだ。少々の危険は乗り越こえてみせなきゃ。

　自分を奮い立たせ、指先に灯ともした魔術の光を照明に、ルミアは森の探たん索さくを開始するのだった。




　ルミアの最大の誤算は、森の中で待ち受けていた危険が、少々の危険、ではなかったことだった。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！」

　悲鳴を上げる余よ裕ゆうもなく、ルミアは大木を背に、追おい詰つめられていた。

　前方の闇に目をこらす。改めて『それ』を認識して、心臓が握り潰つぶされそうなほどの恐きよう怖ふが醸じよう造ぞうされる。ひたひたと自分に忍び寄る死の気配を強く肌はだに感じ、頭がぐらぐら揺れて息苦しくなり、冷ひや汗あせは滝たきのように流れた。

　無数に並ぶ樹木が縦に分断する闇の断片の向こう。爛らん々らんと目を光らせ、底冷えするようなうなり声と共に、ゆっくりとにじり寄ってくる『それ』。鋭するどい爪つめ、ゾロリと並ぶ牙きば──

　シャドウ・ウルフ。迷いの森の奥深くに棲せい息そくする狼おおかみ型の魔獣であり、ルミアの手にあまる危険な存在だ。

（うぅ……どうしよう!?　どうしよう!?）

　この狼と最初に遭そう遇ぐうしたとき、ルミアは冷静に攻性呪文アサルト・スペルを唱えて、追い払はらおうとした。だが、うかつに仕し掛かけたのがかえって良くなかった。

　ルミアは肉体と精神を操る白魔術こそ得意だが、運動とエネルギーを操る黒魔術──つまり、攻性呪文アサルト・スペル全ぜん般ぱんが不得手だ。獰どう猛もうで利口な狼は、ルミアが大したことのない存在であることを知ってしまったのだ。

　狼はルミアへの認識を警けい戒かい対象から獲え物ものへと変え、しつこく迫せまってくる。

「ら……《雷らい精せいよ・紫し電でんの衝しよう撃げき以もちて・撃うち倒たおせ》……ッ！」

　ルミアが黒くろ魔ま【ショック・ボルト】の呪じゆ文もんを三節のルーンで唱える。

　ルミアの指先から弱々しい紫電が闇の中の光る瞳ひとみに向かって飛ぶ。

　だが、狼は余裕の動きでそれをかわし、再びルミアを追い詰めんとにじり寄ってくる。先刻からずっと、このパターンの繰くり返かえしだった。

（はぁ……はぁ……もう、駄だ目め……魔ま力りよくが尽きて……マナ・バイオリズムも乱れて……）

　魔術の連続行使で疲ひ弊へいしきったルミアは限界に達していた。

　そして、この好機を鋭えい敏びんに感じ取ったのだろう。

「グルォオオオオ──ッ！」

　世にも恐おそろしい雄お叫たけびを上げ、狼が一気にルミアに向かって飛びかかって来る。

　それを呪文で迎むかえ撃つ力は、もうルミアには残っていない。

　あっけなく訪れた最期の時に、ルミアは思わず目を瞑つぶり、顔を背けた。

（ごめんね、システィ……ッ！）

　牙が、爪が、容よう赦しやなくルミアの柔やわ肌はだに迫り──

　その牙がルミアに届く瞬しゆん間かん──

「《猛たけき雷らい帝ていよ・極光の閃せん槍そう以て・刺さし穿うがて》──ッ！」

　三節詠えい唱しようが森に木霊こだまし、一いつ閃せんの極光が森の闇を切り裂さいた。

「ギャオォン!?」

　飛来した一ひと条すじの雷らい光こうは、狼の胴どうをたやすく貫かん通つうし、バチンと紫電を爆はぜさせて、瞬しゆん時じに狼を感電死させる。

「い、今のは……」

　黒魔【ライトニング・ピアス】。抜ばつ群ぐんの貫通性能を持つ電でん撃げきの一閃で敵を射い貫ぬく、強力な軍用攻性呪文アサルト・スペルだ。

「……無事か？　ルミア」

　目を瞬またたかせるルミアの前に、森の奥からのっそり現れたのは……暗くら闇やみの中、指先に灯る魔術の光が浮うかび上がらせるその不ふ機き嫌げんそうな姿は……

「グレン先生!?」

　暗い森に怯おびえ、恐怖と不安で堪たまらなかった心が決けつ壊かいし、ルミアはつい感極まってグレンに駆かけ寄った。

「先生！　先生！　ありがとうございます！　先生のおかげで──」

「てい！」

　だがルミアを迎えたのは優しい抱ほう擁ようではなく、お仕置きのデコピンだった。

「い、痛い……」

　ルミアは涙なみだ目めで額を押さえる。

「この、おバカ！　お前、真夜中にこんな所で一体、何やってんだ!?」

　もっともなグレンの説教に、ルミアはしゅんと小さくなるしかない。

「常つね日ひ頃ごろ、学院のお偉えらいさん達が口酸っぱく言ってるだろ!?　この森はド素人しろうとがほっつき歩いていい場所じゃねーんだ！　まったく、俺がいなかったらお前、今いま頃ごろ、あの犬公に食べられちゃってるぞ……ぶつぶつ」

「だ、だって……システィを、どうしても助けてあげたかったから……一週間もあのままだなんて可哀かわい想そうで……それに容態が急変して死んじゃうこともあるって聞いて、私、居ても立ってもいられなくて……」

「で？　お前も件くだんの触媒を探しに来たってわけか……ったく、お前、無む謀ぼうとお人ひと好よしにもほどがあるぞ？　お前に何かあったら、あの白猫が悲しむとは思わなかったのか？」

「それは……」

　ルミアはもう何も反論できない。

　だが、少し気になることがあった。

「え？　……お前も？」

　そう言えば、どうしてグレンはこんな所にいるのだろうか？

　ふと思い当たることがあって、ルミアは不機嫌さを隠かくそうともしないグレンに問いかける。

「先生……お前もって、どういうことなんですか？」

「……う」

　どうもそれは聞かれたくなかったことらしい。グレンは露ろ骨こつに目をそらして、口を噤つぐんだ。

「ひょっとして……先生もシスティのことが心配で、触しよく媒ばいを探しに？」

「ち、違ちがう、違うぞ!?　俺があの生意気な白猫娘むすめのために、そんな面めん倒どうくさいことするわけないじゃん!?」

　慌あわてて否定するグレンを、ルミアは微笑ほほえましく思い、つい笑みを零こぼしてしまう。

「お、俺がここにいるのはだな……その……なんつーか、あれだ!?　散歩だ！　散歩！」

「こんな真夜中に、ですか？」

「こんな真夜中に、だ！」

「こんな場所を、ですか？」

「こんな場所を、だ！」

　どこをどう聞いても言い訳にしか聞こえない弁を、グレンは次々と並べ立てていく。

「そ、それに……例の触媒が運良く見つかったら、その、あれだろ!?　きっと高く売れるだろ!?　小こ遣づかい稼かせぎに丁度良いからだ！　それだけだ！　それだけ！」

　そして、ひとしきりまくし立てたグレンは、ぷいっと踵きびすを返し、森の奥の方へと足早に進み始める。

「それよりも、だ！　ルミア、お前、触媒探すんだろ!?　ここから一人で帰らせるのも危険だし、しゃーねーからついて来い！　俺のいつもの散歩ルート上に触媒があるといいな！」

　そんなことを言い捨てて、すたすたと歩き去っていくグレン。

「もう……素直じゃないなぁ」

　どこまでも子供っぽいグレンを、微笑ましくも頼たのもしく思いながら、ルミアはその背中を追うのだった。




　それから、二人は森の中を解毒触媒を探して歩き回った（グレンはあくまで散歩だと言い張った）。

　道中、二人は森に潜ひそむ魔獣に何度も襲おそわれたが、その度、グレンの軍用魔ま術じゆつが危なげなく魔獣を撃げき退たいした。

　グレンの最短詠唱節数は三節詠唱。それは魔術師としてはとても平へい凡ぼんで、決して優れているとは言えない。

　だが、グレンは先読みと状じよう況きよう判断が完かん璧ぺきだった。常に二、三手先を見み据すえたその呪文行使の手並みは、まるで歴戦の魔ま導どう士しのそれを思わせる。

（ううん……先生は実際に……）

　極度の魔術嫌ぎらいで知られるグレン。そんなグレンが誰だれよりも卓たく越えつした魔術の腕うで前まえで敵を屠ほふる姿は、グレンの壮そう絶ぜつな過去の一いつ端たんを知るルミアとしては、どこか胸が締しめ付つけられるような思いを覚えざるを得なかった。

　と、その時。

「……おい、疲つかれたのか？」

　考え込んで押し黙だまるルミアに様子のおかしさを感じたらしいグレンが足を止め、ルミアを振ふり返る。

「ううん、何でもないですよ？」

「…………」

　慌てて首を振るルミアの顔をグレンがじっと覗き込む。

　やがて。

「……やっぱ休きゆう憩けいにすっか」

　不意にそんなことを言い始めた。

「え？」

「とは言え、フェジテの夜は季節を問わず冷え込むから、単に立ち止まってるだけじゃ夜の寒気に体力を奪うばわれるだけだな……いくらその制服に気温調節魔術が永続付呪パーマネントされてるとはいえ、防寒能力にも限度があるだろうし……しゃあない、少々面倒だが、今、火をおこす。ちょっと待ってろ」

「ま、待ってください、先生！」

　早速、周囲を見み渡わたして枯かれ枝えだを探し始めたグレンへ、ルミアは慌てて申し立てた。

「ん？」

「わ、私はまだ大だい丈じよう夫ぶですから！　だから、先生は私のことなんか気にしないで……」

「ばーか。俺が疲れたんだよ」

　そんなぶっきらぼうな言葉が返ってくるが、誰がどう聞いても噓うそだ。

　これが森歩きに慣れないルミアを気き遣づかっての発言だと、どんなに鈍にぶい人間だってわかる。

（先生ったら……）

　こんな不器用なグレンの気遣いに、申し訳なさを覚える反面、嬉うれしさも覚える。

　ひねくれて、素直じゃなくて、でも本当は誰よりも優しくて……そんなグレンの姿を本当に微笑ましく思う。

「……なら、私も手伝いますね」

　ルミアは口元に隠しきれない笑みを浮かべながら、雛ひな鳥どりのようにグレンの後について、枯れ枝を拾い始めるのであった。




　枯れ枝を集めて、着火の魔術で火をおこす。やがて夜の森を濃のう密みつに包み込む闇やみのカーテンの一角を、ぱちぱちと音を立てて弾はじけながら赤々と燃える焚たき火びの炎ほのおが浮かび上がらせた。

　ルミアにはその火が、この深しん淵えんの異界の中に唯ゆい一いつ、人の領域を切り取る命いのち綱づなの灯火のように思えた。

　ゆらゆらと揺ゆらめく炎の光が怪あやしげな陰いん影えいを森に映す。その揺れる影かげ達はまるで魔ま物ものの群れのよう。

「ったく、そんな軽装で夜の森に入るなよ、バカ……寒さ以前の問題だろうが……」

　ルミアは焚き火のそばで、グレンから借りた野外探たん索さく用の厚手の外がい套とうに包くるまってかがみ込み、火のゆらめきをじっと眺ながめていた。

　立ち止まっていれば芯しんから蝕むしばむような夜の寒気の中、穏おだやかに燃える炎の心地ここちよい熱を頰ほおに感じながら、ルミアがぼんやりとしていると──




　ゆさり、ゆさりと。

　緩かん慢まんな等とう間かん隔かくのリズムで体が揺れている。まるで揺り籠かごの中で揺られている赤あかん坊ぼうのような感覚。

「……あ、れ？」

　ふと、ルミアが気づけば。

　体に心地よい温もりを感じているというのに、温源であるはずの焚き火はもうどこにも見当たらない。

「……起きたか、ルミア。悪いな、あんまりゆっくりしてると夜が明けちまうからな」

「私……眠ねむって……？　え？」

　寝ね起おきの胡う乱ろんな頭で、ルミアは今の自分が置かれている状況を、ゆっくりと把は握あくし、理解していく。

「慣れない森歩きに魔術の連続行使……やっぱ、お前、自分が思っている以上に疲れてんだよ。ま、無理もないか……温室育ちのお前が──」

「せ、せ、先生っ!?」

　常にマイペースなルミアにしては珍めずらしく裏返った声が木々に木霊こだました。

　ようやく気付いたのだ。

　今、自分がどこにいるのかを。

　いつの間にか眠りこけてしまっていた自分は、グレンの背中に抱だきつくような形で背負われていたのだ。

　グレンはルミアを背負ったまま、淡たん々たんと森の中を歩いていた。

「あ……ああ……ッ!?」

　当然のように、グレンの体と完全密着状態だ。先程まで微睡まどろみにたゆたう意識の中で感じていた心地よい温もりの正体を悟さとり、ルミアは頭が沸ふつ騰とうするような感覚を覚えた。

「あ、あの……降ろしてください、先生！　私、もう大丈夫ですから！」

　余計な手間をかけさせてしまった罪悪感と、湯気が上がりそうな気き恥はずかしさのあまり、ルミアがそう懇こん願がんするが──

「噓つけ、大丈夫なもんか。お前、かなり無茶な魔術行使をしたな？　マナ欠けつ乏ぼう症しようを起こしかけていたぞ？」

「で、でも……ッ!?」

「ああいうのは一度休んでからガクンと来るんだ。俺の見立てじゃ、お前はまだ体に力が入らないはずだ。もうしばらく大人しくしとけ」

「そ、それは……」

　早はや鐘がねのように脈打つ胸の鼓こ動どう、熱に浮うかされたようにぐるぐる回る思考の中、なんとかルミアは自分の体の様子を確認する。

　グレンに背負われていたことに驚おどろいていたせいで気付かなかったが……確かに指し摘てきされたとおり体が鉛なまりのように重たく、手足に力が入らない。

　間ま違ちがいなくこれはごく短時間内における急激な魔ま力りよく消費が引き起こす典型的な軽度マナ欠乏症だ。

　これではよしんばグレンの背中から降りたとして、まともに歩けはしないだろう。足手まといになるだけだ。

「そ、その……そうですね……先生の言うとおりみたいです……あの……しばらくの間、お願いします……」

「ああ」

　そう、これは仕方のないこと。

　ルミアはそう自分に言い聞かせた。

　でも頰がとても熱い。先刻、焚き火に当たっていた時も、ここまでの熱を感じたことはなかった。

　甘酸っぱく渦うず巻まく胸の鼓動は高まりっぱなしだ。この鼓動がグレンに伝わってしまったらどうしよう……そんな益体もないことを、ゆだった頭で悶もん々もんと考えてしまいながらも。

「……先生」

　ぎゅっ、と。グレンに絡からむその細ほそ腕うでには緩ゆるい力が無意識のうちにこもる。グレンは体格的には瘦やせ肉じしだが……その背中はとても広く思えた。

「しっかし、お前らってホント世話が焼けんなぁ……何か俺に恨うらみでもあんの？」

　そんなルミアの心情を知ってか知らずか、グレンはどこまでもデリカシーのない発言をする。

「す、すみません……先生はその……まだ、今日の散歩は終わらないんですか……？」

　申し訳なくなって、ルミアはついそんなことを聞いてしまう。

「あー、うん、まぁな。今日は別のルートを開かい拓たくしてみようと思ってな」

「こんな真夜中に、ですか？」

「こんな真夜中に、だ」

「こんな場所で、ですか？」

「こんな場所で、だ」

　グレンは相変わらず憤ふん然ぜんとした様子で、森の奥を目指して歩いていく。

「あの、先生……私を背負って歩くのが辛つらかったら、今日はもう……」

「なーに言ってんだ？　可愛かわいい女の子を背負って歩くなんていう役得、俺がそう簡単に手放すと思うかよ？　ま、お前は嫌いやかもしれんが諦あきらめな！」

　くっくっく、とグレンは悪人笑いを浮かべ、背中のルミアを流し見た。

　こんなグレンの言い草に、ルミアは苦笑するしかない。

　そう、グレンはこういう人なのだ。

　ひねくれていて、大人げなくて、どこまでも素直じゃない天あまの邪じや鬼く。ルミアが初めてグレンと出会った『あの時』から、現在に至るまでちっとも変わっていない。

　残念ながらこんな性格のグレンのことを毛け嫌ぎらいする者が学院に大勢いることは知っている。

　でも、こんなグレンだからこそ、自分は──

（……ごめんね、システィ。今だけ……今だけだから……）

　甘い胸の疼うずきと、ちくちくとどこかに感じる罪悪感を自覚しつつも。

　ルミアはグレンの首に腕を絡め、こつん、とグレンの後頭部に自分の額を合わせ、しばらくの間、グレンの背中で揺られ続けていた。




　やがてルミアの体力も回復し、自分で歩けるようになって。

　森の奥深く、二人で目を皿のようにして目的の草を探し回って、どれくらい時間が経っただろうか。

「あ、先生！　ありました！」

　それが見つかったのは明け方に近い時分だった。薄うす闇やみの中、ぼんやりと淡あわい光を発するその草は、倒たおれて積み重なった古木と古木の隙すき間まに、隠かくれるように潜ひそんでいた。

　草は少し傷んでいたが、触しよく媒ばいとして使う分には問題なさそうだ。

　嬉しそうにその草を摘つむルミアを横目に、グレンは呟つぶやいた。

「やれやれ、夜通し歩き回って見つかったのはたった一本……しかも傷物。こりゃ金にならんな。しゃーない、もったいないけど白しろ猫ねこにでもくれてやるか……なんだよ？」

「ふふふ……別に？」

　いかにも訳知り顔で笑うルミアの姿が、グレンにはどうも面白くない。

「……まぁ、いい。よし、帰るぞ……ったく、新しい散歩ルートは結局決まらなかったぜ、くそう……」

「先生」

　ぶつくさ言いながら歩き始めたグレンの背中に、ルミアが声をかける。

「ありがとうございました」

「……何のことだか」

　足を止め、グレンは肩かた越ごしにルミアを呆あきれたように流し見た。

　いつまでもどこまでも強情で素直じゃない、そんなグレンに。

「先生は決して、誰だれかと一いつ緒しよにいる資格のない人じゃありません。だから、そんな風に人を遠ざける必要なんてないんですよ？」

　思わず、ルミアはそんな言葉を口にしていた。虚きよを突つかれたようにグレンが硬こう直ちよくする。

「確かにちょっと大人げないけど、先生はいつだって私達のために一いつ生しよう懸けん命めいで……私はそんな先生のことを……」

「…………」

「たとえ、世界中の人が先生のことを否定したとしても……私は、私だけは先生の味方になりますから……だから」

　訴うつたえかけるようなルミアの言葉に、やがてグレンは堪こらえきれなくなったかのように、くっくと笑い始める。

「ばーか。わけのわからん小こっ恥ぱずかしいこと言ってるんじゃねーよ。ぷぷっ……お、お前、後で絶対後こう悔かいしてベッドの中で手足バタバタさせて転げ回るぜ？」

「そ、そうでしょうか……？」

「そうだよ。ほら、行くぞ？　お前も疲つかれてるだろ？」

「あ……は、はい……」

　微かすかに気落ちするルミアを促うながし、グレンが再び踵きびすを返し、背を向ける。

　だが、その一いつ瞬しゆん。

「……ありがとな」

　小さく、ぼそりと。そんな呟きが聞こえたような、気がした。




「おい！　喜べ白猫！」

　朝一番。

　ばぁん！　とグレンは医務室の扉とびらを乱暴に蹴けり開けていた。

「俺とルミアで散歩してたら、たまたま解毒の触媒見つけたから持ってきてやったぞ？　ふふん、少しは感謝しろ──ん？」

　ふてぶてしく言いかけて、グレンはすぐに部屋の異変に気付いた。

　昨日、システィーナが横になっていたベッドには誰もいない。

「あれ？　システィは？　昨晩はここに泊とまるはずだったのに……」

　不思議そうに周囲を見回すルミアを尻しり目めに。

　グレンはシスティーナの代わりにベッドの上に置かれていた物に目が釘くぎ付づけだった。

「……こいつは」

　花だった。誰が持ってきたのか、花束がベッドの上に手向けられている。

「せ、先生……ッ！　それ……」

「おい、なんの冗じよう談だんだこりゃ」

　花の知識に疎うといグレンとて、その特とく徴ちよう的な白い花弁の花が、何を意味するのかくらいは知っている。

　これは、死者に手向ける種の花だ。

「お……おいおい……」

　さぁ、と。開いた窓から、穏おだやかな風が部屋の中に吹ふき込こみ、ふわりとカーテンを揺ゆらした。

『たまに体質の関係で容態が急変し、死に至ることもあるが──』

　ふと、グレンはセリカのそんな言葉を思い出す。

　馬ば鹿かな。

　ありえない。

　そう信じたい。

　だが──多分、きっと、そういうことなのだろう。

　……遅おそかった。

　自分は、間に合わなかったのだ。

「…………」

　どのくらい忘我していただろうか。

「──馬鹿野や郎ろうッ！」

　気付けば、グレンはベッドを拳こぶしで殴なぐりつけ、怒ど声せいを上げていた。

「お前、何、俺に断わりなく勝手に逝いってやがんだッ!?　ふざけるな……ふざけるなよッ!?」

「あの～、先生？」

　つんつん。

「お前は……ッ！　お前はこれからだろうがッ！　こんなことで！　こんな所で！　くたばってる場合じゃねえだろうがッ!?」

「あの……先生？　ねえってば」

　つんつん。

「ちくしょう……俺は、お前達が何をやってくれるのか、それを見たくて講師を……なのに、こんな……ッ！」

「だから、先生……ちょっと」

　つんつんつん。

「くそぉ……俺だ……俺のせいだ……俺が……俺がぁ……ッ！」

「先生。ねぇ、先生ったら……」

　つんつんつんつんつん……

「って、なんなんだよ、うっせえなぁ!?　今、それどころじゃ──」

　しつこく背中を突いてくる空気の読めない輩やからを、グレンは振ふり向むきざまに凄すさまじい形相で睨にらみつけて──

「ッキャアアアアアアア──ッ!?　お、オバケ──ッ!?」

　グレンは悲鳴を上げて跳とびしさり、部屋の壁かべに張り付いていた。

「誰がオバケですか!?　誰が！」

　そこにはすっかり元気になった様子のシスティーナの姿があった。

「おや、この騒さわぎは……？」

　その時、ちょうどセリカが部屋にやって来る。

「あぁ、なるほど。お前達にはどうも色々勘かん違ちがいさせてしまったらしいな」

　セリカは、目をぱちくりさせて眼前の騒そう動どうを眺ながめているルミアに、すまなそうに耳打ちした。

「確かに学院に触媒の在庫はないとは言ったが、私個人が触媒を持ってないなんて言ってないぞ？　まぁ、家に戻もどって探すのに大分、手間取ってしまったがな。とにかく彼女の解毒術式は無事に終わった。安心しろ」

「そ、そうだったんですか……でも、あの花は……？」

「ああ、お前のクラスのカッシュとかいう奴やつが花の種類を間ま違ちがえて見み舞まいに持ってきちゃったらしいぞ？　まったく、そそっかしい奴もいたもんだ」

　一方。

　背中を壁に張り付かせ、戦せん々せん恐きよう々きようとしているグレンを前に、システィーナは顔を赤らめてぼそぼそ呟いていた。

「あの……先生？　心配かけてしまったみたいですね……なんだかんだ言って、先生は私のために触媒を探しに行ってくれたみたいですし……勘違いとは言え、あんなに悲しんでくれたりして……その、なんていうか……」

　ありがとうございます。
















　珍めずらしく、素直にそんな言葉がシスティーナの口から出ようとした……その時だった。

「す、すまん！　悪かった！　説教された仕返しに、お前の新品のノートに落書きしたり！　魔ま術じゆつ実験で間違ってお前の髪かみに染色液を飛ばしちゃったり！　おやつを勝手につまみ食いしちゃったりしてホント悪かった！　この通り謝る！　だ、だから、恐おそれず迷わず神の下へ召めされて──」

「この、馬鹿ぁああああ──ッ!?」

　響ひびき渡わたる少女の怒声。

　どたんばたんと何かが激しく暴れ回る音にアンサンブルする男の悲鳴。

　今日も、アルザーノ帝てい国こく魔術学院は平常運転だった──



















「ルミアー、見つかったー？」

「ううん、まだだよ。ごめんね、システィ」

　古書特有の朽くちた樹木のような香かおりが微かすかに鼻をくすぐり、古今東西の書物が隙すき間まなく、ぎっしり詰つまった書しよ架かが立ち並ぶ、その一角にて。

　魔術学院の女子生徒、システィーナとルミアの二人が本ほん棚だなとにらめっこをしていた。

「こっちこそごめん……こんなことにつき合わせちゃって……」

　立て掛かけ梯子はしごをよじ登り、上段の棚たなを捜さがしていたシスティーナが、下段の棚を丹たん念ねんに調べているルミアに申し訳なさそうな言葉をかける。

「あはは、気にしないでシスティ。だって、システィの大切な手記帳なんでしょ？　なら絶対、見つけなきゃ」

　安心させるように、ルミアはシスティーナに微笑ほほえみを返した。

「その手記帳を落としたの、確かにこの学院附ふ属ぞく図書館の中なんでしょ？」

「うん……それは間違いない、はず」

「見当たる所には落ちてなかったし、受付の落とし物コーナーにも届いてないから……やっぱり、きっと拾った誰だれかが間違ってどこかの書架に入れちゃったんだよね……」

「その可能性、高いのよね……うぅ、困ったなぁ……こんなにたくさん本があるのに……」

　梯子を降りてきたシスティーナは、指先に灯ともした魔術の光を、書架の間を抜ぬける薄うす暗ぐらい通路の先へと向ける。

　すると奥に続く暗くら闇やみの中から、うんざりするほど延々と続く書架の列がぼんやりと浮うかび上がってくる。

「ひょっとして、もう見つからないんじゃ……」

　肩かたを落として力なく呟つぶやくシスティーナは、普ふ段だんの凜りんとした立たち居い振ふる舞まいがまるで噓うそのような憔しよう悴すいぶりだった。

　そんなシスティーナを元気付けるようにルミアが言う。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、システィ。山羊やぎ革装丁のベルト付き手記帳、背表紙に何も書いてない……結構、特とく徴ちよう的な本だもの。絶対見つかるから、私も最後まで手伝うから、そんなに心配そうにしないで？　ね？」

「う、うん……ありがとう、ルミア」

　心強い親友の言葉に、少々感極まってしまったらしい。システィーナの目が少し潤うるんでいた。

「でもシスティったら、あんなに慌あわてて……よっぽど大切な手記帳だったんだね？　一体、何が書いてあるの？」

「え!?　そ、それは……ッ!?」

　物捜しに巻き込まれた側としては至極まっとうな疑問に、システィーナはなぜか慌てて言葉を詰まらせる。

「え、えーと、実は……とある魔術理論の私なりの研究考察が書き綴つづってあるの！　うん！　こないだ結構、斬ざん新しんな術式を思いついちゃって……」

「え、そうなんだ！　システィ、すごいね！」

　ルミアがシスティーナに尊敬の目を向ける。

「で、でも、まだ上手うまくまとまってない理論だから、納得がいくまで人に見せたくないっていうか……だから、その……」

「うん、それは確かに誰にも見せるわけにはいかないね。大丈夫、もし私が先に見つけても、絶対中は見ないよ。約束するね？　システィ」

「うぅ……ありがとう、ルミア……」

　今日のルミアは天使に見える。持つべき者はやはり友だ……システィーナは思わず胸が熱くなるのを感じた。

「そうと決まったら、早く見つけちゃおう？　最近はこの図書館、変な噂うわさも色々と立っているし……」

「そうね、あんまり長居はしたくないわね……しょせん噂は噂だけど、なんとなく気持ち悪いし」

「私はあっちの方の書架を捜すね」

「そう……じゃあ、私は向こうの書架を捜すわ。三十分経ったら、また一いつ旦たんここに集まりましょう」

「うん、頑がん張ばろう？」

　そして、二人は個々に分かれて、再び行方ゆくえ不明のシスティーナの手記帳の捜そう索さくを再開した……。




　アルザーノ帝国魔術学院、学院長室にて。

「はぁ？　図書館の怪かい異いぃ～？」

　いかにも俺、面めん倒どう臭くせぇ、興味無ねぇ、帰りてぇ……そんなオーラを振ふりまきながら、グレンがぼやいた。

「そんなことより俺、今日、帰って読みたい本があるんですけど……」

「グレン＝レーダス、貴様！　学院長に対してなんて態度だッ!?」

　そんなグレンに、学院の魔術講師の一人、ハーレイが怒ど声せいを上げる。

「まぁまぁ、ハーレイ君、落ち着きたまえ。グレン君もそう言わんで、話を聞いてくれたまえ。事態は思った以上に深刻なのだよ」

　いきり立つハーレイと眠ねむそうな顔のグレンを前に、部屋の奥の執しつ務む机に腰こしを落ち着けた学院長リックは、好こう々こう爺や然とした様相を崩くずさずに言った。

「グレン、お前も噂には聞いているんじゃないか？　最近、学院の附属図書館で様々な怪異が目もく撃げきされているという噂を」

　不敵に腕うでを組み、部屋の壁かべに背を預けるセリカが口を挟はさむ。

「まぁ……色々聞いちゃいるがな」

　ため息混じりに頭をかきながら、グレンが応じた。

「曰いわく、逢おう魔まが時ときになると、誰もいないはずの図書館で不気味な声が聞こえてくる……曰く、少年の姿をした幽ゆう霊れいが出た……曰く、本が勝手に空中を動いた……そんな怪異事件が頻ひん発ぱつしているらしいな……あくまで生徒間の噂では。どうも先月、新しい本をあの図書館に大量入荷したあたりから、そんな噂が立っている気がするな」

「まぁ、噂だけなら、この手の学舎によくある話、なんだが……どうも本当に怪異が起きているらしい、確かな筋の情報も先日、確認された」

「……マジか？」

　セリカの補足にグレンが呻うめく。

「つまりだ、グレン君には是ぜ非ひ、この図書館で起きている怪異事件の調査を頼たのみたい。引き受けてくれんかの？」

　学院長の言葉に、グレンは気乗りしなさそうにぼやいた。

「気が進まないっすね……なんで俺なんですか？」

「一番、暇ひまそうじゃからな」

「くっ！　あまりにも正論かつ合理的な理由ぶりに反論できねぇッ!?」

　にこやかな相そう貌ぼうからさらりとこぼれたリック学院長の台詞せりふに、グレンは頭を抱かかえて悶もだえた。

「それに、グレン君。君は……その……元・アレじゃろう？」

「！」

「もし、万が一、何かあったとき、君が我々の中で一番、上手く対処できる……そういう信しん頼らいもあるのじゃよ」

　学院長の真しん摯しな瞳ひとみがグレンを射い貫ぬく。ハーレイの手前、学院長は言葉を濁にごしたが、学院長の意図するとおりグレンは元・帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し。確かに荒あら事ごとの処理に関しては、この学院の講師陣じんの中でもトップクラスだろう。

「ふん！　どうにも学院長はこの男を買かい被かぶり過ぎていますね。こいつは所しよ詮せん、第三階梯トレデの三流魔ま術じゆつ師し！　どこまでやれるか疑わしいものですな！」

　だが、普段のグレンのあまりの昼ひる行あん灯どんぶりに、学院内における評判はまさしくハーレイの言葉通りだった。行う授業こそ質が高いものの、魔術に対して敬意の欠片かけらも払はらわない態度は今もなお相変わらずで、ハーレイをはじめとする古参の魔術講師達からは、未だ村八分状態である。

「そうですよ！　まったくもって、ハー……なんとか先せん輩ぱいの言うとおりじゃないっすか!?　俺にそんな大役が務まるわけないじゃないっすか!?　先輩からも、もっと言ってやってくださいよ!?　ほら！」

　だけど、本人はそれをまったく気にしない。この憎にく々にくしいまでのふてぶてしさ、図太さ。これがグレンのグレンたる所以ゆえんであった。

「……お、覚えてろよ、貴様」

　怒いかりと屈くつ辱じよくに打ち震ふるえるハーレイを他所よそに、グレンはなんとか調査の任から逃のがれようと学院長へと詰め寄る。

「そうだ！　荒事が得意で暇なやつと言えば、セリカがいるじゃないっすか！　セリカに任せましょうよ!?」

「セリカ君に任せたら、図書館が丸々吹ふき飛んでクレーターができあがるじゃろうが」

「くっ！　あまりにも正論かつ現実的な理由ぶりに反論できねぇッ!?」

　にこやかな相貌からさらりとこぼれたリック学院長の台詞に、グレンは頭を抱えて悶えた。

「はは、学院長も失敬だなぁ。いくら私だってそこまではしないぞ？　精々、二度と復旧不可能なくらいに家屋を全焼させる程度さ」

「なんだ、それなら安心──」

「できるわけないだろうが!?　いい加減にしろ、この凸でこ凹ぼこ師弟コンビ！」

　とうとうブチ切れたハーレイがセリカとグレンの二人に吠ほえ掛かる。

「いい加減、真ま面じ目めになれ！　あの伝統ある由ゆい緒しよ正しき図書館に、ふざけた怪異が起きるという由々しき事態なんだぞ!?　貴様らわかっているのか!?　あの図書館とその蔵書に一体、どれだけの歴史と魔術的価値があるのかを!?　あの蔵書達が魔術の発展にもたらしたその偉い大だいなる功績はまず四百年前の発ほつ端たんに遡さかのぼり──」

「ハーレイは細かいなぁ。もういいじゃん、あんな鬱うつ陶とうしい古本が詰つまったボロ小屋。私、前から邪じや魔まくさいと思ってたんだよなー」

「ふっ……実は俺もだ、セリカ」

　常に世の叡えい智ちと神秘を探求する魔術師として信じられない発言に、ハーレイは啞あ然ぜんとするしかない。

「いい機会だ。燃やして、ついでに焼やき芋いも作ろうぜ？　セリカ」

「あ、それいいな。それでスッキリ事件も解決。焼き芋も美味うまい。濡ぬれ手てで粟あわとはこのことだ」

「何が濡れ手で粟、だ!?　小利大損の最たる極みだろうが!?　貴様ら、大陸中の魔術師達と戦争でもしたいのか!?」

「俺、町で芋買ってくるわ」

「さて、鉄をも焼き尽つくす、とっておきの特製魔術焼しよう夷い剤ざいはどこにしまったかな……？」

「や、止やめろ貴様らぁあああっていうか、マジで止めてぇええ──ッ!?」

　人の話をまったく聞かずに勝手に動き始めるグレンとセリカの二人に、ついに涙なみだ目めになったハーレイが取り縋すがった。

「おいおい冗じよう談だんだよ、ハーレイ。いくらなんでも、流石さすがにそんなことするわけないだろう？」

「そうっすよ、ハーゲイ先輩。ちょっとしたアヴァンギャルドなジョークじゃないっすか」

「き、貴様らぁああああッ!?　ていうか、グレン＝レーダスッ！　名前間ま違ちがうにしても、やっていい間違いといけない間違いってあるだろうが!?　憎いのか!?　そんなに私が憎いのかぁああああ──ッ!?」

　グレンとセリカの際限ない悪ノリに、いよいよ収拾が付かなくなりそうな、その時だった。

　ばんっ！　と学院長室の扉とびらが外から押し開けられる。

「先生！　大変なんですッ！　ルミアが……ルミアが──ッ!?」

　扉の外には息を切らして血相を変えたシスティーナがいた……。




「ルミアが消えた、だと？」

　逢魔が時。

　沈しずみかかった夕日に赤く燃え上がる道を早足で進みながら、グレンは隣となりで不安を顔いっぱいに浮うかべながらついてくるシスティーナに問いかける。

「……ちゃんとよく捜さがしたのか？　館内で迷子になったとか、そんなオチじゃねーのか？　なにせ馬ば鹿かみたいにデカい図書館だしな。階層によっちゃ、迷路みたいに入り組んでるし」

「ちゃんと捜しました！　でも、本当に見つからないんです！」

「先に帰ったとかじゃねーのか？」

「エントランスホールの預かり所にルミアの鞄かばんが残っているんですよ!?　それに……約束していたのに、あの子が私を置いて勝手に帰るなんて──」

「……確かにねえな。くそ、こりゃいよいよ確定か？」

　噂の図書館の怪異。そして、ルミアの不自然な失しつ踪そう。両者にまったく関係がないと言い切るのは、いささかご都合主義だろう。

　事件の予感にグレンは舌打ちした。

「どうしよう、先生……ルミアに何かあったら、私……私……ッ！」

「落ち着け、白しろ猫ねこ。まずは図書館でその件の手がかりを探す。それからだ」

　今にも泣き出しそうなシスティーナを宥なだめ、グレンは足を止め、目の前に迫せまった建物を見上げた。

　アルザーノ帝国魔術学院附ふ属ぞく図書館。豪ごう華か絢けん爛らんな意い匠しようの本館と別館、その地下に展開された多層構造の地下書庫からなるそれは、魔術学院を北大陸でも有数の学府に押し上げたその礎いしずえとなるものだ。

　大陸中から集められたその蔵書数は、なんと一千五百万冊超ちよう。隣りん国ごくレザリアの聖エリサレス教会教皇庁地下書庫に蔵書数こそやや劣おとるものの、この魔術学院にしかない貴重な古代文ぶん献けんや碑ひ文ぶん、古文書魔導書、学術関連書しよ籍せきなども数多く、学院関係者でない民間魔術ギルドの魔術師や、魔術とはまったく畑はたけ違ちがいの歴史・人文・自然科学者らも、わざわざ入館許可を取って、この図書館に立ち入ることも少なくない、まさに叡智の宝庫である。

「お前、最近、図書館に色々な怪かい異い事件起きてるって知ってたか？」

「は、はい……噂うわさ程度には。でも、しょせん噂だと思って……」

「やれやれ、うかつだったな。魔導書や禁書、外典の類いを大量に所蔵している歴史ある図書館には、ああいった怪異事件が起きるのはよくあることだ。本の執しつ筆ぴつというのはそれだけで大なり小なり、人の共通深層意識野に独自の固有世界を構築するものだしな。現実世界にどんな影えい響きようを及およぼすかわかったものじゃない」

「そんな……」

「噂を吟ぎん味みするに、どうも何かよくない悪あく霊りようのようなモノが図書館内に呼び寄せられて、住み憑ついたっぽいな。原因はまだわからんが」

「……悪霊、ですか」

　悪霊という言葉に反応し、神しん妙みような表情でシスティーナが復唱する。

「つまり、その悪霊が悪さをして、ルミアを隠かくした……？」

「その可能性は高い。カンだがな」

　昔、帝国軍で様々な修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけてきたグレンの『勘かん』である。

　システィーナは思わず息を吞のんだ。

「場合によっちゃ、その悪霊と戦うことも考こう慮りよせにゃならんだろう。おい、白猫。お前、浄じよう化かの呪じゆ文もんは覚えているか？」

「白しろ魔ま【ピュアリファイ・ライト】ですね？　はい、習得済みです」

「流石だな、優等生。その呪文は負の霊れい体たい存在にのみ効力を発揮する。周囲の本を気き遣づかう必要はねぇ。もし身の危険を感じたら遠えん慮りよなくブチかませ」

「は、はい……ッ！」

「よし、心の準備はいいか？　行くぞ白猫。ルミアは俺達で必ず助け出す。ついて来い、俺から離はなれるなよ？」

　グレンの言葉にシスティーナは力強く頷うなずく。

　そして、先行して図書館の入り口、アーチ形の扉へ向かうグレンの背中を追った。

（でも……こんな時に少々緊きん張ちよう感かんが足りない、とは自分でも思うけど……）

　ルミアのために、危険かもしれない場所へ、率先して迷いなく突つき進むそのグレンの背中は、とても頼たよりがいがある。システィーナの胸はほんのちょっとだけ高鳴ってしまうのであった。




　附属図書館のエントランスホールに入ったグレンは、受付カウンターの司書官に事情を説明し、相変わらずルミアが戻もどってきていないことを確認した。

　そしてグレンとシスティーナの二人は、ルミアが消えたと思われる階層へと続く階段を上っていく。

　今は、ちょうど本日の図書館利用時間が終しゆう了りようした時分、周囲にはもう人っ子一人存在しない。

　元々、本の保護のために窓も光源も極きよく端たんに少ない図書館内は、利用時間の終了と共ともに各ランプ灯が落とされたことも相まって、もうすっかり真まっ暗くら闇やみだ。二人は指先に灯ともした魔術の光を頼りに、迷路のように入り組んだ書しよ架かと書架の間の通路を、無言で歩いて行く。

　こつ、こつ、こつ、と。

　静まり返った館内に、二人の靴くつ音おとだけが妙みように寒々しく反はん響きようしていた。

「…………」

　グレンの背を追うシスティーナは、その時、妙な緊張感を覚えていた。

　しんと、耳を突くような静せい寂じやく。

　魔ま術じゆつの光で身を守らなければ、自分達を黒く塗ぬりつぶして溶とかしてしまいそうなほどの濃のう密みつな暗闇。

　額に、自然と、冷ひや汗あせが浮かぶ。

　幽ゆう霊れいが出るかもしれないこと。なによりもこの見通しの悪い閉へい鎖さ的な暗黒空間は、どうしてもよくない想像を搔かき立ててしまう。

　例えば、彼処あそこの書架と書架の間。深しん淵えんに続くような暗闇の影かげの奥に。

　何か、名状し難い恐おそろしい魔ま物ものが、今にも自分達に襲おそいかからんと、息を潜ひそめてこちらの様子を窺うかがっているのではないのかと……

「どうした？　怖こわいのか？」

　ふと、グレンが肩かた越ごしにシスティーナを振ふり返り、からかうような声をかけてくる。

「いつもの強気はどうした？　顔が強こわ張ばってるぜ？　お化けが怖かったら今からでも帰っていいんだぜ？」

　ちょっと頼りになるな、と感心すれば、すぐこれである。

　呆あきれたようにため息をつきながら、システィーナは憤ふん然ぜんと応じた。

「あのですね。まったく怖くないと言えば、噓うそになりますけど。私は別にお化け……件くだんの悪霊が怖いというわけじゃありません」

「ほう？」

「私が感じているのは、人間が暗闇に対して本能的に抱いだく原初的な恐きよう怖ふです。これは別に恥はずべきことではないはずですし、この程度なら私は魔術師としてきちんと感情制せい御ぎよできますから問題ありません」

「へっ。そんなこと言って強がっちゃって……本当はお化けが怖ぇんじゃねーのか？」

　グレンはニヤニヤと面白そうにシスティーナの顔を見つめている。

　重苦しい雰ふん囲い気きを紛まぎらわそうとしているのか、それともただ単純に女の子に対するデリカシーがないのか──恐らくは両方だろうが、少しむっとしてシスティーナが反論する。

「そもそもですね、別に幽霊や悪霊なんて、ここまで魔術が発展した昨今においては、すでに未知の存在じゃありません。きちんと魔術的に立証された既き知ちの存在です。対たい抗こう手段まで確立されているのに、どうして恐れる必要があるんですか？」

「ちぇっ、面白くないやつだなー。少しは怖がれよ……」

　やっぱり、グレンはシスティーナをからかおうとしていたらしい。

「先生こそ、お化け、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　もし怖いなら後は私に全部任せて帰ってもいいんですよ？」

　自分でも少々子供っぽいなぁと思いながら、システィーナも挑ちよう発はつ的に言葉を返す。

「ふん、馬鹿言え。俺を誰だれだと思ってる？　俺は稀き代たいの超ちようカリスマ名講師グレン＝レーダス大先生様だぜ？」

「……呆れた。普ふ通つう、自分でカリスマ講師とか言う？」

「俺に教きよう鞭べん執とらせりゃ、幽霊の魔術理論的な正体なんざ、きっとお前以上に丸まる裸はだかにしてやれるぜ？　つーか、俺は幽霊について知り尽つくし過ぎちまったせいで、悲しいことに怪かい談だん話ばなしとか全然楽しめなくなってしまったのだ……」

　システィーナの突つっ込こみを華か麗れいにスルーして、グレンは大おお仰ぎように両肩をすくめてみせた。

「なんなら今度、白魔術の授業で取り上げてやろうか？　幽霊がいかに魔術師にとってとるに足らない存在なのか、きっちりがっちり証明してやるぜ？」

「はぁ……まったく、頼たのもしいことですね……」

　こんなやりとりで、良い感じで二人の間に漂ただよっていた緊張が、ほぐれた……その時だった。

「……ッ!?」

　グレンが何かに気付いたように、突とつ然ぜん、足を止めた。

　今まで規則正しく響ひびいていた靴音が止やみ、真の静寂が不意に訪れる。

「ど、どうしたんですか？　先生」

　そのグレンのただならぬ様子に、システィーナが思わず顔を強張らせて、問いかける。

「……おかしいな」

「え？　な、何がですか？」

「なぁ、白猫。ルミアが消えたのは確かに、書架区画〈G8〉近辺なんだな？」

「そ、そうですけど……」

「で、俺達はそこに向かってる」

「……そ、そうですけど……」

「間ま違ちがいないか？」

「ま、間違いないはず……ですけど」

「本当だな？」

「な、なんなんですか!?　一体、何があったっていうんですか!?　も、勿もつ体たいぶらないで早く教えてください──」

　つ、と。

　グレンはとある本ほん棚だなを指さした。

　その脇わきには〈G1〉と書かれたプレートがかかっている。

「は？　一体、それがどうした……」

　遅おそまきながら、システィーナはそのあまりの不自然さに気付いた。

「え？　ここ、まだ〈G1〉なの？　確か随ずい分ぶん前に〈G1〉は通過したはずなのに……ッ!?　そろそろ〈G8〉に辿たどり着いていてもおかしくないはずなのに……ど、どうして!?」

「ちなみに、この〈G1〉のプレート……俺、目にしたのこれで三回目だ」

「……え？」

　グレンが告げる言葉に、システィーナが全身を硬こう直ちよくさせる。

「いや、二回目に見たとき、見間違いか、勘かん違ちがいかなと思ったんだが……どうもそうじゃないらしい」

「……冗じよう談だん、ですよね？」

「面白くねーな、この冗談は」

　微かすかに表情に緊張を浮うかべ、周囲を油断なく警けい戒かいするそのグレンからは、いつものようなふざけた調子が微み塵じんも感じられない。

「え、えぇ～と、それってつまり……その……」

　背中を冷たいものが駆かけ流れる感かん触しよくと、単純に思い浮かぶ恐ろしい想像に青ざめながら、システィーナがおそるおそるグレンに確認する。

「ん？　つまり俺たち、さっきから同じ所をぐるぐる回ってる。どうも出口のない無限回かい廊ろうに閉じ込められたらしい……原因はさっぱりわからんが」

　しん、と。

　歩を止めたせいか、重苦しい静寂が先程以上に強くのしかかってくる──

「そ、そんなの噓よ！　何かの間違いに決まってるわ！」

　抗あらがえない衝しよう動どうに突き動かされ、システィーナは思わず駆け出した。

「あ、おい!?　馬ば鹿か！　俺から離れるなッ！」

　慌あわててグレンがシスティーナの背中を追う。

　システィーナは頭の中に館内の地図を思い浮かべながら、書架と書架の間を走る通路を駆け抜け、突き当たりの角を曲がり、さらに駆けて駆けて駆けて──ひたすら足を動かし続けて──

「はぁ──はぁ──そ、そんな……」

　再び目の前に現れた〈G1〉のプレートに愕がく然ぜんとした。

「……ったく、おい！　ちょっと落ち着け、白しろ猫ねこ！　はぐれたらどうする気だ!?」

　システィーナを追ってきたグレンが、プレートの前で呆ぼう然ぜんと立ち尽くすシスティーナへ、呆れたような言葉を浴びせる。

「あー、やっぱりここに戻ってきたか……途と中ちゆうでなーんか方向感覚に違い和わ感かんあったんだよな……なるほど、ルミアが帰ってこれないわけだ……」

　グレンもプレートの文字を見て忌いま々いましそうに眉まゆをひそめた。

「ど、ど、ど、どうしよう先生!?　わ、私達、このままじゃ一生──あわわわわわ……ッ！」

　不意討ちで襲いかかってきた予想外の事態に、システィーナはパニックに陥おちいりかける。

　だが──

「らしくねぇな。落ち着けよ、白猫。いつもの聡そう明めいなお前はどこいった？」

　グレンの声色は冷静沈ちん着ちやくそのものだ。

「出口のない無限回廊なんざ魔術的には簡単に説明がつくことだろう？　空間と空間を切って曲げて、くっつける、それだけだ。だが所しよ詮せん、式に書き表せば矛む盾じゆんだらけの無茶な代物……原因さえ取り除けば必ず抜ぬけ出せる。魔ま導どう第二法則を思い出せ」

「先生……」

　流石さすがだとシスティーナは思った。想定外の事態にもグレンは揺ゆらがない。

「さしあたっては、もう少しこの近辺を歩いて、空間の歪ゆがみを──」

　かたり。

　その時、明らかに不自然な物音がした。

「ひっ!?」

「……なんだ？」

　二人が息を潜めて周囲の様子を窺っていると……

　かたり。かたり。

　かた、かたかたかた……

「本が……震ふるえているのか？」

「な、なに!?　なんなの!?　何が起きてるわけ!?」

　そして。

　ばさっ！　ばさばさばさっ！

　書しよ架かに納まっている本達が、一いつ斉せいにひとりでに空中へと滑すべり抜け、あっちこっちへと好き勝手に飛び回り始める。

「きゃあああああああ──ッ!?　せせせ先生ッ!?　本が!?　本が勝手に──ッ!?」

「だから落ち着けっつーの！　物が空を飛ぶくらい、魔術的には簡単に説明がつくことだろ!?」

「で、でででで、でも!?」

「てゆーか、お前、本当はお化けの類いが怖こわいんだろ!?」

「う!?　そっ、そんなことあるわけ──」

　と、そんな言い争いをする二人へ、体当たりをしかけるかのごとく、空飛ぶ無数の本が殺さつ到とうする──

「ちぃッ!?　こいつら──」

「きゃっ!?」

　自分達に害意を持って迫せまってくる本の群れをいち早く察知したグレンは、システィーナを横よこ抱だきに搔かっ攫さらい、脱だつ兎とのごとく、その場を駆け出した。

　半はん瞬しゆん前、グレン達がいた場所に、飛んできた本達が音を立ててぶつかっていく──

「ちょ……ッ!?　せ、先生っ!?」

　後方に駆け流れる風景の中、グレンに抱きかかえられたシスティーナは声を裏返して慌てふためく。

「あ、あわわ……お、下ろしてください！　下ろしてくださいってば！　ひゃん！　そ、そんなとこ駄だ目めッ！」

　顔を真っ赤にして身もだえするが、その場からの離り脱だつに夢中なグレンはさっぱり気付かない。

「ああ、くそ、もう！　働くって本当にロクなことが起こらねーなぁ!?」

　書架と書架の間の通路を靴くつ音おとが駆け抜けていく音と共に、グレンの悲痛な叫さけびが木霊こだました。




「はぁ……はぁ……どうやら、本が飛ぶのは収まったようだな……」

　左右背後の三方を見上げるほどに高い書架に囲まれた袋ふくろ小路こうじにて。

　グレンは息を潜ひそめて周囲の様子を警戒と共に窺うかがっていた。

「ったく……どうやら俺達も本格的に件の図書館の怪かい異いとやらに巻き込まれちまったらしい……さて、どうしたものやら」

「あの……先生？」

　どこか憤ふん然ぜんとしたような、システィーナの声が響き渡わたる。

「なんだよ？」

「その……もう大だい丈じよう夫ぶなら、そろそろ下ろしてくれませんか？」

　目を向ければ、システィーナはまだグレンの腕うでの中でお姫ひめ様抱っこ状態であった。

　勝手に抱きかかえられて、相当怒おこっているのだろう。システィーナはその細い身体からだを硬く縮こまらせて、そっぽを向き、暗くら闇やみでもわかるくらい耳を真っ赤にしていた。

「っと、すまんな……その、なんだ、流石に説教は後にしてくんねーか？」

「別に。……怒ってないし」

　ようやく解放されたシスティーナはグレンを一いち瞥べつもせずに、ぷい、と背を向けて、そんなことをそっけなく言い捨てる。

　あぁ、こりゃまーた、後が怖いことになりそうだ。仕方なかったこととはいえ、少々うんざりしながらも、グレンは強引に意識を切り替かえる。

　そして、ふと傍かたわらの書架にかけてあったプレートを見た。

　プレートには〈H9〉とある。

「……ん？　逆ぎやく戻もどりすることはできるのか？　妙みようだな……いわゆる一いつ般ぱん的な双そう方ほう向こうに閉じた無限回廊ではなく、一方向的な……だが、だったらなぜルミアが帰ってこない？」

　そもそも、今まで図書館で色々と怪異は起きていたらしいが、実害はなかった。だから、事態は噂うわさだけに留まっていたのだ。

　どうして、今になってルミアだけが行方ゆくえ不明になってしまったのか？

　この一件にどこか不自然さを感じ、その正体についてグレンが思し索さくに耽ふけっていると……

　ちょん、ちょん、と。

　システィーナが、まるで腫はれ物ものに触さわるかのように、グレンの二の腕を指で突つついてくる。

　その視線は相変わらずグレンを向いておらず、あさっての方向のままだ。

「……なんだよ？」

　思考を邪じや魔まされて、少し不ふ機き嫌げんそうにグレンが問う。

「出た」

「何が出たんだよ？」

「お化け」

「そうか」

　何気なく、システィーナが向いている方向へ、グレンも視線を向けて……硬直した。

　いる。確かにいる。

　幻げん覚かくや見間違いの類いではない。

　暗闇の奥底に向かうような書架と書架の間の通路の果てに。

　白い人ひと影かげが、こちらに向かって、ゆっくりと空中を滑ってくる。

「出たな」

「出たわね」

　二人の声色は妙に落ち着き払はらっていた。

「……出ちゃったな」

「……出ちゃいましたね」

　二人の声色はやはり、妙に落ち着き払っていた。

「…………」

「…………」

　それから二人はしばらくの間、微び動どうだにせず、沈ちん黙もくを保ち続け──

「きゃっ、先生!?」

　突とつ然ぜん、グレンが強引にシスティーナの手を取り、踵きびすを返して駆かけ出して──

　そのまま、すぐ背後の本ほん棚だなに顔面から激げき突とつした。

「ぎゃあ──ッ!?」

　びたーん、と倒たおれ伏ふすグレン。

「ちょ──先生、一体、何やってるんですか!?　今はふざけている場合じゃないでしょ!?」

「ふっ……俺としたことが、ここが袋小路だったことを失念していたとはな……」

　顔面に本の背表紙の痕あとをつけたグレンが、冷静沈着そのものの声色で立ち上がり、服のほこりを払う。

　白い人影はどんどん近付いている。

「ひ、ひぇえぇ、来たぁ……ッ!?」

「ちっ……仕方ねーなぁ」

　恐おそれ慄おののくシスティーナに、グレンは余よ裕ゆうに満ちた声音で言った。

「ま、いい機会だ。対・悪性の霊れい体たい存在戦の戦せん闘とう実習といくか」

「え？　ええ──ッ!?　そ、それってまさか……」

「そのまさかだ。ほら白しろ猫ねこ、やれ。あのお化けを白しろ魔ま【ピュアリファイ・ライト】で、さっさと始末しろ」

「わ、わ、私がですか!?　で、ででで、でもでもでも!?」

「おやぁー？　お化け、怖くないんじゃなかったのか？　それともさっきの言葉は口だけか？」

「くっ……わかったわよ……」

　そう言われてしまってはやるしかない。

　システィーナは額に脂あぶら汗あせを浮うかべながら、一歩前に出て、白い人影に左手を向けて──呪じゆ文もんを唱えた。

「《ひ、かっ在れ・穢けがれ、祓はら、い……え・き、清っめっ、給たま……》ッ！」

　しーん。

　何も起こらない。

　複雑な音階を持つルーン語で呪じゆ文もんを唱えるには、特とく殊しゆな発声術が必要なのだが、今のシスティーナのそれは、なぜか酷ひどく乱れている。

　あまりにもルーンの韻いん律りつを外し、精神集中を欠いたその詠えい唱しようは、呪文としてまったく成り立っていなかった。

「……おい」

「《光っ、在っ・ケガれッ……祓いぅ給ッ・……めッ給え》ッ！」

　結果は同じだった。システィーナは気まずそうに押し黙だまる。

「白猫……お前、呪文カミカミじゃねーか!?　なぁ、お前、本当はお化け、滅め茶ちや苦く茶ちや怖いんだろ!?」

「うぐ──」

「ったく、なぁにが魔ま術じゆつ的に立証されているお化けなんて怖くない、だよ!?　見栄張るなっつーの!?」

「う、うるさいわね!?　私、女の子よ!?　理り屈くつではわかってても怖いものは怖いに決まってるじゃない!?」

　ふかーっ！　と、開き直ったシスティーナが涙なみだ目めでグレンを威い嚇かくする。

「ええい、この役立たずめ！　ならば俺が魅みせてやろう！　浄じよう化か魔術の手本とやらをなッ！」

　グレンが左手を掲かかげて、一歩前に躍おどり出て、威い風ふう堂どう々どうと呪文を唱える──

「《ひゃかりれ・きゃがれひゃらいタマえッ・キョメたまひぇっ》──ッ！」

　しーん。

　当然、何も起こらない。

「……先生？」

「ふっ」

　訝いぶかしむようなシスティーナの視線を、グレンは涼すずしげな表情で、髪かみを手て櫛ぐしで梳すきながら受け流し──

「きゃっ、先生!?」

　突然、グレンは、また強引にシスティーナの手を取り、踵を返して駆け出そうとして──

　やっぱりそのまま、すぐ背後の本棚に顔面から激突した。

「ぐぉおおおお[image: ～][image: ～]ッ!?」

「ちょっと……まさか、先生……」

　顔面を押さえて床ゆかを転げ回る、そんな情けないグレンの姿に、システィーナはとうとう確信した。

「……怖いんでしょ？」

「は!?　ちょ、ちょっとキミ、何を言ってるのかわからないですね!?」

「惚とぼけないでください！　怖いんでしょ!?　ねぇ!?　アンタも本当はお化けが怖いんでしょ!?」

「ば、馬ば鹿きゃめ！　しょ、そんにゃわけないるれ──」

　あ、こりゃダメだ。確定だ。

　システィーナは眩暈めまいを抑おさえられない。

「そう言えば先生、ついさっきまで普ふ段だんとはまるで別人のように冷静で軽口一つなかったけど……それ、内心、滅茶苦茶ビビッてたからでしょ!?　俺から離はなれるなとか言って、実は俺を一人にするなとか、そーゆー意味でしょ!?　そうでしょ!?　ねぇ!?」

「馬鹿野や郎ろうォ──ッ!?　おま、言っていいことと悪いことがあるだろ、こらぁ──ッ!?　そんなに俺のプライド、ズタボロにして楽しいか!?　あぁ!?　泣くぞ!?」

「何が幽ゆう霊れいを知り尽つくしたせいで怪かい談だんが楽しめない、よ!?　見栄張るのもいい加減にしてよねッ!?」

「うっさいわい！　だってボク、男の子だよ!?　理屈ではわかってても怖いものは怖いに決まってるじゃない!?」

「キモッ!?　そのリアクション、キモッ!?」

　二人がそんな低次元の言い争いをしている間に──

『──帰れ──帰れ──帰れ──』

　白い人影が二人の目と鼻の先まで迫せまっていた。

　半はん透とう明めいの少年の姿をした亡ぼう霊れい、その相そう貌ぼうに感情の色はなく虚うつろで──生ある者への敵意に光る双そう眸ぼうは世にも恐ろしい──

『帰れ──』

「ひぃいいいいいいい──ッ!?」

「い─────や─────ッ!?」

　絹を裂さくような悲鳴が二つ、館内に木霊こだまする。

　亡霊が二人に手を伸のばしてきて──

「よ、寄るなぁあああああああああああああああああああ──ッ!?」

　グレンが動いた。

　咄とつ嗟さにシスティーナを小こ脇わきに抱かかえ、ずだんっと床を蹴けって跳とぶ。

「ぉおおおおおおおおおお──ッ！」

　右側の書しよ架かの棚たなを足場に、次々に蹴り登って、本棚を一気に駆け上がり、さらに跳ちよう躍やく。

　ぐるりと空中で宙返りして天てん井じようを蹴り、新たなる推進力を得て白い人影の向こう側に落下、身を捻ひねって着地。

　即そく、その場からの猛もうダッシュで幽霊を置き去りにし、袋ふくろ小路こうじを脱だつする。

　普ふ通つうの人間に有り得ない、世にも奇き怪かいで変態的なその機動。火事場の馬鹿力とはこのことだ。

　そして、そんな奇天烈きてれつな機動に付き合わされたシスティーナは堪たまったものではない。

「きゃ────ッ!?　きゃあああああああああああ──ッ！　いやぁああああああああああ──ッ！」

　激流のように書架の列が後方に駆け流れる中、哀あわれな少女は、グレンの腕うでの中で半はん狂きよう乱らんとなって暴れていた。

　そして、そんなグレン達を追うように、周囲の本が再びガタガタと震ふるえだしていく──

「せ、先生先生先生!?　本が!?　また本が[image: ～][image: ～]ッ!?」

「くっそぉおおお!?　どこまでも俺達を逃にがさねぇ気かぁあああッ!?」

　恐きよう怖ふが一定水準を超こえて、ぶち切れたらしい。

「いいぜ、やってやらぁ──ッ!?」
















　グレンは突然、足を止め、小脇に抱えたシスティーナを放り捨て、背後を振ふり返る。

　そして、懐ふところから結けつ晶しようのようなものを取り出し、それを左手に握にぎりこんで、右手の平を、ぱん、と合わせる。

　その見覚えのある光景に、システィーナは猛もう烈れつに嫌いやな予感がした。

「せ、先生……？　今のまさか……」

「黒くろ魔ま改【イクスティンクション・レイ】の起動触しよく媒ばいだ」

「や、やっぱり!?」

「ふふふ、セリカ曰いわく『邪じや神しんすらブチ殺せる最強の攻性呪文アサルト・スペル』……たかがお化けがなんぞのもんじゃい!?」

　グレンの目は完全に据すわっていた。

「ちょ、待ちなさいよ!?　【ピュアリファイ・ライト】みたいな物理的にはなんの影えい響きようもない呪文ならともかく、【イクスティンクション・レイ】みたいな超ちよう危険な破は壊かい呪文を今の情じよう緒ちよ不安定な状態で唱えて、暴走させちゃったらどうするの!?　図書館が吹ふき飛ぶくらいじゃ済まないわよ!?」

「もういい、消し飛ばしてやるさ、こんな古本ども……どの道、それで解決だ、そうだろう!?」

「ちょっと待って！　お願い、早まらないでぇ[image: ～][image: ～]ッ!?」

　グレンが滅茶苦茶にカミカミしながら、黒魔改【イクスティンクション・レイ】を唱え始め、システィーナが半ベソでグレンに取り縋すがっていた──

　その時だった。

「あれ？　先生にシスティ……二人ともこんな所でなにやってるの？」

　背後から暢のん気きな声が響ひびいてきた。

「……ん？」

「え？」

　振り返る。

　そこには、きょとんと首を傾かしげるルミアが普通に佇たたずんでいる。

「……る、ルミア？」

「なんでお前がここに……？」

　すると。

『おや？　その方々はルミアさんのご友人でしたか……それはそれは申し訳ないことをしてしまいましたね』

　先程までの恐おそろしい様子はどこへやら、白い少年の亡霊は随ずい分ぶんと気安げな雰ふん囲い気きで近付いてきた。

「あ、ライツさん。そうそう、ライツさんの本ってこれじゃない？」

　少年の幽霊の姿を見ると、ルミアは腕に抱えていた一冊の本を、その幽霊に見せる。

『お、おおおお！　そ、それです！　それですよ！　その……失礼ですが……中身は……？』

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。見てないよ」

『あ、ありがとうございます！　ルミアさん、本当にありがとうございます！』

　感謝に咽むせぶ少年の幽霊。

「どういう……」

「……ことなの？」

　グレンとシスティーナの脳内演算処理能力はもう限界を振り切っていた。




　生前の名をライツ＝ニッヒと名乗る幽霊の説明を受け、グレンはため息混じりに総そう括かつした。

「つまり、お前はルミアがさっき持ってきたその本に取り憑ついた幽霊で……それで、その本に近付く連中に、怪かい異いを仕し掛かけて脅おどかして追い払はらっていた……そういうわけか？」

『そうなんです……僕はどうしてもこの本だけは、人目に触ふれられたくなかったもので……』

　すまなそうに幽霊の少年は言う。

『それに先月、本の大量入荷と共に、大規模な書架整理が行われてしまいまして、僕が依より代しろとしているその本がどこにあるのかわからなくなってしまい……僕の本がありそうな書架区画に近付く人たちを全て脅かさなくてはならなくなってしまい……大変、申し訳ないとは思っていたのですが……』

「そ、それはまぁ、いいとして……どうしてルミアが貴方あなたとそんなに親しげなわけ？　貴方、ルミアになにしたの？」

　システィーナの言葉には棘とげがある。人一倍ルミアのことを心配していたのだから、それも無理はない。

『それがですね……ルミアさんもいつものように、無限回かい廊ろうや本の騒霊現象ポルターガイスト、そして僕の姿を見せて脅かして、追い払おうとしたのですが……彼女はちっとも怖こわがってくれなくて……大切な親友の捜さがし物しなきゃならないからって……』

「…………」

「…………」

　ライツの言葉にグレンとシスティーナが沈ちん黙もくする。

『怖がってくれない人を怖がらせようとするのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいので、だから事情を話して、互たがいの捜し物の手伝いをしていたんですよ』

「あはは、別にたいしたことじゃないんですよ？　だって、無限回廊や本の騒霊現象、それに幽ゆう霊れいの存在だって今では、きちんと魔ま術じゆつ的に説明がつくことじゃないですか？」

　はにかむようにルミアが笑う。

「先生やシスティならきっと、私以上に幽霊について詳くわしいはずですから、ライツさんのこと、ちっとも怖く思えなかったんじゃないですか？」

「……お、おう……まぁ、そうだな」

「あ、あはは……そう、ね……」

　朗らかに微笑ほほえむルミアの前で、グレンとシスティーナの二人はどうにも歯切れが悪かった。

「と、ところでよ。そこまでして人に見せたくなかったっていう、その本……一体、何が書かれているんだ？」

　グレンはルミアが手に抱えている本に目を向ける。

『小説です』

「小説？」

『ええ、この本は僕が子供の頃ころに書いた小説なんです』

「うーん、確かにその本は活版印刷本や写本の類い、というより手記帳みたいな装丁だが……」

「ああああああ──ッ!?」

　と、その時、突とつ然ぜん、システィーナが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「小説！　ライツ＝ニッヒ！　ひょ、ひょっとして貴方、幻げん想そう小説家のあのライツ＝ニッヒさんの幽霊なんですか!?」

「は？　なんだそいつ。知ってるのか白しろ猫ねこ」

「先生、知らないんですか!?　ライツ＝ニッヒさんと言えば、『ロマン・サーチャー』などの著作で知られる、一昔前の凄すごい有名な幻想小説作家さんですよ!?　見たこともないような古代遺い跡せきをまるで見てきたかのように表現することで有名で、展開も迫はく力りよくがあって、劇的で、幻想小説の歴史的大家とまで言われてて、ライツさんの作品読んで、私も趣しゆ味みで──」

　と、そこで興奮気味だったシスティーナが不意に言葉を詰つまらせ、口を噤つぐむ。

「ライツさんの作品を読んで、私も趣味で……なんだ？」

「……なんでもない」

「？」

　突然、不ふ機き嫌げんそうに押し黙だまってしまうシスティーナに首を傾げるグレン。

『時代が変へん遷せんしても、僕の作品の愛読者がいてくれるのはなんとも面おも映はゆいものですね……ありがとう』

　ライツは照れ隠かくしにはにかんでいた。

『ですが幻想小説の大家と、晩年こそ僕はそう呼ばれていましたが……子供の頃……ちょうど今のこの姿くらいの年ねん齢れいの頃に書いたものは、それはもうとてもとても酷ひどくて……』

「ほう？　プロの作家さんとやらにもやっぱりそういう時期が？」

『ええ。例えば主人公はやたら最強能力設定を搭とう載さいしまくって天下無敵で、クールでぶっきらぼうのくせになぜか人を惹ひき付ける魅み力りよくがあって、特に理由もなく女の子にモテモテで常にハーレム状態、どんなに固い信念を持った敵も、少し主人公が説教すれば、「くっ、お前に何がわかるんだ!?」と、あっさり揺ゆさぶられて、挙句の果てには主人公に理論的にも物理的にも完全敗北して改心し、そして誰だれも彼もが主人公を凄い凄いと大絶賛……』

「うん……なんか聞いているだけで、ぞわぞわするな……」

　グレンが頰ほおを引きつらせて引いている。

『僕が病で亡くなる直前、家内には僕が死んだらこの手記帳は焼き捨てろ、と言い含ふくめておいたのですが、どういうわけかこれが焼き捨てられることはなく、紆う余よ曲きよく折せつの果てに、この附ふ属ぞく図書館の蔵書の一つとして収められることになってしまって……もし、こんなものを誰かに見られたら、僕は恥はずかしくて死んでしまう！』

「もう死んでるだろうが」

『そして、この手記帳がこの世に存在する限り、僕は永遠に昇しよう天てんできないのです！　死んでも死にきれないのです！　ああ、一体、僕はどうしたら!?』

　ライツは頭を抱かかえて蹲うずくまってしまう。

「焼き捨てる……わけにはいきませんよね？」

　ルミアが複雑そうにグレンを見る。

「まぁな。子供の頃の著作とはいえ、聞くところによると相当有名な小説家直筆の生手記だ。その価値は果てしなく高いし、それが小説だとしても当時の風潮・風ふう俗ぞく・流行を知る歴史的資料にもなる。学者の端はしくれとして、その選せん択たくだけはできねーなぁ」

「凶きよう悪あくな呪じゆ文もんで、貴重な本をまとめて吹ふき飛ばそうとしていた人と同じ人の発言とは到とう底てい、思えないわね」

　至極、常識的なグレンの言にシスティーナの冷静な突つっ込こみが光る。

　そんなシスティーナを無視して、グレンはライツへと目を向けた。

「なぁ、ライツさんとやら」

『なんでしょうか？』

　グレンは羽織っていたローブの裏側、背中側のベルトに挿さしていた、一冊の本を取り出して、それをライツに差し出した。

『この本は？』

「まぁ、四の五の言わずに読んでくれ」

　グレンの意図が読めず、ライツは不思議そうにグレンが差し出す本を受け取り、開いた。

『……こ、これは……ッ!?』

　すると、ライツは幽霊のくせに顔を真っ赤に染めながら、『うわぁ……』とか『痛たたた……』とか呟つぶやきながら、次々とページをめくっていく。

「先生？　一体、何を……？」

「まぁ、見てな」

　ルミアの問いに、グレンは自信満々に頷うなずいた。

　やがて、本を読み終えたらしいライツが、ぱたんと本を閉じる。

『よかった……』

　ぱぁ……と天から、ライツに光が降り注いでいた。

『あぁ、本当に……よかった……この本に比べたら……僕の子供の頃の小説は立派に純文学だった……』

「あぁ、そうだ、ライツ。世の中、下には下というものがいるんだ……」

『ふふ、なんだかとても嫌いやな安心の仕方ですが……正直、安心しました……もう、僕がこの世に思い残すことはありません……』

「ふっ……そうか」

『ええ、これでお別れです……さようなら皆みなさん。短い間でしたが……皆さんと会えてよかった……』

　そして。

『さようなら……』

　安らぎに満ち足りた表情のライツは光の中へと消えていった。

　やがて光が消える。後に残されたのは、ライツが最後に読んだ本だった。

「この世に居座る亡ぼう霊れいってのは何も、生者に敵意を抱いだいている者ばかりじゃない。この世に残した気がかりが原因でこの現世に留まる魂たましいもある。それを対話なんかで解消してやることで昇天させてあげられることも、ままあるもんだ……うむ、今度、授業に取り上げてみるかね」

　グレンは得意げに言って、床ゆかに残された本を拾い上げた。

「しっかし、子供の頃の黒歴史作品が気がかりな幽霊を昇天させるほどのものとは……この小説、ほんっとうに酷いんだなぁ」

　にやにやと笑いながら、グレンは本のページをぱらぱらとめくっていく。

「うん、改めて読み返してみるとマジで酷い、なんだコレ。ぎゃははははははッ！　うわぁ、痛たたたた……！」

「先生……その本は？」

「あぁ、これ？　昼間、本を借りに図書館に来たとき、そこらの適当な本ほん棚だなで偶ぐう然ぜん見つけた小説さ。俺の趣味とジャンルが違ちがうんだが、それを超こえて面白くてな……無論、別の意味で！」

　笑いを堪こらえながら、グレンが本をルミアに見せる。

「とある女子生徒と教師の禁断の恋れん愛あい小説っぽいんだけどさー。これがまた酷ひっどい内容なんだって、この小説の作者、文才ゼロ！」

「そうなんですか？」

「表現も文章もいちいち装そう飾しよく過多で芝しば居いがかっていて痛々しいし、ストーリーもご都合主義とテンプレ展開の連続、そもそも人物設定がな……ぷっ」

　思い出し噴ふき出しながら、グレンが本の内容を説明する。

「物語はとあるヒロイン視点で進むんだが、このヒロインの女子生徒がまた凄すさまじい美少女設定で、色んなイケメン男子に凄いモテモテで、つれなく袖そでにしまくってる。この教師もそんなヒロインに想いを寄せる一人なんだが、こいつ、普ふ段だんはひどいダメ教師でさ、でも、いざとなるとヒロインのためなら火の中水の中って感じで……それで、ヒロインは『あぁ、私って罪な女ね』って」

「うわぁ……頼たよれる大人の男性から一いち途ずな想いを寄せられる……なんか年とし頃ごろの女の子の願望全開ですね、それ」

　話の概がい要ようを聞いて、ルミアは苦笑いを零こぼした。

「ん？　お前もこういうのに憧あこがれたりするのか？」

「あはは、私だって女の子ですよ？　そういうシチュエーションに対する憧れはあります」

　そして、ルミアは後ろのシスティーナを振ふり返った。

「ね？　システィ？」

「……………………うん」

　なぜかシスティーナは暗くら闇やみでもわかるほど顔を青ざめさせ、額から脂あぶら汗あせを滝たきのように流していた。

「しかし、この本、一体、誰が書いたんだろうな……背表紙に題名もないし、著者名も書いてない……」

　と、その時。ゆらり、とシスティーナが動いた。まるで何かに取り憑つかれたかのように。

「本の体裁も、山羊やぎ革装丁のベルト付き……まるで本というよりは手記帳みたいだし……よく見たら紙も新しいし、インクも乾かわききってない……つい最近、書かれたもののような……あれ？　この本、なんか途と中ちゆうで終わってるぞ？　書きかけなのか？　妙みようだな。そんな本が普ふ通つう、蔵書になるか？」

　ペラペラとページをめくっていたグレンが訝いぶかしむように、首を傾かしげる。

　ゆらり、とシスティーナがグレンの背後に立つ。

　そして、グレンの指がその本の最後のページまでめくりきる。

「お？　最後のページに誰かの名前が書いてあるぞ？　なになに？　シス──」




　がんっ！




　……不思議なことに。

　ここでグレンの意識は、まるで『分厚い本の角で脳天を殴なぐられたかのような鈍にぶい痛み』と共に暗転し、ぷっつりと途と絶だえた。




　…………。

「おい、グレン。大だい丈じよう夫ぶか？」

　ぺし、ぺし。

　頰を軽く叩たたかれる感かん触しよくに、暗闇の泥でい濘ねいを漂ただよっていた意識が覚かく醒せいする。

「う……」

　目を開けば、視界に入ったのは上下さかさまのセリカの顔、そして、その後ろに広がる大パノラマの星空だ。

　後頭部には柔やわらかな感触。どうやらセリカに膝ひざ枕まくらされて寝ねていたらしい。

「こ、ここは……？」

　身を起こして、周囲を確認する。

　見ればここは附属図書館、正面入り口前広場であった。

「あの二人から聞いたぞ？　お手て柄がらだったな、グレン。見事にルミア嬢じようを連れ戻もどすことに成功したそうじゃないか？」

　セリカの後ろには、ルミアとシスティーナが控ひかえ、グレンを心配そうに覗のぞき込んでいた。

「私達が対たい霊れい用の魔ま導どう儀ぎ装そうの準備をしている間に、図書館に乗り込んで解決してしまうとは流石さすが、私の弟子だ。褒ほめてやる」

「ええい、やめんか」

　にこにこしながら、グレンの頭を撫なでるセリカの手を、グレンは嫌そうに振り払はらった。

「とはいえ、最後がいただけないな、グレン。お前、あの二人の話によると最後に上の棚たなから偶然、抜ぬけ落っこちてきた本に脳天を直ちよく撃げきされて気絶したらしいぞ？　油断大敵だな？」

「……そうなのか？」

　グレンがセリカの背後に立つ、ルミアとシスティーナの二人を見る。

「……あ、はい……そうですよ」

「うっ、うん、そうよ、先生！　も、もう、へ、変な所で隙すきがあるんだからっ！　あ、あははは……」

　どこか気まずそうに曖あい昧まいに笑うルミア、そしてなぜか挙動不ふ審しんなシスティーナがそこにいた。

「ま、でっかいタンコブができてはいたが、治しておいた。問題ない」

「そうだったのか……ちっ、最後の最後で締しまらねえなぁ……ん？」

　何かに気付いたグレンが周囲をきょろきょろとする。

「そう言えば……あの本はどこ行った？　なぁルミア、白しろ猫ねこ。さっきのあの本、知らないか？　ほら、俺が借りてたやつ」

「え？　……あ、その……ええと……そうですね……どうしたんだろう」

「な、なんか、いつの間にか消えちゃってたよね!?　本当に、あの本、どこ行っちゃったんだろ!?　ふ、不思議だなぁー……」

　どこか気まずそうに曖昧に笑うルミア、そしてなぜか挙動不審なシスティーナがそこにいた。

「……？　まぁ、いいや。しっかし、偶然、本が棚から抜け落ちて、その下の人間に直撃する……確かにあったはずの本がいつの間にか消える……か。本当に偶然か？　実はまだ、図書館の怪かい異いは解決してないのかもな……」

　グレンはそんな二人の様子に疑問を特に抱くこともなく立ち上がり、ん～っと、背せ伸のびをして、首を鳴らして図書館を仰あおぎ見る。

「ったく、歴史ある図書館は、やっぱ魔ま窟くつだぜ……当分、ここを利用するのは控えるかね……」

「そっ……そうですよね……うん、きっとその方がいいかも……ッ！　図書館って怖こわいなぁ～、あ、あはは……」

　システィーナの乾いた笑いが、夜の学院に小さく響ひびき渡わたるのであった。




　余談だが。

　後日、学院の附ふ属ぞく図書館で、しばしば楽しそうに小説を書いている少年の幽ゆう霊れいが出しゆつ没ぼつする……という噂うわさが、まことしやかにささやかれ、目もく撃げき談も多々上がることになるのだが……それはまた、別の話である。



















「さて……どうしたものかね……」

　その夜。

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院魔術講師グレンは、居候しているセリカの屋や敷しきの一角に陣じん取った自室で嘆たん息そくしていた。

「モノは確かに、この手順で錬れん成せいできる……錬れん金きん釜がまの使い方もマスターできる……できるんだが……」

　グレンは手にしていた本の文面に、再び目を落とす。

「このやり方じゃ、モノがなぜ錬成できるのか、その根本的な理り屈くつがサッパリだろ……」

　もう何度目かになるため息をつき、本を開いたまま傍かたわらの小テーブルの上に伏ふせ、グレンはどさりと背中をベッドに投げ出した。

「さて……どうしたものかね……」

　同じ呟つぶやきを繰くり返しながら、なんとはなく、穏おだやかに燃える燭しよく台だいの火が淡あわく照らす周囲を見渡わたす。

　四方の壁へき面めんを魔術関連書しよ籍せきが納まった書しよ架かで埋うめ尽つくされた、何の飾かざり気けもない部屋だ。

　ここは元々セリカの書しよ斎さいだったのだが、子供の頃ころの自分は本目当てでこの部屋に入り浸びたり、ついには自室にしてしまった、という経けい緯いがある。

　気分転てん換かんに、そんな在りし日の記き憶おくに思いを馳はせていた、その時だ。

　こん、こん、こん。

「おい、入るぞ。グレン」

　幾いく度どかのノックの後、返事も待たずに部屋のドアが開かれる。

　そこにはティー・ポットをはじめとする茶道具一式を木製トレーに載のせて持ったセリカがいた。

「お茶、淹いれたぞ。飲むだろ？」

「……ああ、もらうわ」

　そのノック、意味ないだろ……という言葉をのみ込みつつ、セリカの厚意に素直に甘えることにする。ノックに関して何度言っても無む駄だなのは、もうとっくにわかりきっている。

　グレンはベッドから身を起こし、黙だまって小テーブルへ向かった。

「ふふ、実はエクール産の特級茶葉がひさびさ手に入ってな。心して飲め」

「紅茶なんてどれも一いつ緒しよだろ」

「ふっ、モノの味のわからんやつめ」

　それでも得意げに、セリカは小テーブルにトレーを置き、手際良くお茶の準備をする。

　茶こしを通しながら、すでに温めてあった二つのティー・カップに、深紅に澄すんだ紅茶が交こう互ごに回し注がれる。仄ほのかな湯気が立ち上り、確かにいつもと違ちがう爽さわやかな芳ほう香こうが辺りに漂い、鼻び腔こうをくすぐった。

「ほれ」

　セリカは砂糖壺つぼから砂糖をさじ一いつ杯ぱい、カップに入れて軽くかき混ぜ、そのカップをグレンの方に差し出した。

（確かに美味うめぇ……なんだこれ）

　カップに口をつけた瞬しゆん間かん、えも言われぬ香かおり高さとまろやかな風味が鼻と舌を優しく吹ふき抜けた。

　どんなお茶の素人しろうとにも、これがただの茶葉じゃないとわかる。

「むぅ……」

　悔くやしくて押し黙るグレン。

　そんなグレンの様子を、満足そうに勝ち誇ほこった表情で観察するセリカ。匂におい立つ上品な香りを楽しみながら、優ゆう雅がな所作でカップに口をつけ……

「おや？」

　ふと、小テーブルの片かた隅すみに開いたまま伏せられている本の存在に気付く。

　セリカはその本を空いている手で、ひょいと拾い上げ、開かれたままのページを眺ながめた。

「おや？　これは学院の錬金術実験の教科書か？」

「……ん？　あぁ、まあな。明日あした、俺の担当するクラスの授業で錬金術の実験をやるんだ」

「なるほどな、授業の準備というわけか。お前も存外、講師らしくなってきたじゃないか」

「うるせー、ほっとけ」

　ふて腐くされたように紅茶をあおるグレンにニヤニヤしながら、セリカは本の文面を追った。

「ほう、懐なつかしい……赤あか魔ま晶しよう石せきの錬成か？　最近の生徒達は結構、難しいことを……」

　紅茶のカップを傾かたむけながら、文面を目で追うセリカの動きが、ふと止まった。

「……ありゃ？　魔鉱石から直接、変へん換かん精せい錬れんするのか？　あー、なるほど……錬金釜を使ってか。確かにこのやり方なら簡単だな。これが最近のトレンドか……ま、時代の流れだな」

　ふっ、と。笑みを零こぼしてセリカは、再び本をテーブルに伏せた。

「私の中では赤魔晶石の錬成と言えば分解再結けつ晶しよう法なんだが……確かに分解再結晶法なんて古ふる臭くさい錬金技法、今は誰だれもやらんわな……」

「分解再結晶法……か」

　セリカの言葉に、グレンがぼそりと応じた。

「お？　グレン。覚えているか？　分解再結晶法」

「……たりめーだろ。昔、お前に教わって散々、やったじゃねーか」

「そうだったな。しっかし、思い出すなぁ～、初めて分解再結晶法で赤魔晶石を錬成したときのお前の驚おどろきようと喜びよう……ぷっくっく……」

「わ、忘れろ、バカ！」

　含ふくむように笑うセリカを前に、グレンは顔を赤らめながら毒づく。

（しかし……分解再結晶法か）

　その言葉を聞いて気付いた。

　この手法なら、なぜ目的物が錬成できるのか、その理屈と手順をきちんと理解することができる。

　元素と物質を操る錬金術。その要よう諦ていは、この世界のあらゆる元素・物質を構成する『根源素オリジン』の配列変換にこそある。

　その根源素オリジンの配列変換の流れは『錬成式』と呼ばれる式で、記号的に書き表すことができるのだが、分解再結晶法ならば、その『錬成式』を最初から最後まで一つ一つ追って確認することができる。

　必要な素材を全部錬金釜にぶち込んで、決まった手順で呪じゆ文もんを唱え、錬金釜の動作を決められたとおりに制せい御ぎよしてやればモノができる……そんな近代流行はやりの手法では不可能なことだ。

（だが、分解再結晶法を授業でやるとして……結合促そく進しん触しよく媒ばいはどう工面する？）

　分解再結晶法には、結合促進触媒という魔術試薬が絶対に必要だ。だが、錬金釜という便利な魔ま導どう器を使う錬金術が主流となった今では、どこにも売っていないし、そもそもあまり保存の利かない試薬だから、セリカすら持っていない。この触媒を使いたかったら、自分で調合するしかない。

（でも、この触媒の調合、面めん倒どうな上に時間がかかるんだよなぁ……生徒全員分用意するなら量も必要だし……今から取り掛かかったら、徹てつ夜やは確実か）

　グレンは部屋の隅すみの柱時計と睨にらめっこしながら、渋しぶい顔でため息をつく。

　そんなグレンの様子をじっと眺めていたセリカは、くいっとカップをあおって飲み干すと、ぼそりと言った。

「あ、そうだ。私、なんだか今夜、地下魔術工こう房ぼうの鍵かぎ、うっかりかけ忘れそうな気がするな……試薬の在庫も最近は確認してないから、ちょっとくらい何かなくなってもわかんないし」

「……どういう意味だよ？」

「別に？」

　グレンのジト目を、我われ関せずと受け流し、セリカは席を立った。

「さて、ごちそうさま。私はそろそろ寝ねるか」

　セリカがてきぱきと茶道具一式を片付ける。

「お前も早く寝ろよ？　なにせ夜よ更ふかしは健康の大敵だ……ふふっ」

「……………………」

　押し黙るグレンを他所よそに、セリカが訳知り顔のすまし顔で、そそくさと部屋を出て行く。

　しん、と静せい寂じやくが辺りを支配する。

　グレンはぼんやりと伏せられた本を眺めている。

　──やがて。

「ふん、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　グレンは鼻を鳴らして、ベッドに身を投げた。

「触媒調合のために徹夜？　なんで俺があいつらのためにそこまでしてやらにゃならんのだ……」

　ぶいぶい文句を垂れながら、手て枕まくらを頭の後ろで組み、足を組む。

「ガキ共は錬金釜で充じゆう分ぶん！　俺はもう寝る！　お休みなさい！」

　こうして。

　グレンは目を閉じた。

「……………………」




　……次の日。

　魔術学院の錬金術実験室で、教きよう壇だんに立ったグレンは高々と宣言した。

「今日の錬金術実験は錬金釜は使わん！　古典的な分解再結晶法でやる！」

「「「「えええ─────っ!?」」」」

　突とつ然ぜんのグレンの宣言に、クラス中が騒そう然ぜんとした。

「またいきなり、突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出すんだから……」

　相変わらずのグレンの奇き行こうに、システィーナは呆あきれ果てたような表情でこめかみを押さえた。

「先生の気まぐれにはもう突つっ込こみませんけど、失念してませんか？　確か分解再結晶法で赤魔晶石を錬れん成せいするなら結合促進触媒が必要で、そんなの授業時間で調合する暇ひまは──」

　と、その時。

　ずだんっ！　と、グレンが教きよう卓たくに叩たたき付けるように金属製の箱を置いた。

「心配するな、ぬかりはない。触媒なら全員分、すでに用意してあるぜ？」

「えっ!?　ど、どうやって……？」

「ふっ！　実は俺の知人に、この手の試薬の調合に詳くわしいやつがいてな！　この授業に間に合うように、そいつに作らせておいたのだ！　ま、これが俺の人徳の為なせる業というやつか……」

　そう得意げに語るグレンは、なぜか目元に色いろ濃こいクマを浮うかべ、憔しよう悴すいしきったようにふらふらしていた。

「つーわけで、だ。本日の錬れん金きん術じゆつ実験は分解再結晶法による赤魔晶石の錬成に大決定。逆らうやつは単位落としてやる」

「なんて横暴な……」

「まぁまぁ、システィ。先生には何か考えがあるんだよ、きっと」

　グレンの相変わらずの破は天てん荒こうぶりに、システィーナは呆れ顔でため息をつき、ルミアはそんなシスティーナを宥なだめる。

　どよめくクラス中にも、担当講師がそう言うんだから仕方ない……そんな空気が漂ただよいはじめた、その時だった。

「わ、私は断固反対ですわっ！」

　わなわなと肩かたを震ふるわせながら、立ち上がる生徒がいた。グレンが担当するクラスの生徒の一人、ツインテールの少女、ウェンディである。

「分解再結晶法などという、魔ま術じゆつ師しでない人間でもできる古臭い手法、真の魔術師を目指す私達がやるべきことでは断じてありませんわ！」

「君は手先が不器用だから、実際に手で器具や試薬を扱あつかう実験法が嫌きらいなだけじゃないのかい？」

「お黙だまりなさい！　ギイブル！」

　すかさず割って入った眼鏡めがねの少年ギイブルの皮肉を、ぴしゃりと遮さえぎる。

「と、とにかく、錬金釜がまを使用した呪文制せい御ぎよの錬成法の実じつ践せんを要求しますわ！　この手法こそ、真の魔術師に相応ふさわしい華か麗れいなる錬成法ですわ！」

「ふむ、真の魔術師……ね」

　そんなウェンディの言に感じ入ったようにグレンが頷うなずいて。

「よし、わかった。そこまで言うなら錬金釜を使うか」

　あっさりと折れたので、再びクラス中にどよめきが走る。

「──ただし！　錬成するのは赤魔晶石じゃない。紫し炎えん晶しよう石せきだ」

「……えっ!?」

　ウェンディの表情が強こわ張ばる。

「赤魔晶石ではなくて……紫炎晶石ですって……？　そ、そんなの無理ですわ！　紫炎晶石を錬成する手法はまだ習ってませんし、それを錬成する錬金釜の使い方もまだ調べてませんわ！　急に紫炎晶石の錬成をやれと言われてできるわけが──」

　その瞬しゆん間かん、グレンがヒュカカッと、チョークを黒板に走らせる。

　すると黒板には多種多様な記号と数字の組み合わせで表された二つの二次元的な式が書かれた。

「上が赤魔晶石、下が紫炎晶石の配列構造式だ。見ろ、赤魔晶石と紫炎晶石の構造はほぼ一いつ緒しよ、火素フラメアと水素アクエスの値がほんの少し違ちがうだけだ。こんなにそっくりなものを、君は作れないというのかね？　ん？　ウェンディ君？」

「そ、それは……」

「配列構造式と錬成式を理解している魔術師が錬金釜を使えば、大体どんなものでも自由自在に錬成できるもんだ。なのに赤魔晶石は錬成できて、紫炎晶石が錬成できないってのは、根源素オリジン配列変換の錬成式を根本的に理解できていない証しよう拠こだ。上っ面の知識で習った物質しか錬成できないのが、お前にとっての真の魔術師なのか？」

「うぅ……」

　すっかり、やりこめられてしまったウェンディが悔くやしそうに俯うつむく。

「つーわけで、今日は分解再結けつ晶しよう法をやる。錬成式を理解するにはこの、古ふる臭くさくて、どろ臭くて、面倒臭い手法が一番だからな」

　にやりと笑ってグレンが、実験室の隅に設しつらえられた素材倉庫へと、生徒達の席の間を縫ぬって歩いていく。

「まぁ騙だまされたと思ってやってみろ。それにお前ら、結構驚くことになると思うぞ？　なにしろ、この手法で作られた赤あか魔ま晶しよう石せきは天然物と違って──」

　そして素材倉庫にたどり着いたグレンは、その両開きの扉とびらを開けて──硬こう直ちよくした。

「…………」

　分解再結晶法による赤魔晶石の錬成は、輝き石せきと呼ばれる水すい晶しよう質の鉱石を主材料とするのだが……

「輝石が……在庫切れ、だと……？」

　グレンが頰ほおを引きつらせ、脂あぶら汗あせをだらだらと垂らしながら青ざめている。

「うわ、見事に輝石なくなっちゃってますね……」

　無言で硬直するグレンを訝いぶかしく思ったシスティーナが、グレンの背中ごしに倉庫の中を覗のぞき込んで呻うめく。

「だぁああああああああ!?　ド畜ちく生しよう！　輝石なんて錬金術のド基き礎そ素材の一つだろ!?　消しよう耗もう品ひんの補ほ充じゆうくらいやっとけっつーの!?」

「あの……先生？　どうしますか？」

　心配そうにルミアが声をかけるが、グレンは脂汗を滝たきのように流すだけで何も答えない。

「あらあら困りましたわね？　先生」

　ウェンディが勝ち誇ほこったかのように、グレンへ言葉を投げつける。

「輝石が在庫切れなら、もう仕方ないですわね。ここは大人しく当初の予定通り、錬金釜を使って魔鉱石からの錬成を……」

「……自習だ」

「え？」

　くるりと生徒一同に振ふり返ったグレンが据すわった目で言い放つ。

「これから一時間だけ自習だ！」

「そ、それってどういう意味……」

　システィーナの疑問に応じることなく──

「バッキャロォオオオオ──ッ!?　ここまでやって引き下がれるかよぉおおおおお──ッ！」

　グレンは物もの凄すごい勢いで、実験室の扉を蹴けり開け、物凄い勢いで廊ろう下かを走り去っていった……。




　身体能力強化の魔ま術じゆつ、白しろ魔ま【フィジカル・ブースト】で、肉体の自じ壊かいぎりぎり一歩手前まで身体能力を強化したグレン。

「ぉおおおおおおおおお──ッ!?」

　奇き声せいを上げながら魔術学院を飛び出し、フェジテの街を嵐あらしのように駆かけ抜ぬけ、人を弾はじき飛ばしながら商業区画へ。

「輝石をよこせッ!?」

　そして、怪あやしげな各種魔術素材が並ぶ魔ま法ほう素材屋に駆け込むなり、グレンは叫さけんだ。

「ひいっ!?　強ごう盗とう!?」

　そのグレンのあまりにも恐おそろしげな形相に、素材屋の店主が思わず裏返った悲鳴を上げる。

「四の五の言わずに輝石をよこせ！」

「さ、差し上げます!?　差し上げますから、い、命は、命だけはお助けぇ[image: ～][image: ～]ッ!?」

「こら！　人聞き悪いこと言うな！　売ってくれっていう意味だよ!?」

「えっ!?」

「いくらだ!?　言い値で買ってやる！　こっちは時間がねえんだ！　早くしねーと触しよく媒ばいがダメになっちまうんだよ!?」

　目を白黒させながら店主が応じる。

「え、ええーと。今の相場なら輝石は18リル、５クレスでお売りすることができますが──」

「ブ──────ッ!?」

　18リル、５クレスとはリル金貨で十八枚に加えクレス銀貨が五枚という意味だ。

「アホかぁああああああッ!?　なんで輝石ごときがそんなに高ぇんだよ!?　ほぼ俺の一ヶ月分の給料じゃねーかッ!?」

「そう言われましても、今、輝石は値段が高こう騰とうしておりますし、それに……輝石の販はん売ばいは一樽たるから、ということになっておりますので……」

「……え？　樽？」

「ほら、あれです。あれが輝石の樽です。あれに輝石が入ってます」

　店主が指差す先に、グレンの身の丈たけほどもある大樽があった。

「バカ野や郎ろうか、アンタは!?　あんなにアホみたいな量、要るわけないだろ!?　重量で５キロス──大体小桶おけ一いつ杯ぱい分くらいで充じゆう分ぶんなんだよ!?　バラ売りしてくれよ!?」

「いえ、その……バラ売りはしてないんです……そもそも当店では個人取引はあまりしてないものでして……」

「くぅ～、ふざけんな、あんな量の輝石、何に使えばいいんだっつーの！」

「あ、南地区の商業通りまでいけば、バラ売りしている店も……」

「往復にどれだけ時間がかかると思ってるんだ……ただでさえ時間が惜おしいっつーのに……」

　しばらくの間、グレンは頭を抱かかえてがりがりと頭を搔かき毟むしって……

「ええい、くそ！　それでいいからよこせっ！　一樽だッ！」

　グレンは観念したように、革かわ袋ぶくろの財布をカウンターに叩き付けた。

「あっ、はい、毎度ありがとうございます……」

「はい、決定！　俺、今月シロッテ決定！　昨日が給料日だったのが完全に裏目だよ、チクショォオオオッ!?」

　そして、魔術品の取引手続きと勘かん定じように時間を食われること、十五分。

「早く、早く、早く[image: ～][image: ～]ッ！」

「焦あせらないでくださいって……魔術品の取引は魔ま導どう法によって、手続きが複雑なんですから……」

　ようやく取引手続きが終わる。

　焦るままに、すっからかんになった財布をポケットに押し込み、グレンは大樽をその肩に担ぎ上げた。

「え!?　まさか担いで持って帰る気なんですか!?」

「そのまさかだよ！」

「台車や荷馬車なんかは……」

「そんなものねぇ！　う、ぉおおお、重てぇ……魔術で身体能力を強化してても、重てぇ物は重てぇ……ッ!?」

「お、お気をつけて……」

　ドン引きの店主を尻しり目めに、グレンがふらつきながら、店の外へ、やっとこ出る。

　と、その時だ。

「ここか！　先ほど近所から通報があった、強盗が押し入った店というのは！」

「なんでも店主が悲鳴を上げていたという話だが──」

　どたどたとフェジテの警備官が数人、慌あわただしくグレンの前にやってくる。

「げ……」

　グレンの血がさぁっと引いた。

「み、見ろ！　店の品物を担いで出て行こうとしているアイツが強盗に違いない！」

「おのれ強盗め！　このフェジテで悪事を働こうなど、そうはいかんぞ！」

「あ、いや、違います……これ、ちゃんとお金を払はらって買ったもので……」

「噓うそをつくな！　この店に押し入り強盗が入ったという話は聞いている！」

「大体、台車も荷馬車も用意せずに、そんな大量の商品を買うバカがどこにいるんだ!?」

「店の主人の命いのち乞ごいの叫びも、周辺の住人達は皆みな、耳にしているのだ！」

「話は詰つめ所しよで聞いてやる。さぁ、大人しくお縄なわに──」

「ついてたまるかぁああああああああああああああ──ッ!?」

　グレンは大樽を担いだまま、脱だつ兎とのごとく駆け出した。

「あっ!?　強盗が逃にげたぞ!?」

「追えっ！　追えぇええええ！」

「時間がねえんだよ!?　お前らに構っている暇ひまなんかねえんだよ!?」

　魔ま力りよくを全力で解放して、身体能力をさらに強化する。無理矢理な能力増ぞう幅ふくに、全身が軋きしみを上げるのを感じながら、グレンは魔術学院へと急ぐ。

「だぁあああッ！　なんで俺がこんな目に遭あわにゃならんのだ!?　無職の引きこもりに戻もどりてぇええーッ!?」

　フェジテに悲痛な叫びが木霊こだました。




「ぜぇー、ぜぇー、はぁー、はぁー、……というわけで、だ……はぁー、はぁー、げほごほッ!?」

　つい先ほど戻ってくるなり教きよう壇だんに立ったグレンの姿を、生徒達はなんとも曖あい昧まいな表情で見つめている。

「ぜぇー、ぜぇー、輝石と触媒はクラス全員に行き渡わたったか……？　はぁー、はぁー、行き渡ったな……？　ぜぇ、ぜぇ、……なら、作業開始だ！　まずは教えた通り、なるべく輝石を細かく砕くだいて、乳にゆう鉢ばちですり潰つぶせ……」

「あの、聞いていいですか？　先生」

　システィーナが恐る恐る手を挙げる。

「ぜぇー、ぜぇー、……なんだよ？」

「その……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　システィーナが、つと視線をそらす。

　その先には異様な迫はく力りよくで、どーんとそびえ立つ大樽の姿が鎮ちん座ざしている。

「それは……はぁー、はぁー、体力的な、意味でか？　それとも……ぜぇー、ぜぇー、懐ふところ具ぐ合あい的な……意味でか？」

「ええと……その……両方？」

「両方ダメに決まってんだろ!?」

「ですよねー」

　涙なみだ目めで叫ぶグレンに、システィーナは呆あきれたようにため息をついた。

「くそぉ……やっと人間らしい生活に戻ったのに……また、明日あしたから昼メシはシロッテの枝だよ……」

　おーいおーいとむせび泣くグレンを慰なぐさめるルミア。

　そんな光景を冷ややかに眺ながめながら、ウェンディが鼻を鳴らす。

「……ふん、呆れましたわ。自腹を切ってまで、古ふる臭くさいやり方を押し通したいだなんて……」

　そして自分の実験台に目を落とす。

「あるいは、そうまでして教えたいことがある、ということなのかしら？　……仕方のないことですわね」

　眼下には、輝き石せきが二欠片かけらと薬包紙に包まれた触媒が一さじ、今回の実験で使用する各種ガラス器具や小型火か炉ろ──錬れん金きん術じゆつの基本的な実験道具一式が並んでいる。だが、錬金釜がまだけはない。

「はぁ……せっかく、今日こそシスティーナに華か麗れいに勝つために、錬金釜の制せい御ぎよ練習をしてきたのに、無む駄だになってしまいましたわ……」

　そして、ウェンディはぶつぶつと文句を零こぼしながら、輝石と道具を手に取り、作業を開始した。




　グレンの指導の下、生徒達の実験は順調に進んだ。

　輝石を細かく砕き、特とく殊しゆな魔術溶液アルカヘストに溶とかし、ガラスフラスコに詰める。火炉にかけて加熱したり、氷ひよう囊のうで冷やしたりしながら、様々な試薬を加えていき、ろ過作業を何度も繰くり返しながら、不純物を取り除きつつ、構造配列を操作していく……

「はーい、注目。今、ルビース液をフラスコの中に一いつ滴てき落としたな？　するとすぐに色が赤に変化したと思う」

　作業の合間、グレンが錬金術実験室前方に据すえられている黒板にチョークを走らせる。

「つまり今起きた反応で、ここがこうなって……この部分の霊素エテリオ二つが抜ぬけて……その代わりに土素ソイレ、気素エアルがこの順番で入る──と」

　数字と記号と式がびっしりと羅ら列れつされた黒板に、矢印を引いて新しい記号の羅列を書き、ある記号に線を引いて消し、またある記号を書き足し、その演算結果を下の列に新たに書き表していく。

「とまぁ、今、こういう配列変へん換かんが起こったわけだ。その証しよう拠こに、この構造配列式のこの部分に注目しろ。この根源素オリジンの並び、見覚えがあるだろ？　そうだ、ルビーの構造配列の並びだ。だから、赤色に変色したんだ」

「な、なるほど……」

　生徒達は感心したように、グレンの解説に耳を傾かたむけている。

　確かにグレンが解説するこの根本的な配列変換の理論は、錬金釜による高速錬れん成せいでは説明できないことに、遅おそまきながら気付き始めたようだ。

「しかし、この配列だとまだまだ赤あか魔ま晶しよう石せきの配列には遠いな？　よって、これをさらに赤魔晶石の根源素オリジン配列に近づけるために、紅こう鉛えん鉱こうを微び小しよう量加えていくぞ？　ちなみにこの紅鉛鉱の天てん秤びん秤ひよう量りようはマジで真しん剣けんにやれよ？　少しでも量が違ちがえば台無しになるからな？」

　そう言って、生徒達の実験の様子を見て回りに行くのであった。

「面白いね、システィ」

　天秤を使って素材を秤量する作業の合間、ルミアが隣となりのシスティーナに声をかける。

「難しい手順がいっぱいあったけど、なんか一つ一つ、自分で赤魔晶石を作ってるんだって気分になるね？」

「うん……そうね」

　システィーナは天秤の片側の皿へ、分銅をピンセットで慎しん重ちように載のせ、釣つり合いを示す針が落ち着くのを待った。

「この溶液がどうやって、あんな結けつ晶しよう体になるのか不思議だけど……確かにルミアの言うとおりだわ」

　左右に揺ゆれる針の落ち着きを確認し、システィーナが、ふぅと息をつく。

「それに錬成の理り屈くつも凄すごくよくわかるわ。だから三つ目の手順で加えた純水素晶の粉末パウダーを抜けば、紫し炎えん晶しよう石せきになることも今ならわかる」

「そうだね。うん、やっぱり先生って凄いね」

「……うん」

　曖昧に応じながら、システィーナは生徒達の実験作業の様子を見て回るグレンの姿を目で追った。

　元々、グレンの授業の質は高い。

　魔ま術じゆつ学院に講師として着任した当時こそ、諸事情によりいい加減な授業を行っていたが、今はそれなりに真ま面じ目めになり、理論と実じつ践せんを重視したとても質の高い授業を行うことで学院内でも有名だ。

　ところが、着任当時から吹ふい聴ちようしていた魔術嫌ぎらいは今も相変わらずで、授業の最中にも、ところどころ魔術を小こ馬ば鹿かにする悪い癖くせが、グレンにはある。

　あるのだが……今日のこの魔術実験に限っては、それすらない。

　今のグレンは真剣そのものだ。

　目元に色いろ濃こいクマを浮うかべ、表情は憔しよう悴すいしきり、いかにも体調が悪そうにふらふらしているが、それすら気にしていないようである。

　そもそも主材料となる輝石は自腹で買ってきたようだし、古い友人に触しよく媒ばいを作らせたというのも、どうにも怪あやしい。あのいかにもな睡すい眠みん不足ぶりから察するに、徹てつ夜やで自作したのではないだろうか？

（何が魔術嫌いの先生にそこまでさせるのかしら……？）

　いつもと違うグレンの姿に、システィーナはひたすら不思議そうに首を傾かしげるのであった。




「さて、大分、工程も進んだな。次は配列系中にマナを含ふくませる工程だ」

「うわー、来たー」

「俺、この作業苦手なんだよなー」

　生徒達は、実験台の上に置かれた小さな金属製の注射器と、金属製の筒つつ状じようろ過器を見て、ざわめいている。

「まぁ、お前らも使い方は知っているだろうが、おさらいするぞ？　その注射器を聖水で清めてから、注射器で自分の血をちょこっと抜け。そして、ろ過器の上に注射器を刺さしこんで、血をろ過器の中に注入。そうすれば生体マナを豊富に含んだ透とう明めいな血清水が、下の受け皿に落ちてくる……とまぁ、こういうお馴な染じみの手順だ」

　今さら説明されるまでもないと、生徒達が渋しぶい顔をする。自分の血を魔術に使用するということは魔術師にとってはごく普ふ通つうのことなのだが、何度やっても誰だれだって注射や自傷は苦手なものなのだ。

「精製したこの血清水を、さっきまで作っていた溶液の中に、少しずつ落としていけばいい。この時に、錬成式的には何が起きるのかは後で説明する。じゃ、作業を──」

　グレンが作業開始を促うながす言葉を生徒達に投げかけたその時だった。

「嫌いやですわ」

　断固たる拒きよ絶ぜつの意思が籠こもった言葉を発した生徒がいた。

　ウェンディである。

「そんな工程、お断わりしますわ」

「は……？」

「どうして、私のこの高貴な玉たま肌はだにそのような傷をつけるような真似まねをしなければいけないんですの？」

　突とつ然ぜんそんなことを言い出すウェンディに、システィーナが見かねて抗こう議ぎする。

「ちょっと、ウェンディ……貴女あなた、今さら何を言ってるのよ？　血を抜くなんて作業、私達、今まで何度もやってきたじゃない？　なんで今日に限ってそんなことを……」

「彼女はふて腐くされているのさ」

　システィーナに応じたのは、皮肉な薄うす笑わらいを浮かべたギイブルだった。

「ほら？　彼女、不器用だろ？　今回は手作業がやたら多い実験に突然変へん更こうされたせいで、彼女の作業がこのクラスで一番モタついているのさ」

「お黙だまりなさい、ギイブル！」

　羞しゆう恥ちか怒いかりか、顔を真っ赤にして、ウェンディがまくし立てる。

「と、とにかく私はこの工程は断じて反対ですわ！　嫁よめ入り前の大事な私の身体からだに傷きず痕あとが残ったら、どう責任を取ってくれるんですの!?　そ、その、決して作業が遅おくれてて悔くやしいからとか、その腹いせにダダこねてるとか、そんなんじゃありませんわ！」

　むきーっ！　とウェンディが涙目で歯は嚙がみする。

「やれやれ……」

　グレンが呆れたように嘆たん息そくした。

　ウェンディの総合成績はシスティーナ、ギイブルに次ぐ第三位。伝統ある有力貴族出身でプライドの高い彼女にとって、実験作業のモタつきがよっぽど悔しかったのだろう。

「ったく、しゃーねぇなぁ。わかったよ、なら俺の血を使え」

　グレンの言葉に、クラス中の視線が集まった。

　グレンの性格なら、じゃあ別にやらんでもいいよ、好きにしな……とでも言いそうなものだ。来る者は拒こばまず去る者は追わず、これがグレンの基本的なスタンスだ。

　それだけにこんな台詞せりふが出てくるとは予想外もいいところである。

　グレンはどうやら、どうしてもこの実験を生徒達に完かん遂すいしてもらいたいらしかった。

「あと、難しい作業があるなら、俺が手伝ってやるから、そう言うな。後もう少しだ。頑がん張ばってみないか？」

「あ、う……そ、そういうことでしたら……その……」

　気まずそうにあさっての方向へ視線を泳がせるウェンディ。

　そんなウェンディを尻しり目めに、グレンは手際よく紐ひもで左上じよう腕わん部を縛しばり、注射器で左ひだり腕うでから血を抜いた。

（ぐ……睡眠不足の上に疲ひ労ろう困こん憊ぱい、軽度のマナ欠けつ乏ぼう症しようのせいか、ちょっと抜いただけでも結構、きくな……）

　少し気の遠くなるような感覚に耐たえ、血の入った注射器をウェンディに差し出す。

「ほれ」

「……これ、本当に実験に使って大だい丈じよう夫ぶなんですの？　先生の血って、なんか汚きたなそうですし……」

「お前、俺を一体、どういう目で見てんの!?　泣いていいか!?　泣くぞ!?」

「……冗じよう談だんですわ」

　ウェンディは血の入った注射器を受け取ると、ぷいっとそっぽを向いた。

「あの……先生……」

「ん？」

　ふと声に振ふり向くと、そこにはポニーテールの少女リンが申し訳なさそうに立っていた。

「その……すみません……私の分もお願いできますでしょうか……？」

　見れば、リンはマスクをしており、時折辛つらそうに咳せきをしていた。どうやら風邪かぜを引いていたらしい。

　ならば是ぜ非ひもない。病気で体調を崩くずしている生徒に、授業で血を使わせてはいけない──これは学院規則だ。

「いいぜ？　任せておけ」

　恐きよう縮しゆくするリンを安心させるように、グレンはにっと笑い、注射器を受け取った。

　そして、先ほどと同じように血を抜くのだが……

（……ぐ……ぉ……）

　再び、くらりと眩暈めまいに襲おそわれる。

　それでも平静を装い、グレンはリンに血の入った注射器を差し出した。

「ほれ」

「あっ……ありがとうございます！」

　そんな二人の様子を見た男子達が、顔を見合わせた。そして、にやにや笑いながらグレンに言う。

「あっ！　先生！　俺、俺の分もよろしくお願いしまーっす！」

「いやー、実は僕も風邪で……ゴホゴホゴホ……」

「ちょ、お前らずるいぞ!?　じ、実は俺も今日は体調が悪くて──」

「あっれぇー？　おっかしーなぁ？　俺もなんだか急に熱が──」

　わいわい騒さわぎ始めるお調子者の男子生徒達を、グレンはじっと見つめた。

「ちょっと、貴方あなた達！　調子に乗ってるんじゃないわよ！」

　黙っていられずシスティーナが立ち上がる。

「あんまり先生に迷めい惑わくかけないの！　自分でやりなさい、自分で！　魔術師でしょ!?」

「はーい、すみませーん！　自分でやりま──」

　と、その時である。

「……いいぜ？」

　ぼそりと漏もれたグレンの言葉に、一同が沈ちん黙もくした。

「風邪じゃあ仕方ねぇ……俺が……血を分けてやるからさ……最後まで頑張ろうぜ……な？」

　そう語って朗らかに笑うグレンの目は、どこか焦しよう点てんを結んでいないような気がした。

「え？　いや、先生？　俺達、その……軽い冗談で……」

「さ、注射器貸してみな」

「……う」

　穏おだやかな表情だが、どこか不思議な威い圧あつ感かんがあるグレンに、生徒達はすごすごと注射器を差し出す。

　ぷす、ちゅー。

「ほれ、次」

「あ、あの、先生……僕、やっぱ自分でやりますから……」

「ははは、無理はいかんぜ？　大丈夫だ、俺に任せろ。な？」

「……うぅ」

　ぷす、ちゅー。

「よし、次」

「ちょ、ちょっと、先生!?　そんなに連続で血を抜ぬいて大丈夫なんですか!?」

　慌あわててシスティーナが止めに入るが……

「大丈夫だ、問題ない。なんだかかえって爽さわやかな気分だ……」

　返って来るのは、清すが々すがしい微笑ほほえみだった。

　どこか普通じゃないグレンの様子に、システィーナは一いち抹まつの不安を覚えて……

「さあ、次だ……」

　ぷす、ちゅー。

「よし、次……」

　ぷす、ちゅー。

「次……」




　…………。

　……。

「ねぇねぇ、セリカ！　まだ？　まだなの？」

「ははは、落ち着けグレン。こういうのは、じっと我が慢まんが肝かん要ようだ」

　グレンが、ふと気付けば。

　自分はセピア色の風景の中で、セリカと錬れん金きん術じゆつの実験をしていた。

　なんだか目線が随ずい分ぶんと低くなっているが、不思議と違い和わ感かんがない。

「よし、最後にそのガラス管を通して苛か性せいソーダ溶よう液えきを落として、系中を中和しようか……一、二、三。うん、いいだろ。開けてみな」

　待っていましたとばかりに、グレンは金属箱の蓋ふたを開け、中に入れていたガラス円えん筒とうを取り出す。

「うわぁー……」

　その中を見た瞬しゆん間かん、グレンは目を丸くして、表情を輝かがやかせた。

「これが赤あか魔ま晶しよう石せき……？」

「そうだ。凄すごいだろ？」

「うん！　僕、こんな赤魔晶石、見たことないよ！　だって──」




「先生[image: ～][image: ～]ッ!?　しっかりしてください先生[image: ～][image: ～]ッ!?」

「……ん？」

　身体を揺ゆさぶられる感覚に、セピア色の光景は突とつ然ぜん、吹ふき飛び、グレンの意識は現実世界に舞まい戻もどる。

「あれ？　ここは……？」

　周囲を見渡わたせば、ここは魔ま術じゆつ学院の錬金術実験室。自分は床ゆかに大の字になっている。

　身を屈かがめてグレンの身体を揺さぶるシスティーナ、膝ひざ枕まくらをしてくれているルミアをはじめ、クラスの生徒一同が心配そうにグレンを取り囲んで顔を覗のぞき込んでいる。

「先生、よかった……気がついた……いきなり倒たおれるんだもの……」

　ルミアがほっと息をつく。

「あれ？　何があったんだ？　確か……ちょうど赤魔晶石が錬れん成せいし終わったところで……」

「終わってませんって！　まだこれからですって！　何、寝ねぼけてるんですか！」

　システィーナのキンキン声を振り払はらうようにグレンは頭を振って身を起こし、立ち上がる。

「もう！　体調が悪いときに、連続であんなに血を抜いて！　なんかあったらどうするんですか!?」

「先生、気休めですけど増ぞう血けつ剤ざいを打っておきました。気分はどうですか？」

　ルミアが心配そうにグレンに尋たずねる。

「ん。大丈夫だ。急に血を抜いたせいで意識が朦もう朧ろうとしていたらしいな。でも、もう大丈夫だ。気分、すっきり」

「……よかった。もう無茶はやめてくださいね？」

　一方、システィーナはカリカリとした態度を崩さない。

「まったくもう！　人ひと騒さわがせなんだから！　先生がそこまで一いつ生しよう懸けん命めいにやってくれるのは感謝しますけど、あんまり心配かけさせないでよね！」

「すまねーな」

「ほんとに大丈夫なんですか？　今日は最初から体調悪そうでしたし、きついなら実験は中止にして、医務室にでも……」

「大丈夫だって。さ、実験を再開するぞ」

　そんなグレンの様子に安あん堵どした生徒達が自分の席に戻っていく。

　が。

「ところで、白しろ猫ねこ……」

「なんですか？」

「お前にはいつも迷惑をかけてばかりで申し訳ないな……」

「……は？」

「それに、お前は相変わらず可愛かわいくて優ゆう秀しゆうなやつだよなぁ。ほんと、非の打ち所のない女の子で、お前のようなやつを生徒に持てて俺は幸せ……」

「「「「うわぁーッ!?　ダメだ、やっぱり狂くるってる──ッ!?」」」」

　再び狂きよう騒そうに包まれるクラス。

「ど、どういう意味よッ!?」

　システィーナの叫さけびがアンサンブルするのであった。




　それから頑かたくなに実験続行を主張するグレンの意思どおり、実験の工程は着々と進んでいった。

　いくつかの工程を経て、サイフォンのようなガラス器具で今まで調製してきた溶液を蒸留し、その深紅に澄すんだ蒸留溶液をガラス円筒容器に注ぎ込み、それをさらに金属箱に収める。

「……ここまでの工程でようやく赤魔晶石の構造配列が達成できたわけだ。ここまで理解できていれば、その他の第七火素フラメア系列の晶しよう石せき群は大体、自由自在に錬金釜がまで錬成できるはずだ」

　一区切りの作業を終えて、安堵の息をつく生徒達の前でグレンの解説が展開される。

「ま、それはさておき、後は不可逆的な結けつ晶しよう化が起きる……要は『結晶が育つ』のを待つだけだ」

　かかかっと、要点を黒板に書いて、グレンが生徒達を振り返る。

　もうすぐ実験終しゆう了りようということで、生徒達の間に弛し緩かんした空気が流れ始めた。

「おおっと、油断するなよ？　結晶が育ちきるまでが錬金術だ。この段階では急激な温度変化や湿しつ度ど変化、衝しよう撃げき・振しん動どうが大敵だ。机を揺らさないように全員静かにするように──」

　と、その時である。

「グレン＝レーダス、貴様ぁあああああああああああああああ──ッ!?」

　ばぁんっ！　と大音おん響きようを立てて、実験室の扉とびらが開かれ、学院の魔術講師ハーレイが姿を現す。強引に扉を開いた衝撃で、びりびりと室内が揺れる。

「私の薬草菜園を踏ふみ荒あらしたのは貴様かぁあああああ──ッ!?　聞いたぞ、お前が妙みような大おお樽だるを担いで菜園を爆ばく走そうしていたという話をなッ！　今度という今度はもう許さんッ！　貴様に決けつ闘とうを──」

「振動が大敵だっつってんだろ、このダボハゼがぁああああああああああああああああ──ッ!?」

　嵐あらしの如ごとき挙動で、グレンがハーレイへ駆かけ寄り、黒板消しをハーレイの口の中へとねじ込む。

「ごばぁあああああああ──ッ!?」

　ごろんごろんと実験室の外へ転がっていくハーレイには目もくれず、グレンは慌てて生徒達の金属箱を開けたり閉めたり中身を見て回る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?　今の衝撃で急激な結晶化が進んでないか!?　大丈夫だよな!?　ふぅ……よかった」

　大体、確認して回り、安堵の息をつくグレン。

　呆あつ気けに取られて硬こう直ちよくする生徒達。

「先生……やっぱり、なんか消しよう耗もうし過ぎて……」

「そうみたいね……」

　ルミアは曖あい昧まいに笑い、システィーナはため息をつくしかない。

「き、き、貴様ぁ……殺す気か、グレン＝レーダス……ッ!?」

　口に嵌はまった黒板消しを引き抜き、いかにも怒いかり心頭とばかりにハーレイがグレンに歩み寄る。

「あれ？　ハー……なんとか先せん輩ぱい？　どうしてこんなところに？」

「相変わらずナチュラルに喧けん嘩か売ってくるのな、貴様は……」

　ぴきぴきと、こめかみに青筋を浮うかべながらハーレイがグレンの胸ぐらを摑つかみ上げる。

「それよりも聞いたぞ！　貴様、私の薬草菜園を踏み荒らしたとな！　どうしてくれるつもりだ!?」

「げっ……あそこ、先輩の菜園だったんすか……すんません、ちょいと急いでたもので……」

　流石さすがに申し訳なさそうに、グレンが頭を下げる。

「菜園は後で俺が責任持って直しますんで、だからその……勘かん弁べんしてくださいませんか？」

「いーや、許さん！　貴様はこの私を根本的に舐なめている！」

「いや、別にそんなことは……………………ないっすよ？」

「その『間』はなんだ!?　その『間』はッ!?」

「実は俺、ハードゲイ先輩のこと、結構、先輩講師として尊敬してます！」

　いかにもな好青年面で、爽やかに言い放つグレン。

「未だかつてない、最低最悪の名前間ま違ちがいをしてくれたな、貴様……ッ！」

　対するハーレイは顔を真っ赤にして、最も早はや爆ばく発はつ寸前だった。もう一歩も引く気はないらしい。グレンに手て袋ぶくろを投げつける。

「とにかく、その手袋を拾え！　貴様とは魔術決闘で決着をつけてやる！」

「……わかりました。それで先輩の気がすむのなら……」

　ハラハラした表情で、グレンとハーレイのやりとりを生徒達が見守る中、グレンは観念したように手袋を拾い上げようとして……

「ぁあああああああああ──ッ!?」

　何かに気付いたグレンが、突然、ぐしゃりと床の手袋を踏みつけつつ、窓際に駆け寄った。

　ちなみに、投げつけられた手袋を踏みつける行こう為いは、相手の魔ま術じゆつ師しにとって最低最悪の侮ぶ辱じよく行為である。

「○×△□○×△□[image: ～][image: ～]ッ!?」

　ハーレイはもう怒りのあまり声も出なくなり……

（……これはひどい）

　その時、生徒達の心中は見事に一いつ致ちしていた。

　そんな生徒達とハーレイを完全に置き去りにし、グレンが格子窓に張り付いて、この世の終わりとばかりに叫んだ。

「雨が！　雨が降ってきやがっただと!?　くそっ！　今は急激な湿度変化はマズイってのに──こうしちゃいられねぇ！」

　傍かたわらの実験台の上に置いてあった小刀を手に取り、浅く指を切って出血させ、部屋の片かた隅すみに取り付く。

「黒くろ魔ま【エア・コンディショング】をこの部屋の四よ隅すみに付呪エンチヤントして結界を構築、室内の湿度変化を防ぐ！　くそ、間に合うかッ!?」

　グレンは猛もう烈れつな勢いで部屋の隅すみに魔ま術じゆつ式しきを書き始めた。

「ぐ、ぐれ、ぐれ、グレン＝レーダス……き、きさ、貴様……」

　そんなグレンの肩かたを、ぶるぶる震ふるえながら、ハーレイが摑む。

「あっ！　先輩、いいところに！」

　これ幸いとばかりにグレンが叫ぶ。

「先輩も結界の構築、手伝ってください！　てか、手伝え！」

　厚こう顔がん無む恥ち、ここに極まれり。

「ばっ……な、なぜ私がそんなことをしなければならないのだ!?」

「なに、ぼけっとしてんすか!?　早く早く早く！　ていうかアンタ、指示がないと動けないの!?　この指示待ち人間！　三流！」

「この悪しざまな言われよう。なんなんだ、この理り不ふ尽じん……」

　ここまでくるともう、怒りを通り越こして逆に冷静になってくる。

「頼たのみますよ！　もうすぐ生徒達の実験が終わるんです！　後で決闘でも説教でも付き合ってあげますから！」

「……ちっ！」

　生徒達を引き合いに出されてしまえば、流石のハーレイも邪じや険けんにはできなかったらしい。

「貴様には後で絶対、焼きを入れてやるからな！」

　怒りをこらえて、ハーレイは渋しぶ々しぶ、実験室の隅に魔術式を書き始めるのであった……。




「ふぅ……間に合った……」

　窓の外に、ざんざん雨が降る中。

　グレンは実験室の隅にへたりこんで安堵の息をついていた。

「……さて、覚かく悟ごはいいな？　グレン＝レーダス」

　そんなグレンの前に、待ってましたとばかりにハーレイが立ちはだかる。

「さぁ、表に出ろ。まさか、雨だから決闘は受けられぬ……とは言うまいな？」

「……わかってますよ」

　物もの憂うげにグレンが立ち上がる。

「戦いは正直、好きじゃない。誰だれかを傷つけることも、傷つけられることも、もうたくさんだ。人はどうして、後ほんのちょっとだけ他人に優しくなれないのか……きっと、俺にその答えは永遠にわからないのだろうな……」

「……は？」

「しかし、戦うことでしか、この憎にくしみの連れん鎖さの呪じゆ縛ばくを断てぬなら……先輩の心を蝕むしばむ深遠の闇やみから救ってやれないなら……俺は貴方あなたを救うために戦いますッ！　ハー……？　先輩ッ！」

「な　ん　で　貴様がいかにも正しい側になってるんだッ!?　お前の脳内ではどんなストーリーが展開されているというのだ!?」

　付き合いきれん！　とばかりにハーレイが実験室の扉を開く。

　すると、部屋の外から、ちょろちょろっと、小さな何物かがハーレイの足元を通って侵しん入にゆうしてきた。

「げ!?」

　それを目もく撃げきしたグレンは咄とつ嗟さにその何物かに、ヘッドスライディングで飛びついた。

「ぎゃ─────ッ!?」

　その巻まき添ぞえを食らってハーレイは吹ふき飛ばされて、ごろごろと廊ろう下かを転がっていき──

「熱っちぃいいいいいい──ッ!?　あちちちちちちッ!?」

　グレンは床ゆかでその小さな何物かを、お手玉しながら叫さけんでいた。

　その小さな何物かの正体は──

「火ネズミ!?　ど、どうして火ネズミがこんな所に……？」

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に、システィーナが驚おどろきと共に硬直していると……

「た、大変だ──っ！　召しよう喚かんした火ネズミ達が支配を離はなれて逃にげたぞぉ────ッ!?」

　隣となりの教室からそんな悲鳴が聞こえてくる。

「まさか召喚術の実じつ践せん授業で召喚ミスが起こったの!?」

「あ、アホかぁ──っ!?　どこのどいつだ、こんちくしょ──ッ!?」

　グレンが火ネズミをお手玉しながら、文句を垂れる。

「こいつがいると周囲の気温が急激に上がっちまう！　温度変化が大敵だっつってんのにぃいい──っ!?」

「せ、先生、大変！」

　ルミアが青ざめて廊下の先を指す。

　そこには小さな火ネズミ達が、グレンのクラスの実験室に向かって、群れを成し、ととととっと駆けてくる。

「なんか、たくさんキタ──ッ!?」

　火ネズミは非常につぶらな瞳ひとみを持つ、可愛かわいらしい魔ま獣じゆうで知られているが、最早グレンには悪あく魔まの大群にしか見えない。

　火ネズミの群れはグレン達の足元をすり抜ぬけ、どんどん実験室に侵入してくる。周囲の気温が急速に上がっていくのが、肌はだで感じられる。

「ふざけんな、ここまできて失敗とかありえねぇだろ、させてたまるかぁあああああああ──ッ!?」

　ヤケクソになって、グレンは素手で火ネズミ達をあっちこっち拾い集め、駆け回る。

「駄だ目めですって!?　火傷やけどしちゃいます、先生！」

「せめて【トライ・レジスト】の付呪エンチヤントを──」

「そんな暇ひまはない！」

　可愛らしい火ネズミを大量に抱かかえながら、必死に廊下をかける火ネズミ達を慌あわただしく追いかけ、捕つかまえていくグレン。

「やれやれ……スマートじゃありませんね、先生」

　その時、呆あきれたようにギイブルが席を立った。

「忘れましたか？　火ネズミは冷気に弱い、体温が低下すれば活動力が鈍にぶるってことを。つまり、黒魔【ホワイト・アウト】でもぶつけてやればいいんですよ？」

　そして、ギイブルは床を走る火ネズミ達に掌てのひらを向けた。

「ちょ!?　ストォオオオオオップッ!?　この実験は冷気にも弱いんだぁああああああ──ッ!?」

　グレンが叫ぶが、もう遅おそい。

「《白き冬の嵐あらしよ》！」

　ギイブルが一節詠えい唱しようで呪じゆ文もんを括くくる。

　こうなるとグレンの三節詠唱ではどのような対抗呪文カウンター・スペルも間に合わず──両手も火ネズミで塞ふさがっているため【愚ぐ者しやの世界】も使えず──

「さ　せ　る　かぁああああッ!?」

　ゆえにグレンはギイブルの左掌から飛んだ冷気の衝しよう撃げきの前に飛び込み、身をもって受け止めた。

「せ、先生───ッ!?」

「お、俺のことはどうでもいい……」

　全身にびっしりと霜しもが降りたグレンが、猛烈な寒さでガクブル震えながら指示を飛ばす。

「……ぜ、全員、手に【トライ・レジスト】を付呪エンチヤントして、火ネズミ達を速やかに回収するんだ……いいな……？」

　そして。

　グレンの身体からだがふらりと傾かしぐ。

　睡すい眠みん不足、肉体疲ひ労ろう、軽度のマナ欠けつ乏ぼう症しよう、貧血、火傷、凍とう傷しよう……今日一日でグレンに積み重ねられたありとあらゆるダメージがとうとう閾いき値ちを振ふり切ったのだ。

「あと……うん、すまん……俺……もう……色々と限界……」

　ぱたん、と。

　グレンが倒たおれ伏ふせる。

「せ、先生!?　しっかりしてください、先生ッ!?」

「もう！　無茶ばっかりするんだからッ！　男子、手伝って！　先生を医務室に運ぶわ！」

　ルミアとシスティーナの慌て声を遠くに聞きながら。

　グレンの意識は闇へと沈しずんだ。




　…………。

　結局、火ネズミの一件は何の問題もなく収束した。グレンが意識を失った後、すぐに他のクラスの応おう援えんがやってきたし、システィーナの冷静な指示のおかげで、ほとんどの火ネズミを素早く捕まえることができたのも大きい。

　懸け念ねんされた実験への影えい響きようもほとんどなかった。

　ハーレイが実験室に張った黒魔【エア・コンディショング】の結界が、思った以上の気温安定効果を持っていたのだ。流石さすがは超ちよう一流の天才魔術師ハーレイの仕事と言えた。

　そして──




「うわぁーッ!?　すっげぇ!?」

「これ、本当に赤あか魔ま晶しよう石せきかよッ!?」

　しばらくの時間経過の後、ガラス円えん筒とう内に自然生成した赤魔晶石の姿に、生徒達の驚きと喜びの声が上がった。

「大きい……赤魔晶石ってこんなに大きく育つものなんだ……」

「……確かに驚いたね。これほどのサイズのものは天然物にも滅めつ多たにない」

「それになんて綺き麗れいな結けつ晶しようなの……鮮あざやかな深紅に透すき通ってて……」

「天然物と違ちがって、不純物ゼロだからな……この美しさも頷うなずけるなぁ」

　錬れん成せい完かん了りようした赤魔晶石を手に取り、光源にさらして透かし見たり、生徒達は、その予想以上の成果に大おお騒さわぎだ。

　もし錬れん金きん釜がまを使ったのなら、豆まめ粒つぶのような石しかできないのが当たり前なだけに、驚きもひとしおのようだった。

「…………」

　一方。

　騒ぎから少し離れて、ウェンディは静かに自分が錬成した赤魔晶石を見つめている。サイズが他の生徒のものと比べて少々小さいが、不器用な自分が錬成したことを鑑かんがみれば、思わず小こ躍おどりしたくなるほど上出来だと言える。

「……グレン先生、か」

　正直、ウェンディはグレンの授業があまり好きではなかった。グレンの授業は合理性と実践主義に終始し、ウェンディの目には、どうにも優ゆう雅がさと余よ裕ゆうがない、せせこましいものに映ってしまう。

　古き良き伝統的な貴族の教養として魔ま術じゆつを習いたいウェンディにとって、グレンの授業は合わなかったのである。一時期はクラス替がえを申しん請せいすることを考えていたこともある。

　だが、今日一日のグレンの奮ふん闘とうに、ぼんやりと思いを馳はせて……

「ま、もうしばらくお世話にならせていただくことにしますわ」

　ふっと口元を歪ゆがめ、自分で錬成した赤魔晶石をぎゅっと握にぎり締しめるのであった。




　医務室にて。

　ベッドに横たわり、すっかり高いびきで眠ねむりこけるグレンの姿を前に。

「まったく……本当に世話が焼ける人なんだから……」

　システィーナが先ほどから、ひっきりなしに文句を呟つぶやき続けている。

「もう少し自分のできることと、できないことを冷静に判断する癖くせをつけないと、いつか取り返しのつかないことになるんだから……もう」
















「あはは、まぁまぁ……」

　隣に座るシスティーナを宥なだめながら、ルミアはそっと手を伸のばし、グレンの頭を撫なでた。

「いつもいつも、私達のために一いつ生しよう懸けん命めい、ありがとうございます、先生」

「むにゃむにゃ……」

　眠りこけるグレンの口元には、笑みが浮うかんでいる。

　なにやら良い夢を見ているようだった。




　…………。

　……。

「これが赤魔晶石……？」

「そうだ。凄すごいだろ？」

「うん！　僕、こんな赤魔晶石、見たことないよ！　だって──まるでお日様のように大きくて綺麗に輝かがやいているんだもの！」

　……。

　…………。



















　放課後、アルザーノ帝てい国こく魔術学院二年次生二組の教室にて。

「──てなわけで明日あしたの午後は、以前から通達していたとおり、お前らの親おや御ごさん達を招いての授業参観だ」

　グレンのやる気なさげな宣言に、クラス中の生徒達（主に男子）から、うぇえええっと、声が上がった。

「そう嫌いやそうな顔すんなよ、俺だって嫌なんだから……あ、先に言っておくが、俺、明日、熱出して休むかも……今朝けさからなんだか体調がどうにもおかしくてなぁ……」

「き、汚きたねぇ──ッ!?」

「なんて教師だ……」

「つーか、先生が休んでどうすんだよ!?」

　もう放課後のホームルームという雰ふん囲い気きではなく、授業参観を歓かん迎げいしない一部生徒達（教師含ふくむ）の不満ぶちまけ大会と化した教室の一角にて。

「はぁ[image: ～][image: ～]」

「どうしたの？　システィ。具合でも悪いの？」

　ため息を吐つくシスティーナに、ルミアが心配そうに声をかける。

「ううん。そうじゃなくて……その……私達には関係のない話だなぁって……授業参観」

　システィーナは、少し寂さびしげな笑みを浮かべながらルミアに応じた。

「ほら、うちの両親って魔ま導どう省の高級官かん僚りようじゃない？　仕事の関係で帝てい都ととフェジテを行ったり来たり……最近、ほとんど家にいないじゃない？」

「そうだね……お義父とう様とお義母かあ様はとても忙いそがしい方だから」

　ちなみにルミアは、システィーナの家であるフィーベル家とは何の血の繫つながりもない赤の他人だが、諸事情により、同じ家に住み、家族同然の扱あつかいを受けている。

「明日も当然のように留守だし……だから授業参観なんて、私達には関係のない話だなぁって……ね」

　そして、システィーナは、また一つため息を零こぼすのであった。

「やっぱり、寂しい？」

「うーん、なんだろう？　寂しい……っていうのかな……」

　システィーナは曖あい昧まいに笑う。

「確かに、お父様とお母様が学院にやって来るのは気き恥はずかしいし……でも私達が普ふ段だん、何をやっているのか、まったく見てもらえないっていうのも……うーん、複雑な気分」

「あはは、そうかも」

　つられてルミアも苦笑いである。

「ま、ある意味、これで良かったのかもね」

　システィーナは努めて明るく言って、黒板前の壇だん上じように目を向けた。

「大体、なんで俺がお前らに授業をやってるとこを親御さん達に見せなきゃならねーんだ!?　それじゃまるで俺が教師みたいじゃねーかッ!?」

「「「教師だろ!?」」」

　そこではグレンが、女子生徒達のドン引きの視線を集めながら、男子生徒達を相手に喧けん々けん囂ごう々ごう騒さわいでいる。

　すると、システィーナの目つきはたちまちジト目になっていった。

「いや……お父様って人間としても魔ま術じゆつ師しとしても厳格な人でしょ？　もし先生を見たら……きっと、クビにしろって大騒ぎよ？」

「うぅ……そうかも……」

　ルミアは、義理の父の人ひと柄がらを思い浮かべながら同意していた。

「フィーベル家は元々ここ一帯の地主で、多くの土地を魔術学院の敷しき地ちとして貸し出しているから……学院内においては相当の発言権があるわけで、お父様がその気になれば……」

「本当に先生をクビにできちゃうかもね……それは嫌だなぁ……」

　ルミアが困ったような表情で呻うめく。

「でしょ？　だから、お父様とお母様が仕事で授業参観に来れないのは、ある意味良かったのよ」

　自分を納得させるように、システィーナは言った。

「べ、別に、私は先生がどうなろうと構わないんだけど……その……ルミアは先生のこと気に入ってるから、クビにされるのは嫌だろうし……そ、それに先生って普段はアレだけど教え方だけは凄く上手だから、もうちょっと師事していたいっていうか……その……別に他意はないんだけど」

　誰だれに聞かれたわけでもないのに、頰ほおを赤らめながら、そんなことをしどろもどろに言うシスティーナ。

　そんな親友を前に、ルミアは訳知り顔でくすくすと笑うだけだ。

「さて、そろそろ収拾がつかなくなりそうだから、止めに入りますか」

　そして気を取り直したシスティーナはいつものように席を立ち、壇上で大騒ぎするグレンに向き直り──

「いい加減にしてください、先生！　一体、教師をなんだと思ってるんですか!?　そもそも授業参観というものの意義は──」

　いつもどおり説教を始めるのであった。




　ホームルームを終え、学院を後にしたシスティーナとルミアが二人の暮らすフィーベル邸ていに着くと、もうすっかり夕方であった。

　敷地内の中庭を過よぎり、立派に聳そびえ立つフィーベル邸の正面玄げん関かんの扉とびらを開き、エントランスホールへ。

「ただいまー」

　いつもなら、それは形式上の挨あい拶さつで返す者はいない。

　いないはずなのだが──

「あら、おかえりなさい。二人とも」

　その日のエントランスホールには、亜あ麻ま色いろの髪かみの淑しゆく女じよが佇たたずんでいた。

「……えっ!?　お、お母様!?」

　とてもシスティーナほどの娘むすめがいるとは思えないくらい若々しい美び貌ぼうの母──フィリアナが、優しい笑みを浮うかべてシスティーナ達を出迎むかえていた。

「お義母様、どうして？　この時期は仕事で忙しくて、帝都に出張しっぱなしのはずじゃ……？」

　システィーナ同様、ルミアも目を丸くしてフィリアナを見つめる。

「ふふ、それはね──」

　と、その時である。

「ぉおおおおおおおおお──ッ!?」

　ドタタタタ──ッ！　とホールの奥の階段を何者かが駆かけ下りてくる。

「二人共、やっと帰ったかぁああああああああああああ──ッ!?」

　その何者か──齢よわい四十ほどの銀髪の紳しん士しが、鬼き気き迫せまる表情で猛もう然ぜんと、システィーナ達に駆け寄ってきて──

「お父さん、お前達にとっても会いたかったぞぉおおおおおお──ッ!?」

　その紳士は両手を広げ、システィーナとルミアの二人に跳とびかかり──

「きゃ!?」

　反射的に、システィーナとルミアは左右にさっと身を引いて──

「──ぉおわぁああああぁぎゃあああああああああああああ──ッ!?」

　紳士が広げた両手は空を搔かき抱いだき、その跳んだ勢いで紳士の身体からだは開きっぱなしの玄関を飛び抜ぬけ、中庭をごろんごろんと派手に転がって、やがて沈ちん黙もくした。

「あらあら、貴方あなたったら……本当に仕方のない人ね」

　フィリアナは、中庭で尻しりを天に向けて倒たおれこんでいる紳士──夫であるレナード＝フィーベルの姿を見て、柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「あの人は私に任せて、貴女あなた達二人は着替かえてらっしゃい」

　そして、呆ぼう然ぜんとしているシスティーナとルミアの二人を促うながす。

「事情は後で……そうね、夕食の時にでも伝えるわ。ふふ、今日は久々に私が腕うでを振ふるおうかしら。二人とも、楽しみにしていてね？」

「う、うん……」

「わ、わかりました、お義母様……」




　やがて、日も落ちて。

　フィーベル邸の食堂で、一家団だん欒らんのひと時が始まった。

　白いクロスがかけられ、燭しよく台だいや花か瓶びんで飾かざられた長テーブルの上に、ローストビーフや、新しん鮮せんな魚のパイ包み焼き、プディングなど、美味おいしそうな匂においのする料理が並ぶ中──

「ええええええええええ──ッ!?」

　食堂にシスティーナの素すっ頓とん狂きような声が上がるのであった。

「お父様達が明日の授業参観に来るですって!?　どういうことなの!?　確か今月は、ずっと仕事が詰つまってて忙しいって──」

「ふふっ、実はね、この人ったら貴女達二人の授業参観に行くため、強引に休きゆう暇かを取っちゃったのよ」

「先日、学院側から授業参観についての通達を受け、お前達の活かつ躍やくを見られるかもしれないと思うと、いても立ってもいられなくなってしまってな……魔術競技祭の時は重要な仕事があって行けなかったし……だからつい、やってしまったよ、はっはっは！」

　あくまで紳士然と笑うレナード。

「つ、つい、やっちゃったって……」

　レナードは国政の重要機関を支える高級官僚なわけで、つまりレナードがいないと回らないことがあるわけで。

「いやー、お父さん、明日は張り切ってシスティとルミアの雄ゆう姿しを、この目に焼き尽つくしつけちゃうぞ──ッ！」

（……この国、大だい丈じよう夫ぶなのかしら？）

　普段は完かん璧ぺき超ちよう人じんな紳士なのだが、このように要所でどこか残念臭しゆうを漂ただよわせる相変わらずな父の姿に、システィーナとルミアは一いち抹まつの不安を抱かずにはいられない。

「え、えーと、その、お父様？　楽しみにしてくれているところ、申し訳ないんだけど……」

　こめかみを押さえながら、システィーナが進言する。

「その……やっぱりお父様もお母様も忙しいでしょう？　だから、私達のために、そんな時間を割いてもらわなくても……」

「そうですよ、二人が私達のためにわざわざご足労をわずらわせることはないです。私達は大丈夫ですから、どうか二人はお仕事に専念されて……」

　システィーナとルミアが、純じゆん粋すいに両親を気き遣づかい、そう言った瞬しゆん間かんだった。

「な──」

　突とつ然ぜん、レナードの表情が奈な落らくの底に突つき落とされたかのように絶望しきったものとなって──

「どうしようフィリアナぁああああ──ッ!?　反はん抗こう期が、娘達に反抗期が始まっちゃったぁ──ッ!?　もう駄だ目めだ、お仕し舞まいだッ！　この国は滅ほろびるぅううううう──」

　明日あしたにも世界が終わらんとばかりにレナードが取り乱し始めて──

「ふふっ、貴方ったら」

　すると、いつの間にかレナードの背後に立ったフィリアナが、赤子を抱だきしめるように、錯さく乱らんするレナードの首にその細腕を絡からめ──

　こきゃ。かくん。

　一いつ瞬しゆんで、レナードを絞しめ落とし、沈黙させていた。

「「…………」」

　フィーベル邸では、わりと見慣れたその光景に、今さらながら、あぁ二人とも帰ってきたんだな、と強く実感するシスティーナとルミアであった。

「貴女達は心配しなくていいわ」

　椅い子すの上でぐったりするレナードを他所よそに、フィリアナは優しげに言う。

「この件に関しては、私が秘書官として正式に申しん請せいを脅おどし通──通してきたから、大丈夫」

「今、何か凄すごく不ふ穏おんな言い直し、しなかった!?」

「私も貴女達二人が、普ふ段だんどんな学院生活を送っているのか、見てみたいの……どう？」

　システィーナの突っ込こみを華か麗れいにスルーして、フィリアナはねだるような笑みをシスティーナに向ける。

　実の母親に、そんな風に見つめられてしまっては、強く否定できない。

「だ、駄目じゃない……けど……」

　歯切れ悪く答えるシスティーナ。

　その脳裏に浮かぶのは、システィーナのクラスの担当講師──グレンのすっとぼけた顔だ。

（うう……どうしよう……）

　システィーナの父レナードは、愛まな娘むすめ達のことが絡むと、見境がなくなるが、本来、人としても魔ま術じゆつ師しとしても厳格で、自分にも他人にも厳しい人物なのだ。おおらかなフィリアナならともかく、レナードとグレンを会わせるのは絶対に拙まずい。

　あの問題講師が、いつものように傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞まっているところをレナードが目もく撃げきしてしまったら……

（ほ、本当にクビにされるかも……）

　冗じよう談だん抜きで、あの学院内においてフィーベル家の現当主が持つ力は、そのくらい大きいのである。年に一度の魔術学院総会では、並み居る超ちよう有名教授陣じん、出資者、魔ま導どう省や教きよう導どう省の幹部達に並び、必ず呼ばれる一人なのだ。

　一体、どうしたものか……？

　システィーナがグレンへの対処について、脂あぶら汗あせをだらだら垂らしながら必死に考えていると。

「ふふ、よかった。これで、やっと噂うわさのグレン先生にお会いできるわ」

　フィリアナの口から、まさにその名前が出てきて、システィーナは椅子から飛び上がりそうな思いだった。

「ごほごほっ!?　な、なんで、お母様、先生のこと知ってるの!?」

「なぜって……いつも貴女達二人が私にくれる近きん況きよう報告の手紙に、毎回のように、学院でお世話になってるグレン先生のことが書かれてたじゃない？」

「え、えええ──っ!?」

　驚おどろいてシスティーナは自分の記き憶おくを振り返ってみる。

　いや、確かに指し摘てきされて思い返してみれば、母親への手紙にグレンのことも書いたような気はするが……そんなに毎回自分はグレンのことばかり書いていたのだろうか？

「ふふっ、システィもルミアも、随ずい分ぶんとそのグレン先生を気に入っているみたいね？　どんな人なのか、今から会うのがとても楽しみだわ」

「はい、お義母かあ様。とてもいい先生ですよ。ね？　システィ」

「あぅ……そ、その、私は別に……」

　しどろもどろになりながら、なんとか気を落ち着かせようと、飲み物を口に含ふくむシスティーナに……

「ね、二人とも。ひょっとして、そのグレン先生のこと……好きなの？　もちろん先生としてじゃなく、一人の男性として」

　さらにフィリアナが爆ばく弾だんを容よう赦しやなく投じてきた。

「ぶ─────ッ!?　ごほっ!?　げほごほっ!?　お、お、お母様、一体、何、変なこと言って──」

「あら？　貴女達二人も、もうお年とし頃ごろ……立派な淑しゆく女じよよ。恋こいの一つや二つを経験しても、不思議じゃないわ」

　対するフィリアナは屈くつ託たくなく笑う。

「それに恋は少女を美しく成長させるわ。久々に会った貴女達がとても綺き麗れいになっていたから、ひょっとしたら……なぁんて勘かんぐっていたのだけど。本当のところはどうなのかしら？」

　頰ほお杖づえの上のその穏おだやかな微び笑しようはどこか小こ悪あく魔ま的で、悪戯いたずら猫ねこのようだった。

「それは秘密です、お義母様。ご想像にお任せしますね？」

　ルミアはウィンクをしながら、人さし指を立てて唇くちびるを押さえ、余よ裕ゆうの笑みでそう返し……

「ごごごご誤解ですッ!?　わ、私があんなのに、そ、その、こ、恋……とか、ありえないですッ!?」

　システィーナは顔を真っ赤に染めて、ぶんぶんと首と手を振って、遮しや二に無む二に否定する。

「うーん、本当はどうなのかしら？　気になるわぁ……」

　そんな娘二人の愛らしい様子に、フィリアナは楽しそうに破顔して……

「……こ、恋……だとぉ……ッ!?」

　ようやく復活したレナードが、ぶるぶる震ふるえながら、顔を上げた。

「ダメダメダメッ！　恋れん愛あいなんて、お前達にはまだ早過ぎますッ！　お父さん、そんなの絶対に認めませんッ！　しかも教師と生徒だなんて、そんなの倫りん理り的に許されんぞぉ──ッ!?」

「だっ、だから違ちがうって言ってるでしょ!?　変な勘ぐりは止やめてください、お父様！」

「くっそぉ!?　たかが魔術講師の分際で、私の可愛かわいい娘達を二人も誑たぶらかしやがってぇええええ──ッ!?　許さんッ！　その男の家はどこだ!?　燃やしてや──」

「ほら、貴方、落ち着いて」

　こきゃ。かくん。

「まったく貴方ったらそんな仕方のないことばかり言って……私達、この子達くらいの頃ころにはもう、ラブラブだったじゃない」

　白目を剝むいてぐったりとしているレナードに、フィリアナがころころと笑いかけた。

「確か……お義母様は、お義父とう様と学生時代に知り合ったんでしたっけ？」

　眼前の奇き妙みような光景に苦笑いを零こぼしながら、ルミアが話を続ける。

「ええ、そうよ。この人は今でこそ魔導省の官かん僚りようなのだけど、若い頃は一時期、貴女あなた達が通うあの魔術学院の講師を務めていたことがあるの」

「えっ？」

「私はその時、魔術講師を務めていたこの人の教え子なの」

「ちょ──ッ!?　そ、それ初耳なんですけど──ッ!?」

　驚きよう愕がくの新事実に、システィーナが思わず席を立ち、叫さけんだ。

「え、えええ──っ!?　噓うそぉ!?　信じられない！　だって、ということはつまり、お父様って教え子──女子生徒に手を出したの!?　あの厳格で堅かた物ぶつなお父様がそんな──」

「ふふ、あんまりその人を責めないであげてね、システィ。なにせ、私がその人に一方的に恋焦こがれて、押し切るような形で結ばれたのだから」

「う……そ、そうなんだ……お母様って結構、積極的だったんだ……」

　顔を赤らめ、複雑そうな顔のシスティーナ。

「もちろん、学院を卒業するまでは私達、清い関係だったわよ？　え？　卒業してから？　ふふ、聞きたい？」
















「聞きたくない！　両親のそんな生々しい話、聞きたくない──ッ！」

「この人ったら、何も知らないウブなお嬢じよう様だった私をデートの度に人気のない場所へ強引に連れ込んでは──」

「やぁ──めぇ──てぇええええええええええええええ──ッ!?」

　顔を真っ赤に染め上げ、耳を押さえ、頭をぶんぶん振ふり回すシスティーナ。

　フィリアナはいちいち派手に反応する愛娘の姿を楽しそうに眺ながめている。

（それにしても──）

　ルミアは曖あい昧まいに笑いながら、システィーナとフィリアナを見比べ……

（やっぱり、血は争えないのかな？　自分の気持ちに鈍どん感かんなのは、お義父様似なのかもしれないけど……）

　そんなことを思うのであった。

「と、とにかく……当時のフィリアナが可愛過ぎて抗あらがえなかった、私の若気の至りはおいといて──だッ！」

　ようやく復活したレナードが、よろよろと顔を上げ始めた。

「あら？　当時のってことは……今の私は貴方あなたのお眼鏡めがねには適かなわないのかしら？」

「そんなことはない！　お前はあの頃にも増して美しい！　だが、今はそれよりもグレンという男だ！」

　レナードはさらりと年とし甲が斐いもないバカップルぶりを発揮しつつ──

「そのシスティ達のクラスの担当講師……グレン＝レーダスッ！　やはりこの私が直々に見定めてやらねばなるまい……ッ！」

　ぐっ、と握にぎり拳こぶしを固め、宣言する。

「元々、そのグレンとかいう講師が、お前達を教えるのに相応ふさわしい人物であるかどうか見極めてやるつもりではあったが──話は変わった！　こうなったら徹てつ底てい的てきに粗あら探さがししてやる！　もし、そのグレンとかいう男がロクでもないやつだったら……私の全存在を懸かけて、クビにしてやる──ッ！」

「う……」

　そう興奮して息巻くレナードに、システィーナは顔を青ざめさせる。

「あ、あの……お父様？　ちょっと質問があるんですけど……」

「ふっ、なんだね？　システィ」

「ええと……これは、もしよ!?　もしの話！　もし、言こと葉ば遣づかいが悪かったり、立たち居い振ふる舞まいが魔術師らしくなかったり、魔術をバカにしてたり、ローブを着き崩くずしている……そんな人が魔ま術じゆつ講師をやってるとしたら……お父様、どうします？」

「なんだと!?　それはとんでもないやつだ！」

　たちまちレナードが血相を変えた。

「そんなふざけた人物が人を教え導く立場でいるとは……ましてや魔術師の正装であり、誇ほこりであるローブにそのような扱あつかいをするやつ、ロクでなしに決まってる！　即そく、学院から追い出してやる！」

「デ、デスヨネー」

　システィーナは、引きつった顔で、ぶわっと冷ひや汗あせをかいた。

「まさかとは思うが……ひょっとしてお前達の担当講師であるグレンとは、そのような男なのか……？」

「いえいえいえ!?　ち、違うわ！　先生は人格者よ！　人として魔術師として、立派に尊敬できる人です！」

　まさかもひょっとしてもなく、まさしくズバリそうなのだが、システィーナとしてはそう答えるしかない。

「ふん、どうだかな。あまりにも可愛過ぎるシスティとルミアの手前、良い格好しているだけかもしれん。おのれなんて卑ひ怯きような男だ……ッ!?」

「それは流石さすがに親バカ過ぎるでしょ、お父様……」

「となると、やはり私が見定めてやらねば……よし、明日あしたはお父さん、お前達のために一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばるからな！」

「が、頑張らなくていいのに……」

　痛くなってくる頭を押さえ、システィーナは深いため息を吐つくのであった……。




　次の日。

　午前中の授業の休み時間にて。

　システィーナとルミアは学院校舎の中庭にグレンを呼び出し、昨夜のフィーベル邸ていでの件を説明していた。

「なんつーか、凄すげぇ親父おやじさんだな」

　この二人に気をつけてと、システィーナから手て渡わたされたレナードとフィリアナの写像画を半眼で眺めながら、流石のグレンも呆あきれ顔を隠かくせなかった。

「お父様は……普ふ段だんは自分にも他人にも厳しい人格者なんですけど……その……私達が絡からむと、ちょっと頑張り過ぎちゃうっていうか……」

「よくお前みたいな、真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうの堅物が生まれたな？　白しろ猫ねこ」

「……放っておいてください」

　反論できず、ため息で応じる。

「とにかくです！　今日の午後から授業参観ですが、本当に気をつけてくださいね!?　前にも言いましたが、学院内におけるフィーベル家当主の発言力はとても大きいんです！　クビになりたくなかったら──」

「別にそれでもいいんだけどな……」

「え？」

　グレンの何気ない返しに、システィーナは心が凍いてつくのを感じていた。

　そういえば、すっかり忘れていた。

　グレンは大の魔術嫌ぎらいで……非常勤講師だった頃は、一刻も早くクビになりたがっていたことを。

　ゆえに今回のこの機会を利用して、グレンが学院を去ることを選せん択たくしても、まったく不思議ではないのだ。

　その可能性に気付いたとき、システィーナはなぜか、胸が潰つぶれんばかりの焦しよう燥そう感かんを覚え──

「……と、以前まではそう思ったんだろうがな……ったく、しゃーねぇ。面めん倒どう臭くせぇが、今日一日だけは真面目ぶって講師やってみるか……」

　続くグレンの言葉に、システィーナは無意識のうちに、ほっと胸をなで下ろしていた。

　そんなシスティーナの様子を、ルミアは、微笑ほほえましく見守っている。

「ふ、ふん。その気になってくれたようで何よりだわ。貴方がいなくなるとルミアが悲しむことになるし……」

「はは、なんだそりゃ」

「とにかく、今から私が言うポイントをしっかり押さえて、今日は授業参観に臨んでください、いいですか？」

「はいはい」

「まず、授業参観中は魔術師に相応しい言葉遣いよ？　いつもみたいな、粗そ野やな言葉遣いはダメです！」

「へーいへい、魔術師に相応しい言葉遣いね」

「それから、魔術師らしい立ち居振る舞いをすること！　どんなことに対しても魔術師として対応するの！　わかった!?」

「ふーん、魔術師らしい対応……と」

「後、魔術をいつもみたいにバカにしちゃダメよ？　魔術は崇すう高こうなものだということを授業参観の間だけでも意識すること！」

「はいはいはいはい……」

「特にローブは大切にね！　いつもみたいにだらしなく着崩すなんてもっての外よ！　本来、ローブは魔術師の正装であり、誇りなんだから！」

　システィーナはグレンの、袖そでに両りよう腕うでを通さず適当に肩かたに羽織られたローブを見ながら、そう指し摘てきするが……

「ふっ、それだけは駄だ目めだな。これは俺の魔術に対するアンチテーゼの表れなわけで……」

「子供ですか、貴方は!?」

「な、なんだとぅ!?」

　もう時間もないというのに、目の前で喧けん々けん囂ごう々ごうの不毛な喧けん嘩かを始めるグレンとシスティーナを前に。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかなぁ……」

　ルミアは不安げな表情を堪こらえきれなかった。




　昼休みを挟はさんで午後となり。

　とうとう、グレンのクラスの授業参観の時間が近づいてくる。

　二年次生二組の教室には続々と、生徒達の保護者が集まってきていた。

　生徒達はやってきた保護者達と、思い思いに話している。

「そろそろ時間だね……先生がやってくるよ」

　ルミアが機械式の懐かい中ちゆう時計を見ながら、呟つぶやいた。

「ああ、もぅ……あいつ、本当に大丈夫かしら……？」

　グレンに対しては色々とプロデュースをしてやったが、今からもう不安で不安で仕方ない。

　ちなみに。

　システィーナの両親もすでにやってきており、特にレナードはクラスに姿を現した当初、そのいかにも紳しん士し然とした威い風ふう堂どう々どうたる容よう貌ぼうと貫かん禄ろくに、保護者達からも生徒達からも一目置かれていたのだが……システィーナとルミアの二人を目もく撃げきした瞬しゆん間かん、年甲斐もなく大はしゃぎし始めたので、フィリアナに絞しめ落とされ、今は教室の隅すみでぐったりとしていた。

　今では周囲の生徒達からくすくすと生温かい笑いが集まって、システィーナは恥はずかしくて仕方なかった。

　──と、その時である。

　教室前方の扉とびらが開き、グレンが入ってきて──

「ようこそ、保護者の皆みなさん。僕がこのクラスの担当講師グレン＝レーダスです。どうかお見知りおきを」

　壇だん上じように立ったそのグレンの姿に、生徒達が皆、一様に啞あ然ぜんとした。

　いつもの雑な頭とう髪はつは整せい髪はつ用の香こう油ゆでしっかりと撫なで整えられ、目元には銀ぎん縁ぶちの丸眼鏡めがね。ローブはかっちりと着こなし、言葉遣いも立ち居振る舞いも丁てい寧ねいで洗練されていて──まるで若き賢けん者じやの風格を漂ただよわせる、グレンのその姿。

「おお！　あの堂々とした若者が、このクラスの……」

「まだ若いのに立派なもんじゃ……」

　そのいかにも知的な好青年ぶりに、何も知らない保護者達からは、感かん嘆たんの吐と息いきが上がるが──

「──ぶふっ!?」

「ぷっ……せ、先生……ッ！　そ、それはズルい……よ……ッ！」

「だ、ダメだ……お腹なか痛い……ッ！」

　クラス中のあちこちから、そんな嚙かみ殺ころしたような震ふるえ声ごえが、微かすかに聞こえてくる──
















　その時。

（ちくしょー、お前らぁ……ッ!?）

　引きつる頰ほおを必死に抑おさえながら、グレンは心の中でそう呻うめいていた。

　見ればシスティーナまで周囲の生徒達と一いつ緒しよにお腹を抱かかえて震えている。

（つーか、白猫ッ！　お前まで笑ってんじゃねーよ!?　お前がこうしろっつったんだろうがぁ!?）

　グレンが叫さけびだしたいのを、必死に堪えていると……

　ばしゃっ！

　教室の隅で妙みような音がした。

「……ん？」

　グレンがその音がした方向へ目を向けると──

「げ!?」

　そこにはなぜか、学院の魔ま術じゆつ教授であり、グレンの師し匠しようで親代わりでもあった女性──セリカが立っていた。

　セリカは風景を撮さつ像ぞうする箱のような装置──射しや影えい機を教室の隅に設置し、そのかたわらでグレンに向かって、得意げな顔でサムズアップしている。

（って、なんでお前まで参加してんだよセリカぁあああ──ッ!?　つーか、そんなもん、そんな場所に設置しやがって、何考えてんだ!?）

　そんなグレンの胸中など露つゆ知らず、セリカはグレンの姿をじっと見つめて……やがて肩を小刻みに震わせ……

「……ぷっ！　くすくす……あははっ！　あっはっはっはははははははははははははははははは──ッ！」

　保護者達の訝いぶかしげな視線が集まるのも気に留めず、セリカは腹を抱えて大笑いを始めるのであった。

（帰れよッ!?）

　今のグレンには、朗らかな表情のまま拳こぶしを握にぎり固めることしかできない。

　そして──

「ふん、人目も憚はばからず人前で大笑いとは……まったく非常識で、はしたない輩やからもいたものだ」

　いつの間にか復活していたレナードが、笑い転げるセリカを冷ややかに一いち瞥べつしていた。

（む、あのオッサンが白しろ猫ねこの……さっき写像画で見た……）

「あの金きん髪ぱつの女性……誰だれの保護者かは知らぬが、あのような輩に保護監かん督とくされている者など、どうせロクなやつではあるまい……状じよう況きようが状況なら学院に在ざい籍せきする資格を問うてやりたいわ」

（って、まだ何もしてないのに、いきなり心証、下がってる!?　くっそ、セリカのやつぅううう──ッ!?）

　頭が痛くなってくる。

（ああ、もう！　なんか始まる前から嫌いやな予感しかしねーぞッ!?）

　引きつる頰を必死に抑え、グレンは一同に向き直って言った。

「本日は授業参観にお集まり頂き、誠にありがとうございます。保護者の皆様方には、生徒達が普ふ段だんどのように過ごされているか、その目でご覧になる良い機会にっな──っ、がりっ──[image: ～][image: ～]ッ!?　ひ──ぃなぁれぇばと思ひます……そ、それでは早速、授業を開始ひたいと思ひます……」

　やや涙なみだ目めになって口元を押さえつつも、取り繕つくろった慣れない口上を必死に続けるグレン。

「ぷっ。い、今、嚙んだよね……？」

「な、慣れないことするから……」

　笑いを堪えるのに一苦労な生徒達。

　クラスに蔓まん延えんする、どこか妙な雰ふん囲い気きに首を傾かしげる保護者達。

　いつ暴発するかわからない爆ばく弾だんを抱えながら、本日の授業参観は始まるのであった。




　今回の授業参観は座学系の授業を前半に行い、実じつ践せん系の授業を後半に行うというスケジュールになっている。

　まずはその前半。

　運動とエネルギーを操る黒魔術の理論を学ぶ『黒魔術学』の授業である。

　生徒達はいつも通りに着席し、保護者達は教室の後方に寄り集まり、授業は始まった。

　そして、グレンの感じた嫌な予感は見事に的中する──

「ねぇねぇ、皆さん、今の先生の解説を聞きました？」

　グレンが魔術理論の解説をする最中、ことあるごとにセリカが嬉き々きとして周囲の保護者達に話しかける。

「なんて見事な解説なのでしょうか。いやぁ、あの講師、まだあんなに若いのにあそこまで魔術に対する造ぞう詣けいが深いなんて凄すごいことだと思いませんかね？　私は思いますね。いや、本当に大した若者だと、うんうん」

　困こん惑わくする周囲の保護者達を相手に、そんな白々しいことを、セリカは得意げな表情で延々とのたまっている。

「いやー、大したものだ。一体あの講師は誰に師事したんだろうなー？　きっと立派な師匠に師事したに違ちがいないのだろうなー？　あの講師を指導した師匠も、きっとあの講師のことを誇ほこりに思っているんだろうなー？　ホント誰なのかなー？　気になるなー？」

　──うぜぇ、帰れよ。壇上のグレンはいかにもそう言いたげに、頰を引きつらせかけ、必死に堪こらえる。

「ぐぬぬぬ、おのれ……」

　一方、粗あら探さがしをしようと構えていたレナードは、グレンが自分の想定していた以上に優れた授業をすることに焦じれたらしい。

「先生、質問があります！」

　そんなことを言って、レナードが手を挙げ始める。

　──なんでやねん。壇上のグレンはいかにもそう言いたげに、頰を引きつらせかけ、必死に堪える。

「グレン先生は今、三属呪じゆ文もんが根本的に同じものと言ったが、おかしくはないか？　今の説明では導力ベクトルは根源素オリジン中の電素エトロンの振しん動どう方向と流動方向の二つしかないぞ？　どうやってその二つで三属の呪文を構成するのだ？」

「ええ、それを今から説明するところでした。三番目のベクトルは──実は電素エトロンの振動現象の停てい滞たいする方向、なのです」

「ぬ……」

「つまり、電素エトロンの振動運動には振動加速方向と振動停滞方向の二つがあるのです。これがそれぞれ炎えん熱ねつと冷気の二属エネルギーとなるのです」

「ちっ、知ってたか……若造め」

　忌いま々いましそうに引き下がるレナード。

（ちょ……お父様……それ、あからさま過ぎるでしょ……大人げない……）

　頭を抱えるシスティーナ。

　そして……

「やれやれ、授業の邪じや魔まとは、誰の保護者か知らんが恥はずかしいやつだな」

　なんとなくレナードの意図を察したらしいセリカがこめかみに青筋を浮うかべ、挑ちよう発はつ的にため息を吐ついてみせる。

「しかも話を最後まで聞かずに早とちりとは……お前のような大人に保護監督されるやつは、さぞ恥ずかしく思っているだろうよ」

「なんだと!?　私はあの子たちにとって、胸を張って誇れる立派な父親だ！　あの子たちが私を恥ずかしいなどと思っているわけがない！」

（ごめん、お父様。すっごく恥ずかしい……）

（ごめんなさい、お義父とう様。流石さすがに擁よう護ごできないです……）

　心の中で突つっ込こむ二人の娘むすめ達。

「大体、恥ずかしさを問うなら貴女あなたのような女に言われたくないわ！　なんだ、射影機まで持ち出して！　誰の保護者か知らんが、貴女に保護監督される者が可哀かわい想そうだな！　さぞ恥ずかしい思いをしていることだろう！」

「何を馬ば鹿かな。私はあの子にとって理想の母親だよ。あの子が私を恥ずかしく思うなんて、ありえないね」

（いや、恥ずかしいから。わりとマジで帰れ）

　心の中で突っ込むグレン。

「ぐぬぬぬ……」

「ふん！」

　視線で火花を散らし始める二人。

　それからも……

「貴様！　今のはシスティの得意問題だぞ!?　なぜシスティを指さなかった!?　活かつ躍やくさせない気か!?」

「え、ええー……？」

　そして、システィーナを指したら指したで……

「貴様ぁッ!?　今、なぜ、システィを指した!?　まさか問題を間ま違ちがえさせて、恥はじをかかせる気かッ!?」

「……どうしろと？」

　何かといちいちうるさいレナード。

　そして、教室の隅すみでは。

　ばしゃっ、ばしゃっ、ばしゃっ！

　どん引きの周囲をガン無視して、セリカがグレンの姿を射影機で撮像しまくっている。

（あの女ぁ……ッ!?）

　心底摘つまみ出したい。だが、今は他人の振ふりをしなければ拙まずい。

（ああああ、くそ、なんなんだこいつら、胃が痛いてぇええええ──ッ!?）

　そして、そんなセリカを見たレナードは……

「ち……誰の保護者かは与あずかり知らぬが……我が子の晴れ舞ぶ台たいを形に残しておきたいという保護者としての思いは本物ということか……ッ！」

　なぜか往年の好敵手を見るような目つきに変わっていき……

「ふっ」

　セリカがそんなレナードになぜか挑発的な笑みを向け……

「くそ、負けてたまるかぁぁあああああああああああああ──ッ!?」

　いかなる魔ま術じゆつを使ったのか、レナードもいきなり、どこからともなく大きな射しや影えい機を取り出して──

（って、アンタなんでそこで張り合っちゃうわけぇええええ──ッ!?）

「ちょ──そ、それだけは止やめてお父様ぁあああああああ──ッ!?」

　グレンが頭を抱かかえ、システィーナが顔を真っ赤にして叫さけんだところで──

　こきゃ。かくん。

　フィリアナがニコニコしながら、夫を絞しめ落としていた。

「ふふ、続けて」

「アッハイ」

　にこやかに笑うフィリアナの、異様な迫はく力りよくに気け圧おされながら、グレンはすごすごと授業の続きに入る。

　そんなこんなで、ようやっと授業参観前半戦は終しゆう了りようしたのであった。




「グレン先生……とても聡そう明めいで紳しん士し的な御お方かただったわね、貴方あなた」

　次の授業が始まる前の休み時間。

　教室の隅で、フィリアナはにこやかに夫のレナードへ話しかけていた。

「教え方もとても上手だし、何より生徒達のことをよく見ていらっしゃるわ。ふふ……あの子達は良い恩師に恵めぐまれたみたいね」

　だが、対するレナードは不ふ機き嫌げんそのものだ。

「……ふん。グレン＝レーダス……どうもあの男は気に食わん」

「まぁ……まだ、そんなこと言って。貴方もいい加減、子こ離ばなれを……」

「違う。確かに娘達の件があることは否定せんがな」

　そう言うレナードの顔は不機嫌だが、どこか真しん剣けんでもあった。

「グレンとやら……確かにあの若さで大した教師のようだったが……あの男、あれが本当に本性か？」

　そう語るレナードの顔は親バカのものではない。帝てい国こくの国政の一いつ端たんを担う切れ者の顔であった。

「私には、あの男がどうにも猫ねこを被かぶっているような気がしてならない。そんな男を信しん頼らいしていいのか？　娘達を任せていいのか？　無論、教師としてという意味だがな！」

　だが、そんな夫をフィリアナは穏おだやかに諫いさめる。

「まぁまぁ、そう言わずに。こんなにたくさんの保護者達の前だもの。普ふ段だんと異なる立たち居い振ふる舞まいも致いたし方かたないわ」

「それは、そうだが……むぅ」

「それにまだ授業参観は終わりじゃないわ。気になるなら、じっくりと見定めてみればいいんじゃなくて？」

「……そうだな」




　そして、授業参観後半。

　実践系──魔術を使用した戦せん闘とう経験を積む『魔術戦教練』授業が始まる。

　生徒達と保護者達は教室を出て、学院の敷しき地ち北東部にある魔術競技場にやってきていた。

　本日の競技場は『荒あれ地ち』の設定にしてあり、足場の悪い荒こう野やが荒こう涼りようと広がっていた。

「そのような時が来ないことを願ってはいますが……生徒達の皆みなさんが魔術師である以上、他者との戦いを避さけられない……そんな時がやってくる可能性は、残念ながら否定できません」

　グレンは競技場の真ん中で整列する生徒達の前で、講こう釈しやくを始める。

「歴史的な事実として、魔術と闘とう争そうは切っても切れない縁えんがあり、生徒達諸君もそれをよく自覚し、いざという時に魔術師として自分が何をできるのか、どこまでやれるのか……それを知っておかなければなりません」

　保護者達はそんなグレン達を、競技場の端はしの方で遠巻きに眺ながめている。

「この授業の意義を再確認したところで、本日は戦闘訓練用のゴーレムを相手に、魔術を使用しての戦闘訓練を行ってみましょう」

　そう言って、グレンはかたわらに立っていた、人の姿を模したゴーレムの肩かたを、ぽんと叩たたく。

「先生ー、ゴーレムの戦闘レベル設定は、どのくらいですか？」

「そうですね……戦闘レベル１が、一いつ般ぱん的な成人男性の平均的な身体能力設定ですから、ゴーレム相手の戦闘訓練は初めてだということも加味して、今回はレベル２でやってみましょう」

「ぇえええええええ──っ!?　まさかの戦闘レベル２[image: ～][image: ～]ッ!?」

　水を差すようなグレンの宣言に、主に血気に逸はやる一部の男子生徒達から不満げな声が上がった。

「先生、戦闘レベル２と言えば、喧けん嘩か慣れした町のチンピラレベルらしいじゃないですか！」

「そうだそうだ！　それじゃつまんないです！　せめて戦闘レベル３くらいにしてくださいよ！」

「……やれやれ」

　グレンは辟へき易えきしたように息を吐つく。やっぱりなんだかんだで両親の手前、いい恰かつ好こうしたい生徒もいるらしい。

「確かに魔術師とそうでない者の間には歴然とした差があります。しかし、ある程度正式に戦闘訓練を積んだ者とそうでない者の間にも歴然とした差があるのも事実です」

　そう語るグレンの表情は、いつになく真剣だ。

「戦闘レベル３は帝国軍一般兵の平均と言われています。町の喧嘩慣れしただけのチンピラとは次元が違ちがいます。先生の私見ではレベル３でも多分、問題なく対処できる生徒も何人かいますが……」

　グレンはシスティーナ、ギイブル、ウェンディ、カッシュらの顔をちらりと流し見る。

「とりあえず、今日はレベル２で『戦闘』そのものを経験してください。相手が魔術師でない一般人だとしても、敵意をもって襲おそいかかってくる相手がいかに恐おそろしくて手て強ごわいか……ルールに縛しばられた魔術戦の『試合』とはまた違った難しさを実感できるでしょう」

　一部生徒達の不満げな表情を受け流し、グレンはゴーレムの設定にとりかかる。

　魔術師の戦闘訓練用に開発されたこのゴーレムは、ちょこっとルーンを後頭部に書くだけで、誰だれもが簡単に戦闘レベルを設定できる便利な代物だ。

　このゴーレムには人間が実際に行動不能になる程度の攻こう撃げきを受ければ動作が停止するという機能があり、そもそも起動者の令呪コマンドでいつでも停止できるので、いざという時のフォローも容易たやすい。『魔術戦教練』の授業では、よく使われているゴーレムなのである。

　だが、グレンが戦闘レベル２の設定を施ほどこしているその時だった。

「こらぁあああ──っ!?　ゴーレムを使った戦闘訓練だとぉっ!?　それ危なくないのか!?　それで万が一、私の可愛かわいいシスティとルミアが傷物になったら、貴様、どう責任取ってくれるつもりだぁあああッ!?」

「ち……まーた、モンペが暴れだしやがった……」

　外野で再びレナードが騒さわぎ始めて、グレンはため息を吐いた。

「……う、ごめんなさい、先生」

　流石に申し訳なさそうにシスティーナが謝る。

「ま、まぁ、仕方ありませんね……それだけ貴女あなた達二人のことが大切なのでしょう。僕はちょっと、保護者の皆様方に説明をしてきます」

「あっ、先生。なら私達も行きます」

「そうね。私達からも説明した方が、お父様の説得も容易いでしょうね」

　ルミアとシスティーナがそう言って、グレンについていく。

「助かります。それでは二人とも、よろしく。他の生徒達の皆さんは準備運動を進めていてください。それと一応念を押しておきますが、僕が帰ってくるまで、くれぐれもゴーレムには触さわらないように！　いいですね！」

　そして、そう言い残して、グレンは保護者達の方へと向かうのであった。




　一方、準備運動中の生徒達の中で。

「なぁ、カイ」

「どうした？　ロッド」

「やっぱ、戦闘レベル２じゃつまんねえよな？」

「まぁな。なんていうか戦い甲が斐いがないっていうか……ひょっとして先生って俺達を見くびってるのかな？」

「だよなー？　あーあ、せっかく母ちゃんにいいとこ見せられると思ったんだけどなぁ……」

「なぁ、ロッド。先生はゴーレムに触るなって言ったけどさ……」

「……お？」

　ひそひそとカイがロッドに耳打ちする……。




「私も娘むすめ達も魔術師だ！　怪け我がをするようなことはさせるなとまでは言わん！　だが本当に大だい丈じよう夫ぶなのか!?　もしシスティとルミアに万が一のことがあったら私、泣くぞ!?」

「だから大丈夫だって、先生が何度も説明してるじゃない……」

　グレンとレナードのやり取りの間で、システィーナはうんざりしながらため息を吐いていた。

「貴方の仰おつしやるとおり、レベル３以上にすると今の生徒達にはまだ危険です。ですが、そんなことは僕の教師としての誇ほこりにかけてさせませんから、安心してください」

「ねぇ、お義父とう様。グレン先生は私達に本当に命に関わるような危険なことを強いるような人じゃないですよ？　だから安心して、ね？」

「そうよそうよ」

「ぐぬぬぬぬ……」

　愛まな娘が揃そろってグレンの味方をするこの状じよう況きように、レナードが羨うらやましそうに悔くやしそうに歯は嚙がみして……

「もう、貴方ったら……」

　フィリアナがいつものように、レナードを絞しめ落とそうと、音もなくレナードの背後に立った──その時。

「せ、先生！　た、大変ですッ！」

　小こ柄がらな女子生徒──リンがグレンのもとへ駆かけ寄ってくる。

「どうしましたか？　リン」

「そ、その……ロッド君とカイ君が勝手にゴーレムを弄いじり始めて……なんか設定を変えるとか言ってて……ッ！」

「なんだと!?」

　グレンが血相を変えた、その瞬しゆん間かん。

「「うわぁあああああ──ッ!?」」

　男子生徒達の悲鳴が上がった。

　グレンが振ふり返れば、恐らく間ま違ちがえて起動させてしまったのだろう訓練用ゴーレムが腕うでを振り回し、ロッドとカイを吹ふき飛ばしていた。

「ひ、ひぃいいい!?　助けて!?」

「レベル３の動きがこんなに速いなんてぇ──ッ!?」

　地面を転がる男子生徒二人に、ゴーレムがさらに襲い掛かかろうと、腕を振り上げて──

　突とつ然ぜんのことに、周囲の生徒達も、保護者達も一いつ瞬しゆん、我われを忘れて呆ぼう然ぜんとするしかなく──

「馬ば鹿かヤロォオオオオオオ──ッ！」

　そして誰よりも早く、グレンが動いていた。

　シュバッ！　と鋭するどく空気を切り裂さく音が呻うなり──

　がぁんっ！　と盛大な音を立てて、ゴーレムが仰のけ反ぞっていた。

「え!?」

　システィーナが目を瞠みはる。

　グレンが地面の石を投げ、今まさに生徒達に襲いかからんとしていたゴーレムの頭に見事当ててみせたのだ。

　呆あつ気けに取られるシスティーナを他所よそに、すでにグレンは猛もう然ぜんとゴーレムへと駆け出し、あっと言う間に生徒とゴーレムとの間に割って入っている。

「お前ら全員下がれッ！　早く！」

　グレンの鬼き気き迫せまる一いつ喝かつにようやく時間が動き始めた生徒達が、ばらばらとゴーレムから逃にげ始める。

「こっちだ、こっち来やがれ！　俺が相手だ、このデクノボーがッ！」

『ゴォオオオオオ──ッ！』

　グレンを新たな標的と認識したのか、ゴーレムがグレンに両腕を振り上げ、物もの凄すごい速度で襲い掛かってくる。

　対するグレンは、眼鏡めがねを捨て──

「しぃ──ッ！」

　鋭いステップと共に、軽けい捷しような左ジャブで正確無比にゴーレムの顔面を突ついて、足を止め──

「──シャ！」

　続く閃せん光こうのような右ストレート一いつ閃せん。

　グレンの右拳こぶしが砕くだける音と共に、ゴーレムが派手に吹き飛ばされた。

「──うぐ!?」

　グレンが苦痛に顔をしかめる。拳の骨が折れるのは当然だ。このゴーレムの基本材質は金属であり、それを魔ま力りよくの付呪エンチヤント強化なしの裸ら拳けんで殴なぐったのだ。

　だが、その一いち撃げきで人間が行動不能になるダメージを優に与あたえることができたらしく、ゴーレムは倒たおれたまま沈ちん黙もくし、機能を停止した。

「先生！　ロッド君！　カイ君！」

　法医呪文ヒーラー・スペルが得意なルミアが、慌あわてて負傷した三人へと駆け寄っていく。

　見れば、ロッドもカイも腕や足を痛めているようだが、無事だ。

（……ほっ。良かった……）

　システィーナも胸をなで下ろしながら、ルミアの後を追って、グレンの元へと駆け寄ろうとするが……

（あ、あれ……？　そういえば……）

　ふと気付く。気付いてしまった。

（ま、魔ま術じゆつ師しのくせに、呪じゆ文もんを唱える前に石を投げる、殴る……これって魔術師の対応としてどうなの……？）

　あの急場で仕方ないことといえば、仕方ないことなのかもしれないが……

　ちらりと様子を窺うかがえば、レナードはそんなグレンを前に、露ろ骨こつに顔を引きつらせていた。

　そんなレナードなど露つゆ知らず。

「ったく、俺が来るまで触るなっつったろう、このバカちん！」

「ご、ごめんなさい、先生……」

（なんだか、口調もいつもの粗そ野やな感じに……魔術師に相応ふさわしくない言葉遣づかいに戻もどっちゃってるし……）

　また、ちらりと様子を窺えば、レナードはそんな姿のグレンを前に、こめかみにぴきぴきと血管を浮うかせているようだった。

（これ怒おこってない!?　怒ってるよね!?　ま、まずいわ！）

　システィーナが慌てて、グレンへと駆け寄っていく。

「先生ッ！　ちょっと──」

　だが。

「はぁ[image: ～][image: ～]？　お袋ふくろさんにいいとこ見せたかったぁ[image: ～][image: ～]？　ったく、お前らアホだなぁ、魔術ごときにムキになってんじゃねーよ……」

（え、ちょ──ッ!?　待っ──）

「こんな下らねーもん、命かけて見栄張るほどのもんじゃねーだろ？」

（きゃ──ッ!?　魔術を軽視する問題発言が入りました──ッ!?）

　まずい。

　一刻も早く止めないとまずい。

「先生……右手が……」

「俺はどうでもいい、こんなのかすり傷だ。それよりもこいつらだ」

　心配そうな目を向けてくるルミアを他所に、グレンは倒れているロッドとカイの傍かたわらに膝ひざをつき、その容態を確認し始める。

「カイの足は大丈夫だな。転てん倒とうしたときに軽く捻ひねっただけだ。だがロッドの腕は……ちっ、こりゃ折れてるな。しゃーねぇ……」

　グレンは纏まとっていたローブを脱ぬぎ、その端はしに両手をかけて──

「ちょ──先生、まさか!?　ま、待って──ッ!?」

　システィーナの制止の声も虚むなしく。

　ビリビリビリビリ──ッ！

　グレンはなんの躊躇ためらいもなく、ローブを引き裂いていた。

（きゃああああ──ッ!?　やっちゃったぁああああああああ──ッ!?）

　システィーナは頭を抱かかえた。

（よりにもよってローブに！　魔術師の誇りであるローブに！　お父様の前で、それやる!?　やっちゃう!?　あわわわわわわ……）

「凄すげぇ痛いが我が慢まんしろよ？」

「あ、あだぁあああああ──ッ!?」

　グレンがロッドの折れた腕に、布切れとなったローブを手際よく巻きつけて締しめ上げ、折れてズレた骨を強引に元に戻す。

「よし、後は医務室のセシリア先生に治ち癒ゆの魔術をかけてもらえば……」

「ロッド！　グレン先生ッ！」

　そうこうしているうちに、恐おそらくロッドの保護者であろう、少し太めの女性が駆けつけてくる。

「も、申し訳ございませんっ！　うちのバカ息子むすこが勝手なことを──ッ！」

「いや、謝るのはこっちです。すんません、俺の監かん督とく不行き届きです」

「そんな……どう見ても今のはうちのバカ息子が余計なことしたのが悪いんです！　ああもう、この子ったら……先生にまで怪我をさせて……ッ！」

「ご、ごめんよ、母ちゃん……先生」

「ははは、俺なら大丈夫っすよ。手を軽く擦すりむいただけですし、ほら」

　からからと笑いながら、グレンは折れた右手を瘦やせ我慢で振ってみせる。

「まぁ、お袋さんにいい所見せたかったんでしょ。俺達が怒るまでもなく充じゆう分ぶんに反省しているみたいだし、そう怒らんでやってください」

「でも、先生の大切なローブが……」

「え？　やだなぁ、んなもん、しょせんタダの服っすよ？　後生大事にするもんでもないっすよ、バカバカしい」

「あの……先生？　もう止やめよう？　そろそろ止めよう？　ね？」

　システィーナがグレンとレナードをぶんぶん首を振って見比べながら、脂あぶら汗あせをだらだら流している。

（お、怒ってる……ッ!?　お父様、すっごく怒ってるッ!?）

　見れば、レナードの顔色はすでに真っ赤だ。

（もう、なんなのよ!?　せっかく今まで上手うまくいってたのに!?　突然のトラブルとはいえ、先生ならもっと他に上手いやりようがあったでしょ!?　どうして最後の最後で、いきなり全部やらかしちゃうのよ、このバカバカバカ──ッ!?）

　そして。

　保護者と何人かの生徒達に付き添そわれてロッドやカイが医務室に向かったところで……

「やーれやれ、一件落着かな」

　グレンがいつもの調子で、ずたぼろになったローブをだらしなく、ばさりと肩かたに羽織り──

「あ、ルミア。後でこっそり回復頼たのむわ。ちょい見栄を張っちまって……実は泣きたいくらい手が痛いてぇ……」

「あの、先生……それよりも……」

　ルミアが気まずそうに後方を指さす。

　その方向を見て、ようやくグレンは今まで自分がやっていたことに気付いたらしい。

「…………あ」

　見れば、グレンのこれまでの紳しん士しっぷりからは想像もつかないほどの豹ひよう変へん振ぶりに、保護者勢は一様に困こん惑わくしているようであった。

「えーと、こほん……」

　グレンは気まずそうに、咳せき払ばらいを一つして生徒達に向き直り……

「えー、と、とまぁ、今、悪い魔術師の見本を実じつ践せんしてみせたわけですが、本来、こういう場合に魔術師が取るべき正しい態度とは──」

「先生……その言い訳は流石さすがに苦しいんじゃない……？」

「えーと……アウトかな？　俺」

「多分、アウトでしょうね……あんなに言ったのに……」

　そう呟つぶやいて、システィーナは涙なみだ目めでがっくりと肩を落とすのであった。

　そして。

「……グレン、と言ったな」

　鬼おにのような形相のレナードが、グレンに詰つめ寄ってくる。

「それが貴様の本性というわけか」

「あー、いやー、そのー、ふ、普ふ段だんはボク、もうちょっと真ま面じ目めなんですよ？　もうちょっとだけ……ハイ」

「やかましい！　男が言い訳をするんじゃないッ！　なんなんだ貴様、あの対処は!?　貴様がそのような魔術師らしからぬ対処をするから──」

　激げつ昂こうしかけたレナードに。

「ちょっと待って、お父様！」

「そ、そうです！　考え直してください！　先生は私達のために──」

　慌ててシスティーナとルミアがグレンの擁よう護ごに入ろうとするが──

「おかげで、うちのシスティとルミアの活かつ躍やくが見られなかっただろう!?」

「「「……は？」」」

　レナードの意味不明の言葉に、三人とも目が点となった。

「せっかく無茶をしたクラスメートを助けるために、颯さつ爽そうと呪文を唱えてゴーレムを打ち倒すシスティの姿が見られると思ったのに、それを貴様という男はぁあああああ──ッ!?」

（……怒るとこ、そこかよ）

「さっきの怪け我がの手当てにしてもそうだ！　うちのルミアの法医呪文ヒーラー・スペルと医い療りよう技術は、ちょっとしたプロ顔負けなんだぞ!?　なぜルミアにやらせなかった!?」

（……もう、なんなんだ、このオッサンは……）

　救いを求めるように、グレンが周囲に視線を彷徨さまよわせるが……

「どうです？　皆みな様方。実はですね、あの子が私の愛まな弟で子しのグレンなのですよ。ふふ、中々、カッコいい男でしょう？　教え子達を守るためなら、あの子は──」

　どん引きの保護者達の間で、セリカが誰だれ得弟子自じ慢まんを展開していて──

（だからセリカ。お前は帰れ）

　脱だつ力りよくしきったようにグレンは深い息を吐はく。

　そして……

「ふん！　貴様に言ってやりたいことは他にも色々とあるが──」

　レナードはグレンの目を値ね踏ぶみするかのように真まっ直すぐと覗のぞき込こんで。

「まぁ、いい目をしている」

「……え？」

　思わぬレナードの言葉に、グレンが目をぱちくりしていると……

「先生。うちのシスティーナはその類い稀まれなる才ゆえに、知らず天てん狗ぐになるところがある」

「は？」

「ルミアは、実はかなりの才を持っていながら、周囲を立てる心優しさのあまり、自己主張に欠け、それが才の成長を妨さまたげている部分がある」

「……へ？」

「二人を上手く指導してやってくれ」

　そう言い捨て、ほんの少しだけ頭を下げると、レナードはふいっとそっぽを向き、すたすたと去っていく。

　話の前後が読めず、グレンが困惑していると。

「ふふ、素直じゃない人」

　今度は穏おだやかに微笑ほほえむフィリアナがグレンの元にやってきた。

「先生。これからもシスティーナとルミアをよろしくお願いしますね？」

「え、えーと？　話が読めないのですが……その、貴女あなた達は……怒ってらっしゃらないのでしょうか？」

「怒る？　どうして？」

　くすりと笑い、フィリアナはおかしそうに小首を傾かしげた。

「私も、あの人も、怒おこる理由はまったくないわ」

「は、はぁ……？」

　そう言い残して、フィリアナはレナードの背をしずしずと追った。

「どういうことなんだ？　なんか聞いてた話と随ずい分ぶん違ちがうような……？」

「わ、わからないわ……お父様なら絶対、怒るはずなのに……」

　こうして、この後も困惑を抱いだいたまま、授業参観は続いて。

　セリカは相変わらずだが、レナードは目に見えて大人しくなって。

　結局、今回の授業参観は、拍ひよう子し抜ぬけするくらい、何事もなく無事に終わったのであった。




「……良い先生でしたね」

　授業参観の帰り道。フィリアナとレナードは寄り添そうように並び、帰路についていた。

「……ふん。どうだかな」

「あら、貴方あなた……ひょっとして昔を思い出してた？」

「そう……だな。私が官かん僚りようになる前……魔ま術じゆつ講師時代を少し、な」

　察しのよい妻に、レナードはほんの少しだけ険しい表情を緩ゆるめた。

「フィーベル家の嫡ちやく男なんである貴方は家の掟おきてに従って、ただの魔術師に収まるのが嫌いやで、随分と反発してたわ」

「……そうだったな。父上……システィにとっては祖父……尊敬はしていたが、それでも私は家に縛しばられず、自分の道を行きたかった」

「それで貴方は家を飛び出し、官僚試験を受けるために、当面の生活費を稼かせぐ目的で魔術講師になった……」

「ああ、そのとおりだ」

「けれど貴方、講師が腰こし掛かけだったせいか、最初は随分と不真面目でいい加減な授業をしてたわ。当時の私はそれを随分と不満に思ったものです」

「私とお前は、そういえばよく喧けん嘩かしていたな。お前も生きつ粋すいの魔術師の名家のお嬢じよう様だったからな……」

「有体に言えば、あの頃ころの貴方は……ふふっ、そう、ロクでなしだったわ。自分がどれだけ恵めぐまれた立場にいるのかも理解できず、子供っぽく家に反発しているだけの、ね」

「……う、ぐ。いや、そ、それはすまなかった……あの頃はその……私も若かったんだ……」

「でも、講師を続けていくうちに、貴方も段々真面目になって、態度や言葉遣づかいは悪くても、なんだかんだで生徒思いで……いざ、生徒達のためとなれば、魔術師の体面なんて気にもとめずに必死になって……そう、今日のグレン先生のようにね。そんな貴方を私は……」

「…………」

「うふふ、あのグレンという方、貴方の若い頃にそっくり。あの子達が気に入るのもわかる気がするわ」

「ふん、冗じよう談だんじゃない。あんなふざけた男と私が似ていてたまるか」

　ころころと笑うフィリアナに、レナードが不ふ貞て腐くされたように応じる。

「とにかく！　あんな男に私の可愛かわいい娘むすめ達は絶対に渡わたさんからな！」

「はいはい」

　不ふ機き嫌げんそうなレナードの言を、フィリアナは穏やかな表情で受け流すのであった。



















　肌はだを刺さすような寒気と、斬きりつけるように吹ふき荒すさぶ寒風の中に。

　長く豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを、風が嬲なぶるに任せた女が居た。

　その艶えん美びな線を描えがく肢し体たいを包むは、丈たけ長ながの黒いローブ──帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の礼服。その裾すそをばさばさと靡なびかせ、女はそこに佇たたずんでいる。

　齢よわいは二十歳はたちほどだろうか。魔ま性しようを感じさせるその相そう貌ぼうはぞっとするほど精せい緻ちに整っているが、どこか陰かげがある。幽ゆう鬼きのように振ふり乱された髪かみの隙すき間まから覗くその真紅の双そう眸ぼうは──仄ほの暗ぐらい退たい廃はいと厭えん世せいの色を濃こく強く湛たたえている。

　その瑞みず々みずしい若さと輝かがやかんばかりの美び貌ぼうを持ちながら──なぜだろう、その女はどうにも老い先短い、枯かれた老ろう婆ばの印象が被かぶった。

「…………」

　その女に対たい峙じするは、女と同じ魔導士団の礼服に身を包んだ、三人の魔導士だ。

　だが、その爛ただれた土気色の肌、光宿さぬ虚うつろな瞳ひとみ、漂ただよう死し臭しゆう──その三人の魔導士達はすでにリッチ・ミニオン──生命の摂せつ理りから外れた不死者と化している。

　女の前に現れたそのミニオンは、三人が三人とも、女の顔見知りであった。

　ほんの一月前まで同じ組織に所属していた、同どう僚りようであり戦友達だ。

　だが、変わり果てた同僚達の姿を見ても、女の表情には何の感かん慨がいも揺ゆらぎもない。

　感慨どころか……リッチ・ミニオンと化したかつての同僚達へ、その女──セリカ＝アルフォネアは、ぼそりと告げた。

「やれやれ……無様な姿だな」

　心底、蔑さげすみきったような声色だった。

　一方、三人のミニオン達は、徒と手しゆ空くう拳けんで構えもしないセリカに向かって手を向け、奈な落らくの底から響ひびく風音のような声で呪じゆ文もんを唱える。

　彼らが生前培つちかった絶大な魔ま力りよくが、研ぎ済まされた技ぎ巧こうが、魔術を起動させる。

　刹せつ那な。極光の紫し電でんが、天上の業火が、地じ獄ごくの凍気がセリカの視界を埋うめ尽つくし、セリカを吞のみ込もうと唸うなりを上げて襲おそいかかってくる。

「……ふん」

　対するセリカは、触ふれただけで己が身を消し炭と化すだろうそれらを、つまらなそうに半眼で見み据すえて──




　───数日前。

　いくつものワインの空あき瓶びんと、割れたグラスの破片が床ゆかに散らばる殺風景な自室にて。

「……リッチに支配されたとある村の解放……？　ふぅん……それが私の次の仕事か？」

　セリカはベッドの上にだらしなく寝ねそべりながら、宝石形の通信魔導器を耳に当て、億おつ劫くうそうに呟つぶやいた。

　その身に纏まとう極ごく薄うすのネグリジェは激しく着き崩くずされ、豊満な胸元や、艶なまめかしい肩かたやうなじ、すらりとした太ももが外気に晒さらされている。その脱だつ力りよくしきった四し肢しは方々に投げ出され、濁にごった目、上気して汗あせばむ肌、炎ほのおのような吐と息いき、口元に浮うかぶ妖あやしい笑み……まるで堕だ落らくと退廃の極まった女の姿がそこにあった。

『そうです。帝国宮廷魔導士団特務分室、執しつ行こう者ナンバー21《世界》のセリカ＝アルフォネア……帝国政府は今回の事態をかなり重く見ています』

　宝石から聞こえてくる声の主──女王アリシア七世は深刻そうに言った。

『その村をリッチの支配から解放するために、すでに帝国宮廷魔導士団の特務分室から《力》、《節制》、《太陽》、そして……《塔とう》の四名が派は遣けんされました。ですが、リッチの討とう伐ばつ報告はおろか、誰だれ一人帰ってきていません。連れん絡らくすらつかなくなりました』

「……ほぅ？」

　微かすかに身じろぎし、セリカは興味なさげに応じた。

『四人とも帝国宮廷魔導士団ではトップクラスの、超ちよう一流の魔導士でした。しかし……考えにくいことなのですが……諸状じよう況きようから判断するに、彼らは……』

「ははっ……殺やられたな、その村を支配するリッチに。まぁ、仕方ないんじゃないか？　だって、あいつら弱いし」

　心底おかしそうにからから笑うセリカに、アリシアが声を硬かたくする。

『そんなことを言うものではありませんよ、セリカ。彼らは仲間でしょう？』

「……仲間？　アリス、お前は道みち端ばたの蟻ありとお友達なのか？　くっくっく……」

『セリカ……そのような人を見下すような物言いは……』

「はっ……弱いやつに弱いと言って、何が悪い？」

　セリカが口くちの端はしを歪ゆがめ、吊つり上げる。

「……ああ、そうそう、思い出した……この度、お亡くなりになられた《塔》のアンリエッタちゃんだがな、こないだ生意気にもこの私に『決けつ闘とう』をふっかけてきやがってさ……ムカついたから、公衆面前で半殺しにしてやったんだ……はははっ、傑けつ作さくだったよ！　あの屈くつ辱じよくに塗まみれた悔くやしそうな顔……アリスにも見せてやりたかったなぁ！　そうかそうか、あいつ死んだか……『人形師』様ともあろう者が、ざまあないな！」

『セリカ！』

　語気の強くなったアリシアを宥なだめるように、セリカがへらへら笑いながら返す。

「……どうどう、怒おこるなよ、アリス……アンリエッタのやつが吹っかけてきた、魔ま術じゆつ師しとしての正当な『決闘』だぞ……？　私はそれを受けて立ってやっただけさ」

　セリカの物言いは、子供が自身の無意味な蛮ばん勇ゆうを誇ほこるのとまったく同質のものだった。

「なんでも……最強の魔導士を決めるとかなんとか……はぁ……あいつ、馬ば鹿かじゃねーの……？　そんなの私に決まってんじゃん……私とあいつじゃ年季と格が違ちがいすぎるってのに……戦やり合うまでもない……」

『そういうことではなくて……ッ！　どうしたのですか？　セリカ……一体、何があったんですか……？　貴女あなたは昔から傍ぼう若じやく無ぶ人じんな人でしたが、最近、とみに酷ひどいわ……』

　心底、心配するように言ってくるアリシアに、セリカが微かに不機嫌そうに言った。

「……ふん……アリスには……関係ないだろ……う、ふふ……ふ……」

『微び妙みように回っていない呂ろ律れつ……貴女、今日は一段と酷く酩めい酊ていしていますね……？　酒に溺おぼれるのは止やめてくださいと、あれほど言ったのに……』

「いーじゃないか、たかが酒くらい……このクソ忌いま々いましい身体からだは……中毒とか衰すい弱じやくとかとは無む縁えんなんだ……ははっ……少しはぶっ壊こわれてくれりゃいーのに……畜ちく生しよう……」

『……………………』

　自じ嘲ちようと苛いら立だちが交じったセリカの言葉に、何かを察したアリシアは沈ちん痛つうに呟く。

『……私では……貴女を救えません……私が貴女に寄り添そおうとしても……私の女王としての特異な立場が、貴女に私を無意識のうちに拒きよ絶ぜつさせてしまう……私では……貴女の本当の心に触れることができません……とても残念なことですが……』

「……あん？　何を言ってるんだ、アリス……？」

『誰か……無条件で貴女の側に居てくれる、対等な人が居れば……』

　すると、アリシアの呟きを聞いたセリカが、きょとんと黙だまり。

　やがて……

「……ぷっ……あはっ……ははははっ……あはははははははははははは──ッ！」

　セリカは腹を抱かかえて大笑いを始めた。

「何言ってんだ、アリス。いいか？　私は『強い』んだ。要らないよ、そんなやつ。ぶっちゃけ邪じや魔ま。群れ集まって馴なれ合うなんて『弱い』やつがすることさ、違うか？」

『セリカ……私は……』

「……まぁ、仕事はわかったよ」

　何か言いかけたアリシアの言葉を塞ふさぐように、セリカが強引に言葉を連ねる。

「リッチ……魔術の果てに不死者と化した外道魔術師……他人の命を吸って、偽いつわりの永遠を生きる、醜みにくく生き汚ぎたない化け物……はは、聞けば聞くほど、ムカつくヤツだ……あぁ、了りよう解かいだ、アリス……害虫駆く除じよは任せろ……この私がキッチリ、そのリッチとやらをブチ殺してやるさ……」




　──そして。

「──《《《失せろ》》》」

　セリカはただ一言の呪文で、黒くろ魔ま【プラズマ・カノン】、【インフェルノ・フレア】、【フリージング・ヘル】──三種の高等攻性呪文アサルト・スペルを同時起動する。

　極太の収束稲いな妻ずま砲ほう撃げきが、滾たぎる灼しやく熱ねつ業火の津つ波なみが、絶対零れい度どの輝く凍気結界が、自身に迫せまる呪文達をあっさり押し返し──そのまま、愚おろかにも自分に仕し掛かけてきたミニオン達をも吹き飛ばした。

　三重唱トリプル・スペル。セリカ＝アルフォネアを、セリカ＝アルフォネアたらしめる絶技の一つ。

　驚きよう天てん動どう地ちの爆ばく音おんが、その村中全体に轟とどろき響き──

　リッチ・ミニオンと化したかつての同僚達は塵ちり一つ残さず、この世から消しよう滅めつした。

「……はっ、弱い。弱すぎるぞ、お前ら」

　蔑むように半笑いを浮かべるセリカ。

「《力》のイリアス、《節制》のトール、《太陽》のクレア……なんだ、お前らまだその程度だったのか？　はは、それじゃくたばって当然だ」

　かつての同僚達に対してこの物言い。セリカには、仲間をその手にかけたことに対する何の良心の呵か責しやくも感慨もなかった。

「さて……」

　草一本生えない焦しよう土どと化した広場に背を向け、セリカは村の中を北に向かって歩き出す。

　ひっそり息を潜ひそめるように固く扉とびらを閉ざす家々の前を通り過ぎ、この村の村長宅へ。

「おーい、村長。終わったぞ。開けろ」

　セリカのノックに、恐おそる恐る玄げん関かん口ぐちを開けて姿を現したのは初老の男……この村を治める村長だった。

「リッチの下僕しもべ共は全部、この私がブチ殺した。これでしばらくは大だい丈じよう夫ぶだ」

「ぉおお……まさか……本当に……？　し、信じられない……あの悪あく魔ま達を撃げき退たいできる人が本当に居たなんて……ッ！　これで……これで、村は救われる……ッ！」

　感極まって涙なみだぐんでしまう村長。

「……ったく、気が早い。リッチ退治ってのは結構、厄やつ介かいなんだ」

　セリカは肩を竦すくめておどけてみせた。

「リッチ……禁断の魔術の果てに不死者と化身し、強大な魔力を得た魔術師……要は永遠の命のために、人間を辞めたやつのことなんだが……しょせん出来損ないの不老不死、生者から精気を吸わないと自分の身体を維い持じすることができん、実に無様な連中だ」

　嘲あざけるように、セリカが言う。

「それゆえに安定して精気を集めるために、特定の人間の集落を自分の支配下におき、そこを活動拠きよ点てんにする傾けい向こうがある……ちょうどこの村のようにな」

「はぁ……」

「だが、不死者を殺す手段なぞ魔術的にはいくらでもある。不死とは名ばかりの連中なんだ。だが、せっかく条件付きとはいえ不老不死になったのに、あっさり滅ほろぼされてはリッチとしてもかなわんだろう？　精気を吸いに人里へのこのこ姿を見せては、滅ぼされるリスクも高くなる。だから、基本的に連中は精気集めは己の下僕にやらせる」

「下僕……ですか？」

「ああ、そうだ。リッチに一度精気を吸われた人間は、リッチ・ミニオンという生ける屍リビング・デツドと化し、リッチの忠実な下僕になる。そいつらに精気を集めさせるのさ」

「そ、そんな……それでは……今まで連中に何人も村の者を攫さらわれているのですが……彼らは……？」

　青ざめながら問う村長へ、セリカはこともなげにあっさり答えた。

「ああ、そいつら多分もう死んでるよ。極限まで精気を吸われて干物と化しているか……それともリッチ・ミニオンと化しているか……どの道、救う手段はないね。諦あきらめな」

「そ、そんな……なら私は、その家族の者達に一体何と言ってやったらいいのか……」

「さあね？　ご家族のご冥めい福ふくをお祈いのりしますとでも言えばいいんじゃないか？　ああ、帝てい国こく政府に訴うつたえれば、葬そう儀ぎ代くらいは出るかもな？　やってみれば？」

　どうでもいいとばかりに、セリカはその豪ごう奢しやな髪かみを搔かき上げた。

「とにかく、リッチは生きた人間の精気を吸わないとやがて滅びる。ゆえに精気を集めるために、自身のリッチ・ミニオンを出さざるを得ない。そこで、そのミニオンを片かた端はしから潰つぶしていけば、リッチはやがて精気を自分の手で集めなければならなくなる。で、そのリッチがノコノコ人前に顔を出した時、そいつをぶっ殺す。それでようやく終わりさ」

　ぞっとするような冷笑を浮かべるセリカに、村長が息を吞のむ。

「今は、そのためのミニオン退治の段階だ。ったく、雑魚ざこのくせに結構な長丁場になるからリッチ退治は嫌いやなんだよな……」

「あの……そのリッチが、貴女を恐れて他所よその場所へ逃にげる可能性は……？」

「ないね。詳くわしい魔術的な理り屈くつは省くが、リッチってのは、自身がリッチとして生まれ変わった土地に縛しばられるんだ。そう遠く離はなれることはできない。どこまでいっても出来損ないの不老不死なのさ。情報によると件くだんのリッチの最初の出現場所は、この村……つまり、この近辺がリッチの生まれ故郷というわけさ」

　これで話は終わりだとばかりに、セリカはくるりと踵きびすを返した。

「──と、いうわけで、だ。先に通達したとおり、私はしばらくこの村に逗とう留りゆうするわけだが……構わないな？」

「え、ええ……それはもう……」

　村長が恐きよう縮しゆくしたように応じる。

「あ、貴女はこの村の救世主です。魔術という奇き跡せきの御み業わざを振ふるい、連中に怯おびえながら暮らすしかなかった我われ々われに光をもたらしてくれた……村人一同、貴女様のことを大歓かん迎げい致いたしますぞ」

「…………」

　ふと、セリカが去りかけていた足を止める。

「ど、どうか……我々をお救いください、セリカ様……」

「…………ああ、任せろ」

　ぼそりと、応じ。

　セリカはそのまま、歩を進めて村長の前から去っていった。




「ふん……何が救世主だ……何が村人一同大歓迎だ……クソが……ッ！」

　この村に逗留するにあたり、あてがわれた村はずれの空き屋に向かう最中。

　セリカは不ふ機き嫌げんそうに吐はき捨て、道みち端ばたの壺つぼを蹴けり壊していた。

「よくもまぁ、心にも思っていないことをべらべらと……ッ！」

　セリカはとっくに気付いていた。

　自分は歓迎されていない。リッチの連中と同じかそれ以上に……恐れられている。

　セリカがこの村に到とう着ちやくしたのは昨日のことだが、セリカを前にした村人達のよそよそしさと怯えようは、最も早はや隠かくす気すらないような有様であった。こうしてセリカが村の表を歩けば、誰だれもが家に閉じこもり、固く扉を閉ざしてしまう。

　そして今日、元・同どう僚りようを何の躊躇ためらいもなく始末したことで、村人達のセリカに対する恐きよう怖ふと嫌けん悪おはますます加速するだろう。まったくもって忌々しい。

「……自分の身一つロクに守れない『弱い』連中のくせに……ッ！」

　無論ある程度、仕方のない部分はある。魔術は普ふ通つうに生きていくぶんには、見ることも触ふれることもない術であり、未いまだ多くの人にとっては恐ろしい悪魔の業だ。そんな術を自在に振るう魔術師はいつだって、畏い怖ふの対象である。

　だが、それ以上に──

「……まさか、こんな辺境の村にまで、私の悪名が出回っているとはな……」

　昨日、村人達が遠目に、その名を囁ささやいているのを耳にしてしまったのだ。

　人呼んで『灰かい燼じんの魔ま女じよ』セリカ＝アルフォネア。曰いわく、その魔女が通った後には、塵一つ残らない……破は壊かいと死を振りまく災さい厄やくの化身。

　特に魔ま術じゆつへの免めん疫えきと理解のないこのような辺境の村の者達にとっては、セリカもリッチも大して変わらない存在なのだろう。

「……ふん。まぁ、いいさ。元より感謝なんて期待していない。私は何かを壊こわせれば、それで十分さ。練り上げた強大な力で、バカな雑魚共をねじ伏ふせるのは実にスカっとする……はははっ、今回も精々楽しませてもらうさ……」

　だが。

　言葉とは裏腹に、セリカは実に不機嫌そうだった。

「……ち」

　まるで何かに焦あせっているかのように、苛いら立だっているかのように舌打ちをして……セリカがそのまま歩き去ろうとした……その時だった。

「ねぇ、お姉ちゃん！」

　甲かん高だかい声に呼び止められて、セリカはふと足を止める。

「お姉ちゃんって僕達を助けに来てくれた『正義の魔ま法ほう使つかい』なんでしょ!?」

　セリカがいかにも面めん倒どう臭くさそうに振り返ると、そこには子供が居た。

　まだ十歳かそこらの、年とし端はもいかない少年だ。

「……何だ、お前は？」

「僕？　僕はグレン。グレン＝レーダスだよ！」

　鬱うつ陶とうしそうに誰すい何かするセリカへ、その少年は目をキラキラさせて答えていた。

「…………」

　そういえば昨日も、誰も彼もがセリカと目を合わせようとしない村人達の中で、この少年だけは、こんな憧あこがれの目で自分のことを見つめてきたような気がする。

「お前……私が怖こわくないのか？」

　その少年──グレンを、半眼で睨にらみつけるセリカ。その血のように赤く鋭するどい双そう眸ぼうは、まるで視線で射殺すかのようで、並の人間ならば目を逸そらさずにはいられないだろう。

「え、どうして？　だって、お姉ちゃんは僕達を守ってくれるんでしょ？　きっと優しい人なんだよね？　僕、わかるよ！」

　だが、セリカが凄すごんでみせても、グレンはどこまでも無む邪じや気きに笑い、真まっ直すぐセリカを見つめてくる。

「さっきだって、木に登って遠くから見てたよ！　お姉ちゃん、いつも村の人達をどこかに攫っていく悪い人達を、あっさりやっつけちゃったよね？　うん、やっぱり、お姉ちゃんはきっと、皆みんなを助けに来た『正義の魔法使い』なんだよ！　ね!?」

　そのいかにも何も考えていなさそうな蒙もう昧まいな少年の笑顔に……セリカはイラッとした。

　衝しよう動どう的に、セリカは予唱呪文ストツク・スペルを時間差起動デイレイ・ブートさせる。

　次の瞬しゆん間かん、呪じゆ文もん詠えい唱しようなしに起動された爆ばく炎えんの呪文が、少年を吞み込んでいた。

　天高く上がる火柱、村中に響ひびき渡わたる爆ばく音おん。

　やがて燃え滾たぎる炎が静まり、火の粉が風に散り、もうもうと立ちこめる煙けむりが晴れ──

　その周囲は激しく焼け焦こげ、えぐれているが……そこには火傷やけど一つない少年が目をぱちくりさせて、呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。

「消えろ。次は当てるぞ？　私はお前みたいな、鬱陶しいガキが大だい嫌きらいなんだ」

　セリカは言葉の端はし々ばしに底冷えするようなドスを利かせ、グレンを脅おどしつける。

　だが──

「うわぁーッ！　凄い！　凄い！　お姉ちゃん、格好いい！」

　セリカの意図とは予想外に、グレンは手を叩たたいて大喜びだ。

「今のが『魔法』なんだよね!?　僕、絵本で読んだんだ！　『魔法』を使えば、なんでもできるんだって！　皆を守って、幸せにできるんだって！　いいなぁ、凄いなぁ、かっこいいなぁ！　僕にもそんな力があればなぁ～ッ！」

「……このガキ」

　一方、空気の読めないグレンの反応に、セリカの苛立ちは最高潮に達していた。

「ねぇ、お姉ちゃん！　他に『魔法』でどんなことができるの？　見せて、見せて！　ねぇ、お願い、見せてよ～」

　お菓か子しをねだるように、セリカへと取りすがってくるグレン。

　グレンのセリカを見つめる目はどこまでも、純じゆん粋すいで真っ直ぐで……

　セリカが自分達を助けに来た『救世主』だと、絵本に出てくるような『正義の魔法使い』だと……微み塵じんも疑っていない、憧れに光るその目。

　心底──鬱陶しい。

「…………ッ！」

　……何か。

　どうにも。

　セリカは、その無む垢くな視線に耐たえきれなくなって。

　──気付けば。

「──あぐッ!?」

　小さく悲鳴を上げて吹ふき飛び、地面を転がっていくグレンの小さな身体からだ。

「……失せろ。殺すぞ」

　セリカは──グレンを、思いっきり蹴っ飛ばしていた。

「ふん、ざまあないな……」

　地べたに這はいつくばるグレンの姿を見下ろし、胸がスッとするのを感じたセリカは、満足そうに踵を返し、その場を立ち去ろうとする。

　だが。

　胸がすいたような思いは、本当に一いつ瞬しゆんだけだった。

「……こほっ……い、痛い……痛いよ……どう……して……？」

　背後で上がった、グレンの悲しみと苦痛の呻うめき声ごえに。

「…………ッ!?」

　即そく座ざにセリカの胸が、焦しよう燥そうと後こう悔かいの入り交じった最悪の気分で満たされる。

「……お、お姉ちゃんは……僕達を守ってくれる……正義の、魔法使い……じゃ……なかった……の……？」
















　もう、とても耐えきれなかった。その場にいられなかった。

「───[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　セリカは、何かから逃にげるように少年に背を向け、その場から駆かけ出していた。

「くそっ……くそッ！　あのガキ……ッ！　止やめろ……ッ！　そんな目で私を見るな……ッ！　思い出しちまうだろうが……ッ！　あいつのことを……ッ！　畜ちく生しよう……ッ！」

　村の中を脱だつ兎とのごとく駆け抜ぬけるセリカの独白を聞いた者は……誰も居ない。




　……。

　…………。

　……夢を、見る。

　あの日以来、もう何度見たかわからない、あの夢。

　あれは、今から二百年ほど前の話。私がこの世界で『目覚めて』から二百年くらい経った頃ころの話。つまり私のこれまでの約四百年の歩みの中の、ちょうど中間頃ごろの話だ。

　そこは全てが焦しよう土どと化し、呪のろわれた瘴しよう気きに汚お染せんされた戦場で。

　まるで終末を体現したようなその世界に、私とその娘むすめは居る。

「……や、……やったね……セリカ……」

　そう呟つぶやくその娘は全身血まみれで、ぐったり力なく大地に横たわっている。

　傍かたわらに、墓標のように突つき立った彼女の剣けん。

　その娘は、もうどんな魔ま術じゆつでも手の施ほどこしようのない致ち命めい傷しようを負いながら、それでも血を吐はきながら、にこりと私に笑いかける。

「……とうとう……外……邪じや神しん……やっつ……け……ね……あは、は……セリカって……凄ぃ……なぁ……やっぱり……セリカ……は、正義、の……魔法、使……げほっ……」

　絶望的な戦を制した余よ韻いんも、勝利の誉ほまれもどうでもよかった。

「……頼たのむ……逝いくな、エリー……」

　私はただ、その娘──エリエーテの手を取り、目め尻じりから止めどなく涙なみだを零こぼしていた。

　私が普ふ段だんから身につけていた冷れい徹てつを装った仮面など、とっくにはげ落ちていた。

「逝かないでくれ……私を一人にするな……お前がいないと私は……私は──ッ！」

「セリ……カ……ごめ……ん……ボク……は……ここ、まで……」

　多分、エリエーテはこの時、死ぬのが嫌いやで泣いていたのではない。自分が死ぬことで、私を一人にしてしまうことを気に病んで泣いていたのだろう。

　あいつは──エリエーテは本当に底そこ抜ぬけのお人ひと好よしだったから。

「そんなこと言うな……そんなこと言うなよ……ッ！　また、いつものように鬱陶しく私に絡からんできてくれよ……ッ！　お前のこと、いつも邪じや険けんにしていた私だけど……でも、本当は……本当は……ッ！」

　私はより強く、エリエーテの手を握にぎりしめる。まるでそうすることで、あの世に旅立たんとしているエリエーテをこの世につなぎ止めようとでもするかのように。

　世界の理を操る魔術師としては、何という滑こつ稽けいで無様な感傷だ。

　だが、それでも手を強く、強く握らずにはいられない。

「もう一人は嫌だッ！　鬱陶しくても、煩わずらわしくても……それでも誰かと一いつ緒しよにいる方がずっといい……ッ！　もう一人ぼっちはたくさんだ……ッ！　だから──」

　もう、恥はじも外聞もなかった。

　世界最高の第七階梯セプテンデの魔術師としての矜きよう持じも、どうでもよかった。

　ただ、こんなロクでなしな自分に、唯ゆい一いつ良くしてくれた友人を失いたくなくて──間ま抜ぬけにも、失う直前になって初めて自分がその娘に好意を抱いだいていたことに気付いて──私は幼子のように泣いた。

「お願い……私を、置いて逝かないで……私はお前のことが……好きだったんだ……」

「…………知ってた……よ……あはは……キミは……強がりで……意地っ張りで……素直じゃ……ないから……」

　赤子をあやすように。

　エリエーテが笑みを浮うかべ、私の頰ほおに震ふるえる手を伸のばし、触ふれてくる。

「でも大だい丈じよう夫ぶ……だよ……セリカは……本当は……とても優しい人……きっと、貴女あなたの側に居てくれる人が……また、いつか……」

「そんなの無理だッ！　お前と出会うまで、私はずっと一人だったんだぞッ!?」

　この時から数えれば、約二百年前。今から数えれば、約四百年前。

　ふと気付けば、私は何処どこかの焼けた荒こう野やの真ん中に寝ねそべっていた。自分が何者なのか……今まで何をしていたのか……自分の名前以外、まったく思い出せなかった。

　だが、私がこの世界で『目覚めて』からしばらくの間は……そう悪くもなかった。

　友人らしき者達もできたし、人並みに恋こい人びとらしき者もいた。愛する人の腕うでに抱だかれ、女としての幸せな一時を甘く嚙かみしめていたこともある。

　しかし……とある日に受けた、とある魔術的な身体検査で。

　私がまったく歳を取らない、謎なぞの不老体質であることが判明すると。

　誰だれもが気味悪がって、私の元から離はなれていった。

　私に永遠の愛を囁ささやき、将来を誓ちかい合ったはずの人も……私を化け物と罵ば倒とうして、私の前から去って行った。なんとも皮肉なことに、それは私が着るはずだったウェディング・ドレスを仕立てた直後のことだった。あんなに泣いたのは初めての経験だった。

　それでも私の側にいてくれた数少ない者達は、生きとし生ける者の定めに逆らえず、時の流れるままに老い、衰おとろえ、そして……私の前から消えて逝った。彼らの墓標の前に立った私は……あの忌いま々いましい検査結果のとおり、まったく歳を取っていなかった。

　それどころか時が経つにつれ、私が並外れた魔術師としての頭角を現すにつれ、周囲は私の強大過ぎる力を恐おそれ、嫉そねみ、疎うとみ、私はますます孤こ立りつしていった。

「こんな私の側に居てくれる人なんて……もう、お前以外に……いるわけが……ッ！」

　私は──ずっと、孤こ独どくだった。

　そして、きっと、これからも──

「くそ……ッ！　こんなに苦しいなら……最初から誰とも……ッ！　誰とも、触れ合わなければ……馴なれ合わなければよかった……ッ！　一人で生きればよかった……ッ！　なんで、私は──お前、なんかと──ッ！」

「……セリカ……ごめん……本当に……ごめん、ね……」

　この期に及およんで自分のことしか考えられない最低女である私のために、エリエーテはそれでも、後に残される私のことを思って涙を流した。

　…………。

　そして、そのまま場面は暗転する。

　光一つ差さぬ真の暗くら闇やみが、夢の泡ほう沫まつに漂ただよう私の意識へと訪れる。

　…………。

　……いつもなら。

　この夢はここで終わる。

　このまま、固く握りしめたあいつの手のぬくもりが次第に私の手から消えていき……そのぬくもりを逃のがさぬよう、どんなに固く固くその手を握りしめても、ぬくもりはどんどん失われていき……そのぬくもりが完全にこの手から失われた、その時。

　私は、目が覚める。

　耐えがたい喪そう失しつ感かんと、あいつの今際いまわの際きわにあんな最低なことしか言えなかった自分の身勝手さに、吐き気がするような最悪な気分で目が覚める。流石さすがのあいつも今際の際に、私に愛想を尽つかしただろうと、後悔と虚きよ無む感かんに苛さいなまれながら目が覚める。

　そして──結局、夜明けまで眠ねむれぬ夜を孤独に過ごすのだ。

　……いつもなら。

　…………。

　……だが。

　その日は、なぜか違ちがった。

（…………え？）

　手に感じるぬくもりが……消えない。

　いつまでも、いつまでも、この手に残り続ける。

　もう、私の周囲はいつものように真っ暗で、もう、あいつの顔も見えないけど。

　この手に感じる……確かなぬくもり。

（……エリー……？）

　それが、まるで、あいつが側に居てくれているようで。

　本当に身勝手な話だけど……まるで、あいつが私を赦ゆるしてくれているようで。

（…………あ……）

　覚かく醒せいに浮ふ上じようしかけた意識が、再び、ゆっくりと沈しずんでいく。

　まるで揺ゆりかごの中で揺られているような、安あん堵ど感かん。

　落ちていく。

　……落ちていく。ぬくもりに包まれて、落ちていく。

　その日。

　……私は、本当に何百年かぶりに熟じゆく睡すいすることとなった。




　…………。

　……。

　……小鳥の囀さえずりが、微かすかに意識の隅すみを突く。

　目ま蓋ぶたに、朝の斜光を感じる。

「……ぅ」

　ゆっくりと目を覚ましたセリカは、胡う乱ろんな頭で自分の状態を確認した。

　ここは、自分がこの村に逗とう留りゆうするにあたり、自分に宛あてがわれた小屋だ。手て狭ぜまで必要最小限の設備しかない、殺風景な木造小屋。自分はその小屋の中に据すえられた椅い子すに腰こしかけ、テーブルに突っ伏ぷすように眠っていたらしい。

　セリカはテーブルに突っ伏したまま、ぼんやりと考える。

（……昨夜は……何していたんだっけ……？）

　眠ねむ気けの霞かすみが晴れていくのと共に、徐じよ々じよに昨夜の記き憶おくが戻もどってくる。

（あぁ……そうだ……久々、あいつのことを思い出しちまったせいで……）

　久々に心のタガが外れてしまった。たまにあるのだ。いったん、あのように感情が暴走すると、もうセリカ自身には抑おさえきれない。

　ゆえに昨夜は、こうしてテーブルに突っ伏して、一人延々と嗚お咽えつしていたのだ。

　そして、泣き疲つかれて寝落ちしてしまった、と。

　さらに、夢にまであいつ──エリエーテが出てきて、夢の中でも泣いていた、と。

　我われながら、なんとも女々しく情けない話である。『灰かい燼じんの魔ま女じよ』の通り名が、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団最強と名高い《世界》のコードネームが泣いている。

　村にはセリカ手ずから結界を張ってあり、それはセリカの感覚と直接接続してある。外から侵しん入にゆう者があれば、どんなに熟睡していようが、即そく座ざに覚醒して対応できる。

　できるのだが……

（やれやれ、こんなザマじゃ先が思いやられる……）

　机に突っ伏したまま、ぼんやりとそんなことを考える。

　だが、目覚めは悪くない。久々に頭が軽い。無理な体勢で寝ね入いってしまったせいか、身体からだのあちこちが鈍にぶく痛むが……こんなにも心地ここちよい目覚めは何年ぶりか。

　それはきっと、今も手に残る、このぬくもりのおかげなのだろう。

（温かい……多分、このぬくもりのおかげで、私は安心……）

　……待て。

　何か、おかしい。

　夢の中のぬくもりが、まだ残っているのか？　そんな、馬ば鹿かな。
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　心地よい胡乱の中にあった意識が一気に覚醒し、セリカが咄とつ嗟さに頭を起こす。

　すると、テーブルを挟はさんだ対面には。

　昨日の少年──グレンが椅子にこしかけ、セリカと同じようにテーブルに突つっ伏して眠っている。その伸ばされた手は……セリカの手を握っていた。

「な────ッ!?」

　反射的に手を引いて、グレンの手から自分の手を引きはがし、立ち上がる。いつの間にか自分の肩かたにかけられていたブランケットが、ばさりと床ゆかへずり落ちる。

　手が離れた瞬しゆん間かん、当たり前だが、そこに感じていたぬくもりは急速に霧む散さんしていく。

　それを心の底のどこかで惜おしいと思う感覚を全力で押し殺しながら、セリカがグレンへ怒ど鳴なりつけた。

「おい、お前ッ！　なんでこんな所に……ッ!?」

「……う、ん……？」

　急に手を引きはがされ、その上、大声で怒鳴りつけられては、よく眠っていたグレンも目を覚まさざるを得なかったらしい。

　グレンが眠い目をこすりながら顔を上げ、セリカを上うわ目め遣づかいで見た。

「あ……お姉ちゃん、おはよう……」

「挨あい拶さつは要らんッ！　質問に答えろッ！　お前、どうしてここに居るッ!?」

　ヒステリックにセリカが捲まくし立たてる。

「どうしてって……昨日、お姉ちゃんと別れたとき……お姉ちゃんはとても怖こわかったけど……同時に……なんだか……とても辛つらそうで……どうしても気になって……」

　もじもじと、言葉を少しずつ紡つむいでいくグレン。

「お姉ちゃんの小屋の扉とびらは、鍵かぎもかけずに開きっぱなしで……覗のぞいてみたら、お姉ちゃんがテーブルで寝てて……なんだか泣いてて……うなされてて……それで……」

　カッ、と頭に血が上るのがわかる。

　自分がひた隠かくしにしていた『弱い』部分を、こんな年とし端はもいかないガキに見られた。

　誰よりも『強く』あることを自負するセリカにとって、こんな屈くつ辱じよく的なことはない。

「勝手に入るなッ！　私のことは放っておけッ！　殺されなきゃわかんないのかッ!?」

　恫どう喝かつするように、セリカはグレンに向かって手を向ける。

　その手はより心臓に近い手──魔ま術じゆつを振ふるう左の手だ。

　セリカがその気になれば、グレンの命はない。リッチ退治の際にやむを得ず巻き込んだとでも報告すれば、何のお咎とがめもないだろう。生せい殺さつ与よ奪だつ権は完全にセリカの手にある。

　だが──

「……そうはいかないよ……だって、僕……お姉ちゃんがこの村にいる間の、世話役を任されたし……」

「はぁ!?　誰だれも頼たのんでないだろ!?　余計なことするなッ！」

「それにお姉ちゃん……怪け我がしてたし……なんだか心配で……」

「──ッ!?」

　見れば、セリカの左手の手首には、止血の薬草と包帯が不器用に巻いてあった。

　そうだ、また一つ思い出した。

　昨夜は衝しよう動どう的に、かなり酷ひどく自傷行こう為いに耽ふけったのだった。

　ナイフで浅く手首を切り、血を流す。何度も何度も。痛みと腕うでを流れ伝う血の生温かさが、ほんの一時だけ胸中に渦うず巻まくあらゆる負の感情を忘れさせてくれる──

　それはもうセリカの癖くせみたいなものだ。どうにも止やめられない。

　だが、魔ま術じゆつ師しにとっては、治ち癒ゆの呪じゆ文もん一言で傷きず跡あと一つ残さずに治るような怪我だ。

　しかし、グレンはよほど、セリカのことが心配だったらしい。その手当がいかにセリカを気き遣づかって行われたものなのか……よくわかる。

　泣いてうなされていたからと、一晩中、手を握にぎり続けてやることだって滅めつ多たなことで出来るものじゃない。少なくとも自分は絶対、誰かのためにそんなことはしない。

「……どうして、ここまでするんだ……私はお前に、あんな酷いことをやった、最低の女だぞ……？」

「ええと……なんか、放っておけないんだ……どうしても、お姉ちゃんが……その……他人のように思えなくて……」

　セリカの問いに、グレンがしどろもどろと答える。

「きっと……お姉ちゃん、何か辛いことがあったんだよね……？　なんか、わかるよ……それで、悲しくて、寂さびしくて……どうしようもなくて……だから……」

「な────ッ!?」

　不用意なグレンの言に、再びセリカの頭の血が沸ふつ点てんを振り切った。

「ふざけんな──お前に、私の何がわかるッ!?」

　それが図星を指されたゆえの激情だとも気付かずに、セリカは少年へと歩み寄ると、その胸倉を摑つかみ上げ、感情的に叫さけんでいた。

「私が今まで何年生きてきたか知ってるか!?　四百年だぞ!?　四百年！　想像できるか!?　このクソ長い年月をたった一人で過ごす私の気持ちがッ!?」

「お、お姉ちゃん……？」

「はっ……だったら早く死ねばいい？　ああ、そうだッ！　自殺なら何度も考えたッ！　だが──死ねないんだよッ！　心の底から声が聞こえるんだッ！　『まだ、死ねない』って、『お前には為なさねばならないことがある』って、『それはとても大事なことだ』って……滑こつ稽けいにもその為さねばならないことが、さっぱり思い出せないッ！　四百年より前の記憶がないんだッ！　私が何者で、何をしていたのか、何を為そうとしていたのか──未いまだに思い出せないッ！　なのに、この胸の内に向かいどころのない意味不明の使命感だけがある──だから死にたくても死ねないんだよッ!?」

　しん、と。

　セリカが一気に捲し立てた後、重苦しい静せい寂じやくが辺りを支配する。

　やがて自分の台詞せりふの内容に、はっと気付いたセリカが自じ嘲ちよう気味に乾かわいた笑いを零こぼす。

「……はは、は……何を言ってるんだ、私は……アホか……」

　セリカがグレンの胸倉を摑み上げる手の力を緩ゆるめる。そのまま、ぐったりと椅子に腰かけると左手で顔を押さえ、力なく天てん井じようを仰あおいだ。

「……わかったろう……？　私はこういう、頭が大変なメンヘラ女なんだ……もう、私に関わらないでくれ……頼む……」

「お姉ちゃん……」

　この時、セリカは、このグレンという少年が間ま違ちがいなく自分の前から消えていくことを確信していた。だって、もし自分がこの少年だったら、世話役を仰おおせつかったとはいえ、こんな頭のおかしいヒス女にわざわざ付き合うか？　……ありえない。

　だが……

「なんとなく……わかるよ」

　グレン少年は、その場を立ち去らずに……

「お姉ちゃんの使命はわからないけど……お姉ちゃんの寂しさと辛さは……なんとなく……わかる……だって、一人は寂しいもんね……？」

　セリカを真まっ直すぐ見つめながら、そんなことを言った。

「……いい加減にしろ、ガキ。知ったような口を利くな……」

　もう心底くたびれたと言わんばかりに、セリカはグレンを見もせずに呟つぶやく。

「お前にわかるわけないだろ……一度、一人で四百年生きてみろよ……」

「わかるよ」

　グレンの言葉はどこまでも、飾かざり気けがなく、真っ直ぐだった。

「だって……僕も一人だもん……」

「…………」

「僕がもっと小さい頃ころに、流行はやり病にかかってお父さんもお母さんも死んじゃって……病気がうつるかもって……皆みんなから疎うとまれて……あの日以来、僕はずっと一人……」

「…………」

「こんな僕ですら、ふとしたことで泣きたくなるくらいに辛くて、寂しいんだもの……きっと、お姉ちゃんは僕の何十倍も、何百倍も辛いんだろうね……」

　二人の間を、沈ちん黙もくが包む。

　先のような張はり詰つめるような緊きん張ちよう感かんはないが……何とも物悲しさが漂ただよう沈黙だった。

　しばらくして。

「……また、来るね、お姉ちゃん」

「……五月蠅うるさい、もう来んな」

　セリカの拒きよ絶ぜつの言葉を背に、グレンは小屋の玄げん関かん口ぐちへと向かった。

「お姉ちゃんも、元気出して……そのためなら、僕、なんでもするから……」

　半開きの扉から顔を半分だけ覗かせ、グレンがセリカを見つめる。

「……………………」

　セリカは何も応じず、あさっての方向へぼんやり視線を彷徨さまよわせている。

　ばたん、と後うしろ髪がみが引かれるように閉じられる扉。

　少年の気配が周囲から完全に消え去っても……セリカはやはり無言だった。




　それから。

　セリカは毎日、黙もく々もくと戦い続けた。

　昼夜を問わず、毎日のように、リッチ・ミニオン──元・村人達の成れの果てが、生きた人間の精気を集めようと襲しゆう撃げきしてくる。

　ミニオンに変質することで向上した元・村人達の身体能力は、まさに人外そのもの。並の人間ならば、何一つ抵てい抗こうできないままバラバラに引き裂さかれるのがオチだ。

　だが、そんな人外のミニオン達も──帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団最強の魔導士──セリカ＝アルフォネアの敵にはまるでならない。こうなると、いっそけしかけられる方が哀あわれな、あまりにも一方的な殲せん滅めつ戦だった。

　しかも、現在襲おそいかかってくるミニオン達は全部、元・村人。初日にセリカが瞬しゆん殺さつした元・魔導士の三人がもっとも強いミニオンだった……ということになるくらいだ。

（しかし、何か引っかかる……まぁいいか、どうでも……）

　ミニオン達について、どうにも違い和わ感かんがあったが……その正体を考えるのも面めん倒どうだったセリカは気にせず、淡たん々たんと戦い続ける。リッチ・ミニオンを葬ほうむり続ける。

　元・村人達を何の躊躇ためらいも良心の呵か責しやくもなく滅ほろぼし続けるセリカを、この村の人々はますます恐おそれ、敬遠し、陰かげ口ぐちを叩たたく。セリカがそんな連中に対して含ふくむ物を抱かかえ、苛いら立だちを募つのらせるのも……当初と変わらない。

　だが──




　世界が真紅に燃え上がる逢おう魔まが時とき。

「ふん……」

　例のように、セリカの呪文によって瞬しゆん時じに一いつ塊かいの灰と化したリッチ・ミニオン達。

　風に吹ふき散らされる灰を背後に、セリカは帰路につく。

　セリカに礼を言う者は誰一人いない。

　人っ子一人いない、寂しげな村の道を行き、セリカが拠きよ点てんとしているいつもの小屋へ。

　ノックすらせず玄関扉を開け、その小屋の中に入る。

　すると。

「セリカ、おかえり！」

　グレンが笑顔で、セリカを出で迎むかえていた。

「……この馬ば鹿か。敵が襲撃したときは地下に隠かくれていろと言ったろ……この小屋の周囲には一応、魔ま除よけの結界を張ったが、油断するなと何度も……」

　嬉うれしそうなグレンとは対照的に、セリカは冷たく素っ気なく言い捨てる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　だって、この村を守ってるのは、正義の魔ま法ほう使つかいのセリカだもん！」

「…………はぁ」

　セリカが居れば大丈夫。

　何の疑いもなくそう信じていそうなグレンに、セリカはため息を吐ついた。

「何度も言うが、私は魔法使いじゃなくて魔術師だ。そして、魔術は万能じゃない」

「うーん……違ちがいがよくわからないや……」

「物もの凄すごく端たん的てきに言えば、傘かさを開いて空を飛んだり、ポケットを叩いてビスケットを取り出したりする『不思議な力』が『魔法』。魔術式と呪文による世界法則への介かい入にゆう演算で、ビスケットを理論的に創造したり、風や重力を操作して力学的に空を飛んだりする『技術』が『魔術』だ。そこに理り屈くつが存在しない前者はおとぎ話の中だけ。理屈が存在する後者はやり方を覚えれば、誰だってできる」

「あはは、難しい話は後にして、早く食事にしようよ、セリカ！　僕、今日はキノコのシチューを作ってみたんだよ？　結構、自信作なんだ！」

　楽しそうに笑ってグレンは竈かまどに火を入れ、壺つぼに入れて作ってきたシチューを温め始める。

　やがて。

　テーブルに向かい合うように腰こしかけ、セリカとグレンの食事が始まった。

「ね、セリカ……美味おいしい？」

「普ふ通つう」

　素っ気なく応じながらも、セリカはスプーンを口へ運ぶ手を止めず、黙々とシチューを食べ続ける。グレンはそんなセリカの様子を、にこにこしながら見つめている。

「……フン」

　セリカはふて腐くされたようにそっぽを向き、グレンに対して無視を決め込んだ。

　かちゃ、かちゃ、と小さく食器が鳴る音が部屋に響ひびく。

　互たがいに無言だが……重苦しさのない、落ち着いた沈黙だった。

（……こんな風に誰かと温かい食事を取るのは……何十年ぶりだったかな……？）

　シチューのスプーンを口に運びながら、セリカはふと、そんなことを思った。

　また、来るね。

　グレンはその言葉通り、あの日以来、本当に毎日セリカの元へやってきた。セリカには信じられなかった。特にあの最悪の邂かい逅こうの次の日、グレンが自分の前に再び現れた時、セリカは開いた口が塞ふさがらなかった。

　そして、どんなに脅おどしても、突つっぱねても、時には暴力すら振ふるっても……グレンは次の日には何事もなかったかのように、セリカの元へやってくる。

　そして、こうして何くれと甲か斐い甲が斐いしくセリカの世話を焼いてくれている。

　とうとう流石さすがのセリカも根負けし、グレンには好きにさせることにしたのである。

（……不思議だな。この鬱うつ陶とうしいお節せつ介かいなガキが私の所に押しかけるようになってから……私は毎晩のように繰くり返していた深酒も自傷行こう為いも、物に対するやつ当たりも……やる気が起きなくなった……）

　癒いやしがたいほどに荒あれてひび割れ、乾ききっていた心が、まるで治ち癒ゆの軟なん膏こうを塗ぬり込こんだかのように潤うるおいを得て滑なめらかになっている。謎なぞの使命感や、自身の不老体質に対する苛立ちは相変わらずだが……何かを破は壊かいしてまでそれを紛まぎらわそうとする気にはならないレベルに落ち着いている。

（こんな日々を……心地ここちよい、と感じているのか、私は……？）

　神しん妙みような気分で、セリカが自問する。

　答えはあっさり出た。

（はぁ……心地良いと感じているんだろうな……流石に誤ご魔ま化かせないさ……だって……この優しい感覚は、あいつが……エリーが生きていた頃の……）

　不意に、セリカの目頭が熱くなる。

「……セリカ、どうしたの？」

　セリカの心の機き微びを敏びん感かんに感じ取ったグレンが、心配そうに聞いてくる。

「ばっ……なんでもない……こっち見るな……」

　慌あわてて目元を隠すセリカ。

「おい……そんなことよりもお前、ほっぺが汚よごれてるぞ……」

　内心を誤魔化すように、怒おこったような口調で言い、ナプキンを手に取った。

「ったく。おい、お前。……じっとしてろ」

「……ん」

　手を伸のばして、テーブルの正面に腰かけるグレンの口元を拭ふいてやる。

「これでよし、と。ふん、しっかりしてるようで、そういうトコはまだまだガキだな」

「……あっ」

　グレンが驚おどろいたように、小さく声を上げる。

「セリカ……今、笑った？」

「…………ッ!?」

「セリカって、普ふ段だんは怖こわいくらいの物凄い美人だけど……笑うと凄く可愛いね！」

「………………マセガキが。十年早い」

　睨にらみつけて凄んではみせたものの、多分、説得力や威い圧あつ感かんは皆かい無むだ。

　なぜなら、今の自分の顔は、茹ゆで上がったタコのように真っ赤だろうから。

「あ、そうだ。そういえば……仕事の様子はどうなの？　セリカ」

　羞しゆう恥ちと胸の動どう悸きを頑かたくなに押し隠すセリカとは裏腹に、グレンはどこまでも無む邪じや気きだ。

「こほん……あー、そろそろカタがつくな」

　気を落ち着かせるように、セリカが言う。

「これまでのミニオンの撃げき破は数、行方ゆくえ不明の犠ぎ牲せい者しや数、ミニオンの出し方……総合的に判断するに、お敵さんもそろそろ手て駒ごまが打ち止めのはずだ。近いうちに自らこの村に仕し掛かけてくるだろうよ。そいつをキッチリとブチのめして終わりさ」

「そっか……もうすぐ、セリカともお別れなんだね……」

「……………………」

　なぜか今まで考えないようにしていたが……つまり、そういうことになるのだろう。

　このグレンという少年との奇き妙みような生活も……もうじき終わる。

　元の孤こ独どくな生活に、戻もどる。

「セリカがいなくなると……また、寂さびしくなるね……」

　物悲しげな雰ふん囲い気きが、周囲に漂ただよった。

　少年の呟つぶやきは、まるでセリカの心の内の代弁だった。

　この生活を惜おしいと感じている自分が、もっと続けたいと願う自分が、どこかにいる。

　……だから。

　その言葉はきっと無意識のうちに、セリカの口から突いて出たものだ。

「なぁ、お前……この戦いが終わったら……その……私と一いつ緒しよに暮らさないか？」

「……え？」

　きょとんとするグレン。

　はっと、我に返るセリカ。

「……いや、なんでもない……忘れてくれ……」

　私は一体、何を言ってるんだ。こんな小さな子供を相手に。

　セリカは頭を抱えてテーブルに突っ伏ぷし、盛大にため息を吐く。

　ちょっと優しくされただけで、これか？　……痛い女にも程がある。

（大体、こいつは私にとってなんだ？　友人？　……違う。友人という距きよ離り感かんで片づけるのは嫌いやだと感じている自分がいる……まさか、恋こい人びと？　私はこいつに惚ほれたのか？　伴はん侶りよにしたいとでも思っているのか？　だから一緒に居たいと？　……馬鹿な、流石に私はそんな変態じゃないぞ、こんなガキ相手に……）

　セリカが一人悶もん々もんとしていると。

「……いいの？　僕、セリカと一緒に居てもいいの？」

　グレンは目を瞬またたかせて、セリカに問い返してくる。

「あ……いや……すまん……あれは言葉のあやというか、気の迷いというか……」

　目を泳がせながら、ぼそぼそと小声で呟くセリカの呟きはグレンに届かず……

「ありがとう、嬉しいよ……僕、ずっとセリカと一緒に居たいなって思ってたんだ……」

　本当に幸せそうに、グレンは笑っていた。

「だって……僕ずっと一人ぼっちで……ずっと『家族』っていうものに憧あこがれてて……だから……セリカと『家族』になれるのは……凄く、嬉しいよ……」

「あ……」

　セリカは、その眩まぶしいグレンの笑顔に忘我する。

　そうか、家族か。

　カッチリと疑問の空くう欄らんに嵌はまる答え。

　何百年という年月によって開いた心の隙すき間まを満たしてくれる、掛かけ替がえのないもの。

「そうだな……私とお前が家族……悪くないかも……な」

　ふっと、セリカは口元を緩ゆるめる。胸の内に暖かな感覚が広がっていくのを感じる。

「ね、セリカ。僕とセリカが家族になったら……僕に魔ま術じゆつを教えてよ！」

「ふん、憧れだけでやれるほど甘い道じゃないぞ？」

「大丈夫！　僕、頑がん張ばるから！　セリカみたいな魔法使いになりたいんだ！」

「だから、私は魔法使いじゃなくて魔術師……まぁ、いいやどうでも」

　もう諦あきらめたように、セリカは穏おだやかに笑った。




　……いつか。

　この日の選せん択たくを後こう悔かいする日が来るのだろう。それは確定された未来だ。

　なにしろ、この少年と自分は生きている時じ間かん軸じくが違う。遅おそかれ早かれ、この少年は自分の前から……やがて姿を消していく。

　だが、遠く未来に起きることに怯おびえ、今を蔑ないがしろに生きるのも……何か違うのではないだろうか？

　それは今までの自分が、まさに身をもって証明してきたではないか。かつて、やがて来る別べつ離りの辛つらさを恐おそれ、孤独であることを選択した、今までの自分の姿はどうだった？　そこに救いがあったか？　幸せだったか？

（今を大切にする……そんな生き方でもいいじゃないか……）

　やがて別れが訪れても。共に生きたという事実と思い出は消えはしないのだ。

　この地じ獄ごくがいつまで続くか分からないが……優しく温かな思い出があれば、きっと永遠に生きていける。最後まで。

（……誰だれかと共に、今を生きてみよう……泣いて、笑って、行けるところまで……）

　その日。

　何百年と孤独に生き続けた魔ま女じよは、ようやくその頑なな臆おく病びようさを手放し、新しい境地へと到いたることができたのであった。

　…………。

　……だから。

　いつか来るだろうと思っていた、この日の選択を後悔する時が、まさか次の日に来ることになろうとは──流石のセリカも予想外だった。




「一体、どういうことだッ!?」

　村の広場に村人全員を脅し集めたセリカは、村長の胸倉を摑つかみ上げて激げつ昂こうしていた。

「グレンが……あいつが、ミニオンに攫さらわれた!?　そんな馬ば鹿かなッ!?」

　その日。

　いつものように村に襲しゆう撃げきしてきたミニオン達と対たい峙じしたセリカは、いつものように村外れにミニオン達をおびき寄せ、いつものようにミニオン達を瞬しゆん殺さつ。

　そのまま、グレンが食事を作って待ってくれているであろう小屋へ意い気き揚よう々ようと戻る。

　だが、今日に限ってその小屋はもぬけの殻からで、グレンの姿は村のどこにもなく。

　嫌な予感を覚えたセリカが、村中を必死に駆かけ回って判明したのは……リッチ・ミニオンに、グレンが攫われたという事実であった。

「あり得ないッ！　あの小屋に張った私の魔ま除よけの結界は完かん璧ぺきだったッ！　招かれざる客が、あの小屋に入れるはずがないんだッ！」

「……と、とは、申されましても……私もミニオンとやらが、あの少年を連れ去っていくのを目にしていたわけですし……」

　おどおどと、村長が脂あぶら汗あせを流して恐きよう縮しゆくする。

「噓うそだ、そんなはずが……まさか、あいつ小屋の外に出たのか？　一体、なぜ……？」

　拳こぶしを割れんばかりに握にぎりしめ、歯は嚙がみするセリカ。全身から汗が噴ふき出し、動悸が治まらない。物もの凄すごい焦しよう燥そう感かんがセリカの全身を容よう赦しやなく焦こがす。

「……あ、あの……セリカ、様……？」

　周囲の村人の一人が、恐る恐る巻紙の書状をセリカに差し出す。

「グレン君をさらったミニオン……このような物を落としていったのですが……？」

「なんだと!?　寄よ越こせッ！」

　ひったくるようにその書状を奪うばい、引き裂さく勢いで開き、文面に目を通す。

　そこには……




　──『灰かい燼じんの魔女』セリカ＝アルフォネアへ。

　──決着をつけませんか？

　──記き載さいされた所定の場所においでください。

　──貴女あなたの小さな恋人共々、貴女のことをお待ちしております。




　──追つい伸しん。

　──貴女の小さな恋人はまだ無事です。彼は貴女に対する貴重な『交こう渉しよう材料』……生かしておくことに意味があるのですから。

　──しかし、貴女が来ない場合は……もうおわかりですね？




　……そして、その指定された場所の地図が添てん付ぷされている。

「……はは、ははは……」

　文面に目を通したセリカが、低く乾かわいた嗤わらいを零こぼす。

　その目がみるみるうちに冷れい酷こくに据すわり、危険な光を灯ともしていく。

「そうか、そうか……そんなに死にたいのか……わざわざ、苦労して不老不死になったというのに……本当に頭が残念なやつだな……ッ！」

「せ、セリカ様……？」

　おろおろする村人達に背を向け、ばさりとローブを翻ひるがえし、セリカが歩き出す。

「いいだろう……望みどおり完全にブチ殺してやる、半死人リツチ……」

　その怒ど気きを孕はらんで鬼き気き迫せまる背中は、まるで魔ま王おうだった。




　村から北、森深き山間にその館はひっそりと隠かくれるようにあった。

　貴族屋や敷しきのようなその豪ごう奢しやな館の周囲には、幻げん惑わくの結界が何重にも張られ、なるほど確かにこの近辺に館があると明確な意識と確信がなければ、絶対にここには辿たどり着けないだろう。そういう魔ま術じゆつ的な仕組みになっている。

「…………」

　崖がけ上に佇たたずむセリカは、眼下に姿を現した館を無感動な目で見下ろしている。

　あの館が、あの村を脅おびやかすリッチの拠きよ点てんであることはもう疑いようがない。リッチも攫われたグレンもあの館に居る。

　魔術師が自身の陣じん地ちに相手を呼び込こむ……百パーセント間ま違ちがいなく罠わなだ。

　魔術罠マジツク・トラツプに結界、そして召しよう喚かん術……魔術は拠点防衛に無類の強さを発揮する。魔術師の陣地に踏ふみ込むなど、それはどんなに格下を相手にしても得策ではない。ましてや相手はリッチ──それなりに高位階の魔術師だ。

　普ふ段だんのセリカなら、こういう場合、どうするか？

　無論、わざわざ相手の陣地に踏み込んだりはしない。儀ぎ式しき魔術──戦術級のＡ級軍用魔術でも組み、あの館を外部から館の主ごとまるまる吹ふき飛ばす。それで終わりだ。

　だが、それではあの館に囚とらわれているグレンは……

「…………」

　セリカとて大陸最高の第七階梯セプテンデに到った魔術師だ。並なみ大たい抵ていの罠なら正面から突とつ破ぱする自信があるし、事実それだけの実力があるし、切り札をいくつも持っている。

　だが、いかに天と地ほどの実力差があろうが……終わってみるまで結果がわからないのが魔術師同士の魔術戦だ。魔術師の格上喰いジヤイアント・キリングなぞ魔術戦史を繙ひもとけばいくらでも例がある。あえて余計なリスクを抱かかえ込まないことが、戦いに挑いどむ魔術師達の不文律なのだ。

　……なのだ、が。

（ち……足あし枷かせのついた戦い……か……）

　とん、と地面を蹴けり、呪じゆ文もんを唱えながら、セリカは崖下へと身を躍おどらせた。

（でも、なんだ……たまには悪くないかな……ッ！）

　重力を操作して、ふわりと大地に着地。

　そのまま館の正面玄げん関かん口ぐちへ向かって、一気に駆け出した……




　それはまさに、魔王の行進だった。

　屋敷に侵しん入にゆうしたセリカを待ち構えていたのは、無数の魔術罠マジツク・トラツプと結界、召喚されていた魔ま獣じゆうに精せい霊れい、ガーディアン・ゴーレム、魔ま導どう人形、そしてリッチ・ミニオン達だった。

　それらが情なさけ容赦なくセリカを襲おそった。

　セリカの魔ま力りよくを減げん衰すいさせる結界があった。氷ひよう縛ばくの結界があった。強大な力を持つ魔獣が牙きばを剝むいてきた。部屋に踏み込んだ瞬しゆん間かん、起き爆ばくする消費付呪シール型の魔術罠マジツク・トラツプがあった。ミニオン達が隊たい伍ごを組んで突とつ撃げきしてきた。巨きよ大だいな魔力に反応して死の呪じゆ詛そをまき散らす魔術罠マジツク・トラツプもあった。落とし穴に、釣つり天てん井じよう、壁かべの穴から飛び出す槍やり衾ぶすま……魔術に依よらない物理的な罠も無数にあった。生命力を吸収するドアノブ、踏み越こえたら命を奪われる死の線、異次元へ強制転移させる扉とびら、動く石像、毒ガス、石化の呪のろい、そして無限回かい廊ろうに、炎ほのおの壁……古今東西に存在するありとあらゆる魔術罠マジツク・トラツプがセリカの行く手を阻はばんだ。

　対魔術師戦の戦せん闘とう訓練を充じゆう分ぶんに積んだ帝てい国こく軍の精せい鋭えい部隊ですら、この館に踏み込めば、たちどころに半はん壊かいし、敗走を余よ儀ぎなくされるだろう。

　だが、セリカはその悉ことごとくを突破した。魔獣を吹き飛ばし、ミニオンを浄じよう化かし、魔術罠マジツク・トラツプを解呪デイスペルし、そして時には己が強大な魔力に物を言わせ、強引に障害をぶち破る。

（……ふっ、なんか身体からだが軽いな。なんでもやれそうな気分だ……）

　普段のセリカならば、流石さすがにこの罠の数々には手を焼いたはずだ。

　だが、今のセリカの振ふるう魔術の精度は、普段よりも数段鋭するどく研とぎ澄すまされていた。集中力が極限まで高まり、身体に魔力が漲みなぎっている。

　どんなに致ち命めい的てきでえげつない罠も、セリカの歩みを阻む何の障害にもならなかった。

（月並みだが、守るべき者がいると強くなれる……そういうことか？）

　思わず柄がらじゃないことを考えてしまい、苦笑する。

（待ってろ、グレン……私が必ずお前を助けてやるからな……ッ！）

　いつになく高こう揚ようする気分と共に、セリカは館内の廊ろう下かを自信に満ちた足取りで進む。

　今、頭上から火の雨がセリカを焼き尽つくさんと降り注いでいるが……なんてことはない。それ以上にセリカの魂たましいは熱く燃えているのだから。




　──だから。

　この時のセリカは、ついぞ気付かなかったのだろう。

　何かおかしい、と。どうしてこれほどの罠が用意されているのだろう、と。

　普段の冷れい徹てつ・冷酷で氷のように切れるセリカならば、必ず気付いたはずだ。

　帝国軍の一隊すら半壊し、敗走せざるを得ないほどの過か剰じような罠。まるでセリカという強大な魔術師がここに攻せめ入ってくることが最初から前提とされているような、あまりにも不自然な罠の張り方、準備のされ方。

　グレン救出に戦意高揚するセリカは……ついに、最後までその違い和わ感かんに気付くことはなかった。




「……やれやれです。まさか無傷でここまで来られるとは……」

　館の深しん奥おう、最後の大広間ホールにて。

　セリカを出で迎むかえたのは、全身に黒いローブを纏まとう不気味な雰ふん囲い気きの青年だった。

「……お前が、黒幕のリッチか？」

「いかにも」

　セリカはポケットに手を入れて半身に構え、青年と十足ほどの距きよ離りを空けて対峙する。

　その鋭い視線が向かう先──青年の背後の空間──には、虚こ空くうにいくつも浮うかぶ法ほう陣じんに手足を縛しばられて、空中に吊つるされているグレンの姿があった。

「……セ、セリカ……ッ！」

「リッチ・ミニオン化はしてないようだな……無事だったか」

　十中八九、無事だとはわかっていた。なぜなら──

「当然でしょう？　この少年を殺したり、ミニオン化させていたりしたら……貴女は問答無用で私を滅ほろぼす……そうでしょう？　それは私の望むところではありません」

　青年は、どこからともなく取り出した大おお鎌がまを、グレンの首筋に当てた。

「だからこそ、こういう『交渉』の余地があるのですから」

「それは……また、随ずい分ぶんと珍めずらしいものを持ち出してきたな……」

「はは、お察しのとおり、これはほんの少し刃はが肌はだを傷つけただけで、相手を死に至らしめる魔術儀ぎ装そう『死神の鎌』です。貴女の魔術技ぎ巧こうがいかに超ちよう絶ぜつ的でも、この刃が少年を傷つける前に、私をどうこうするのは不可能……そうでしょう？」

　その通りだ。魔術が人の深層意識変革によって為なされる法則改変である以上、その理論的な起動最速値には限界がある。よしんば、青年がほんのちょっと腕うでを動かすより早く魔術を起動し、青年を滅ぼすことができても……倒たおれる青年が手放した鎌がグレンを傷つける可能性は凄すさまじく大きい。

　ゆえにセリカは動けない。黙だまって、リッチの青年を睨にらむだけだ。

「そういうわけで、貴女。この子を救いたくば、自害してください」

「……まぁ、そうくると思った」

　呆あきれたように、セリカは息を吐はく。

「ゲスな格下が考えそうなことだ」

「まぁまぁ、そう言わずに。正直、こうして貴女と対たい峙じしているだけで圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんを覚えます。私は貴女のことが恐おそろしくて仕方ないのです」

　くっくっと、リッチの青年が含ふくむように笑う。

「だっ、駄だ目めだよ、セリカッ！　こんなやつのこと聞いちゃ駄目だッ！」

　涙なみだを浮かべながらグレンが叫さけぶ。

「戦って！　僕に構わず戦って……ひっ!?」

　さらに自分の首筋に近づいた鎌に、グレンが思わず息を吞のんだ。

「さぁ、早く自害して下さい」

　青年が嗤いながら、セリカの足下にナイフを放った。

　何らかの呪詛ルーンが、刀身に細かく刻まれた呪いのナイフだ。

　セリカはしばらくの間、冷めた目でその床ゆかのナイフを見つめ……

「……わかったよ、仕方ないな……」

　観念したようにそう呟つぶやいた。

「……せ、セリカ……駄目だよ……セリカが死んでも、こいつが僕を無事に済ますわけないのに……ッ！」

　涙を流し、縋すがるような目を向けてくるグレンに、セリカが不敵に笑いかける。

「大だい丈じよう夫ぶだ、安心しろ、グレン……なにせ……」

　セリカは床のナイフを手に取ろうと、手を伸のばして身をかがめ──

「お前は、私が守るのだから」

「えっ？」

　セリカは、ポケットに入れていた左手で──それのスイッチを入れた。




　────。




「……は？」

　次の瞬間、青年は啞あ然ぜんとしていた。

　なにせ、自分が手に持っていた死神の鎌は、いつの間にか叩たたき折られていて……セリカのかたわらには、いつの間にか解放されたグレンが目を瞬またたかせて座り込んでいたからだ。

「な、な、な……今、何が起こった……ッ!?」

「時よ、止まれ。お前は美しい……ってね」

　セリカは、それを左手で弄もてあそびながら、くっくっと笑った。

　それの正体は──古ぼけた懐かい中ちゆう時計だった。

「これは私特製の魔導器。時の天使にちなんで『ラ＝ティリカの時計』と名付けている。機能は単純明快、起動と共に時間を止める。私は世界を流れる時間の頸くび木きから脱だつ却きやくし、止まった時間の中を自由に動ける……凄すごいだろ？」

　これぞセリカの切り札。この時計の作動には、時晶石クオーツと呼ばれる非常に貴重で希少な消しよう耗もう部品が必要であるため乱用はできないが……一度振るえば、ありとあらゆる戦せん況きようをひっくり返す絶大な威い力りよくを持っている。

「じ、時間停止魔ま術じゆつだと……ッ!?　そんな馬ば鹿かな……ッ!?　時間に関する魔術は常に欠けつ陥かん品だ！　もし時間を停止させれば、必ず魔導第二法則に捕つかまり、止めた世界時間の分だけ自分自身の時間が止まり、世界は両者に生じた時間差というその矛む盾じゆんを矯きよう正せいするはず……なのに、なぜ……ッ!?　なぜお前は動ける……ッ!?」

「だからこその、私の固有魔術オリジナルだ。そうだな……名付けるなら、固有魔術オリジナル【私の世界】とでもするかな？」

　そして、セリカはリッチの青年に向かって手を向ける。

「さて……お仕置きの時間だ、坊ぼうや。私のグレンに手を出した罪は重いぞ……？」

「ひぃ……ッ!?」

　恐れおののいた青年が慌あわてて、セリカに手を向けて何らかの呪文を唱えかけ──

「──《死ね》」

　それよりも圧倒的に早く、セリカの呪文が完成していた。

　起動される黒くろ魔ま【プロミネンス・ピラー】。

　真紅に輝かがやく炎が天を突つく火柱となって瞬しゆん時じにリッチの青年を吞みこみ──

「ぎゃああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　塵ちり一つ灰の一片すら残さず、その青年はこの世から一いつ瞬しゆんで消しよう滅めつした。

「……ふん、雑魚ざこが。身の程をわきまえろ」

　侮ぶ蔑べつするように言い捨て、セリカはグレンを振り返る。

「大丈夫だったか？　怖こわかったろ……」

「セリカ……僕……」

　感極まったように目を潤うるませたグレンが、セリカの元へ、ふらふらと向かってくる。

「グレン……」

　セリカは片かた膝ひざをついて、そんなグレンを正面から抱だきとめた。

「大丈夫……大丈夫だ……これからも……私がお前を守るから……」




　どす。




「……え？」

　つ、と。

　セリカの口の端はしから零こぼれ落ちる一筋の赤いもの。突とつ然ぜん、己が背中を襲おそった灼しやく熱ねつの衝しよう撃げきの正体を、セリカは最初、まるで理解できなかった。

「…………」

　呆あつ気けに取られるセリカの腕の中から、グレンが無言で離はなれる。

「……あ、……ぁ……ぐ、ぅ……」

　セリカががくりと体勢を崩くずし、その場に両手をついた。

　見れば、グレンの右手にいつの間にか逆手で握にぎられていた物は──先ほど床に落ちていた呪のろいのナイフ。その刀身はセリカの血に染まっている。

　どうも、そのナイフから何かよくない呪いを身体からだに流し込こまれたらしい。

　身体が……上手うまく動かない。

「げほっ……な、なんでだ……グレン……？　どうして……こんな、こと……？」

　ようやく、自分がグレンに何をされたのかを認めざるを得なくなり……セリカは泣きそうな顔で、自分から距離を取ったグレンを見つめる。

　その時だ。

「うふふ……あの《世界》のセリカ＝アルフォネアとあろう者が……随分と蒙もう昧まいなことねぇ……うふふふふ……あはははは……ッ！」

　部屋の壁かべ際ぎわに並ぶ石柱の陰かげからしみ出るように、一人の女が姿を現す。

　セリカと同じ、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の礼服に身を包んだその女の正体は──

「アンリエッタ……ッ!?　お前……《塔とう》のアンリエッタ……ッ!?」

　セリカの瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれる。ようやく事件の真相を悟さとったのだ。

「そうか……何か忘れてるなと思ってたら……そういえば、お前もいたんだったな……先発してあの村に出しゆつ撃げきした魔導士達……お前以外の連中はミニオンと化して私の前に姿を現していたのに……思い返せば、お前の姿だけは見当たらなかった……」

　一応、心のどこかで何かが引っかかってはいたのだ。だが、セリカにとってアンリエッタなど心底どうでもいい存在だったので、今まで繫つながらなかったのである。

「この一連の事件は……お前が、全部、仕組んだことだったのか……ッ!?　お前が黒幕のリッチ……ッ!?　さっきのやつはお前のミニオンだったのか……ッ!?」

「ええ、そうよぉ、セリカ＝アルフォネア……私はリッチへと生まれ変わり、永遠の命と若さと強大な魔ま力りよくを手にしたの……貴女あなたを超こえるためにねぇッ!?」

　狂きよう気きに満ちた目をセリカに向けるリッチ──アンリエッタ。

「『人形』を使ってリッチの出現を自演したり……同どう僚りようを嵌はめたり……色々小細工を労してきたけど……これで、ようやく積年の鬱うつ屈くつを晴らせるわぁ、セリカ……」

「……鬱屈だと？」

「ええ、そうよぉ。貴女が来るまで長年、私が帝国宮廷魔導士団最高の魔導士だった……周囲の尊敬も羨せん望ぼうも全て私のものだったわぁ。でも、貴女はあっさりとその座を奪うばっていった……並の天才程度の人間が逆立ちしても届かない、圧倒的な才覚と練度……許せなかった……魔術にかけた私の半生を完全に否定されたようだった……あまつさえ……」

　アンリエッタは蹲うずくまるセリカへと歩み寄り、その細い顎あごを強引に摑つかみ上げる。

「貴女は……すでに『永遠者』に到いたっている……ッ！　吸きゆう血けつ鬼きや不死者のような紛まがいものじゃない……ッ！　人のまま永遠の若さを保つ、真の『永遠者』……ッ！」

「…………ッ!?」

「私は……時の流れるままにどんどん衰おとろえていく……魔術を尽つくして若さと力を保っても……いずれ必ず衰える、醜みにくく老いさらばえる……けど貴女は変わらない……その忌いま々いましい若さと美しさを永遠に保ちながら、貴女はどこまでもどこまでも高みに立てる……それこそ、私が絶対に到とう達たつしえない魔術の極みにまで……ッ！」

　ぎり、と。

　アンリエッタが歯ぎしりする。その肩かたが怒いかりに震ふるえる。

「許せない……許せるわけがないわぁ……ッ！　どうしてこの私が……天に選ばれたはずのこの私が、貴女如ごとき卑ひ賤せんな旧時代の魔ま女じよに負けなければならないの……ッ!?　なぜ私が貴女に敗北するという辛しん酸さんを舐なめなければ……ッ!?　そんなの許されるはずがないわぁ……ッ！」

「……アンリ……エッタ……ッ！　お前……」

「もういい、もういいわぁ……セリカ……貴女に勝てるなら……貴女を超えられるなら、なんでもいいわぁ……リッチにでもなんでもなってやる……ッ！　偽いつわりの『永遠者』でも構わないわ……私は……貴女を殺して……私の方が優れた魔術師であったことを、歴史に証明してあげるわぁ！」

「……なんて……下らない……ことを……ッ！」

　刺さされた背中を押さえて苦しげに呻うめくセリカに、アンリエッタは楽しげに言った。

「あぁ、そうそう。良い物を見せてあげるわぁ、セリカ」

　アンリエッタが、指を打ち鳴らす。

　すると。柱の陰に『門』が開かれ、影かげの中から次々と人が這はい出してくる。

「────ッ!?」

　眦まなじりが引きちぎれんばかりに目を見開くセリカ。

　その人間達には……見覚えがある。

「なん……だと……ッ!?　どうして……？」

　現れた人間達の先頭には村長がいる。その隣となりにはセリカに書状を渡わたした男がいる。

　アンリエッタによって召しよう喚かんされたのは全員──あの村の住人達だ。

　生きとし生ける人間としての生気はどこへやら。くすんだ肌はだ、虚うつろな瞳。漂ただよう死し臭しゆう。

　これでは、まるで──

「あはは、驚おどろいたぁ……？　あの村の住人達は、最初からとっくに全員、私のミニオンだったってわけなのよぅ……」

「な……」

「私の二つ名、覚えているかしらぁ？　『灰かい燼じんの魔女』さん？　私は『人形師』……まるで生きているかのような人形を作ることにかけては、貴女の追つい随ずいも許さないわぁ……つまり、貴女の目を欺あざむくミニオンを作ることだって可能なのよぉ……？」

「そん、な……」

　セリカの脳裏に、最悪の予感がよぎる。

　恐おそる恐る。

　その予感が外れているように祈いのりながら……

　セリカはゆっくりと振ふり返って……

　……グレンを。

　…………見た。

「……あ」

　予感は当たった。当たってしまった。

　変色した肌、虚ろに濁にごった瞳。

　先ほどまで、人間として生きていたはずのグレンは──もう、いなかった。

　そこにいた少年は──

「ぁあああああぁあああああああああああああああぁあああああ──ッ!?」

　セリカは涙なみだを溢あふれさせ、頭を抱かかえて、喉のどが潰つぶれんばかりに吠ほえていた。

「グレンッ！　あぁ……グレン──ッ！　そんな……お、お前……ぁ、うぁあああああああああぁああああああああああぁぁああああああああああ──ッ!?」

「あーっはっははははははは──ッ！　いい気味だわぁセリカァアアアア──ッ!?　心を許した相手が実は死人だったなんて、ねぇねぇ、どんな気分なのかしらぁッ!?　あはは──あはははははははははははは──ッ！」

　セリカの咽むせび泣く声と、アンリエッタの高笑いがアンサンブルする。

「……村人全員がすでに私の下僕……だが、その程度の罠わななら、もし仕し掛かけても貴女なら正面から力ちから尽ずくで突とつ破ぱしてしまうでしょう？　それでは駄だ目め……貴女を打だ倒とうするに際し、もっと、もっと、致ち命めい的てきな隙すきが欲しい……そう……貴女だってしょせん、人間……女……弱点はある……必ずあるはず……」

　取り乱すセリカへ、アンリエッタが愉ゆ悦えつの表情で告げた。

「かつて外宇宙から召喚された邪じや神しんの眷けん属ぞくをも殺し、なぜか歳も取らない『永遠者』……誰だれも彼もが恐れる無敵の『灰燼の魔女』セリカ＝アルフォネア……私は貴女という女をずっと見てきて、理解したわぁ」

「うぅ……ぁあああ、あ……」

　アンリエッタは蹲るセリカの背後から抱きつくように腕うでを絡からめ、そっと耳打ちする。

「貴女が強い？　いいえ、貴女はとてつもなく弱い女よぉ。近寄る者を傷つけずにはいられないくせに、それでも誰かに側に居て欲しい。己の寂さびしさを癒いやして欲しい、孤こ独どくな己の心を慰なぐさめて欲しい……大凡おおよそ、この世界にいるどんな女よりも甘ったれだわぁ……」

　くすくすと笑うアンリエッタ。

「なのに周囲には暴力的に振る舞まって、頑かたくなにそんな自分の弱さを認めようとしない……いえ、自分は強いと思い込もうとしている……周囲にそう思い込ませようとしている。誰よりも強くあること、自分には誰も必要ないこと、それが永遠に孤独に生きることを課せられた貴女の矜きよう持じ？　くすくす、なんてケチでつまらない意地プライド……」

　ぎり、と。

　セリカが固く拳こぶしを握りしめた。

「そして……事実、貴女は戦せん闘とう能力的には強過ぎるし、頑なに周囲を拒きよ絶ぜつするから、誰もが貴女を恐れ、疎うとみ、誰も貴女に近寄れない……まるでハリネズミみたいな滑こつ稽けいさだわ……砂上の楼ろう閣かくのような、偽りと虚きよ構こうの強さ……それが、セリカ、貴女の強さ」

「うる……さい……」

「だから思ったのよぉ。きっと貴女は貴女が突つき放す以上に、捨て身で接近して心を許してくる者に弱い。貴女は貴女を無条件で全肯こう定ていして、側にいてくれる人がいたら……ちょっと優しくされただけで……コロっと落ちるチョロい女だってねぇ……ッ!?」

「…………うるさい……ッ！」

「まさか、ここまで嵌まってくれるとは思わなかったわぁ！　あはっ、あははははははははは──ッ！　グレン君との生活は楽しかったかしらぁああああ──ッ!?」

「うるさい──黙だまれぇえええええええええ──ッ!?」

　セリカが激情に任せて腕を振り回す。

　アンリエッタがさっと跳とび離れ、セリカの腕は空を切る。

「何？　どんなに突っぱねても、酷ひどいことをしても、貴女のことをわかってくれて、献けん身しん的に尽くしてくれて、側にいてくれる……そんな都合の良い人間が本当にいるとでも思ったの？　いるわけないでしょう、ばぁ[image: ～][image: ～][image: ～]かッ！　四百年も生きて、その程度のこともわからないわけぇ？　滑稽ねぇ！　あははははははははははははは──ッ！」

「うるさいッ！　うるさいうるさいうるさいうるさいうるさい──ッ！　お前、よくも──殺してやる──ッ！　殺してやるぞ──ッ！」

　目め尻じりの涙を強引に拭ぬぐって立ち上がり、セリカはアンリエッタに左手を向けた。

　そのまま感情が荒あらぶるままに、破は滅めつ的な呪じゆ文もんを起動しようとして──

　その瞬しゆん間かん。

「あぐぅ──ッ!?　──ぐはッ!?」

　セリカの全身を脳神経が焼き切れるような激痛が稲いな妻ずまのように走った。身体からだを巡めぐるいくつかの血管が千切れ、身体のあちこちから血が噴ふき出す。突とつ如じよ自身を襲おそったその苦痛と衝しよう撃げきに耐たえきれず、セリカはその場に血を吐はいて倒たおれ伏ふした。

「なぁにぃ？　いつまで格上気取ってるのぉ？　貴女はもう仕上がってるのよぉ？」

「な、何を……した……？」

「ただの呪のろいよぉ？　先ほど貴女を刺したナイフに込められたノ・ロ・イ。魔力を振るおうとすれば、痛覚を倍加させて肉体が自じ壊かいする呪いをかけたのよぉ……くすくす……」

　歪ゆがんだ愉悦の表情で、アンリエッタは地面に這いつくばるセリカを見下ろす。

「こうなると『灰燼の魔女』も形無しねぇ……？　今の貴女は、破は壊かい的な攻性呪文アサルト・スペルも時間操作もできない……ただの『女』よぉ……？」

　不意に、アンリエッタが指を打ち鳴らす。

　すると元・村人だった者達が、セリカへわらわらと群がっていった。

「ぅ……あ……」

　村人達は動けないセリカを乱暴に仰あお向むけにし、その手足を押さえつけていった。

　両手は頭上に上げさせられ、交差されて床ゆかに押しつけられる。

　足は半開きの状態で、何人もの死人の手によって固定される。

　魔ま術じゆつなしには普ふ通つうの女性と何ら変わらないセリカは、もはや身動き一つ取れなかった。

「……くっ……ッ!?」

「いいわぁ、今の貴女、無様だわぁ……ふふっ、貴女はただじゃ殺さない……この世界で大凡考えられるありとあらゆる屈くつ辱じよくと苦痛を与あたえて殺してあげるわぁ……私の感じた屈辱を何百倍にもして返してあげる……」

　心底楽しそうに、考える素そ振ぶりをするアンリエッタ。

「そうねぇ、まず手始めに……貴女の人間としての、女としての尊厳を完全に奪うばい、蹂じゆう躙りんし尽くしてあげようかしらぁ……？」

「────ッ!?」

「貴女を徹てつ底てい的てきに犯して、辱はずかしめて、啼なかせて、壊こわしてあげるわぁ……あの強く美しいセリカ＝アルフォネアが……たかが死人の男達ごときに組み敷しかれ、足を開かされ、めっためたに輪姦まわされ、上から下まで汚よごし尽つくされ、惨みじめったらしく許しを乞こいながら、泣き叫さけぶ光景……あぁん、いいわぁ、それぇ、想像しただけで濡ぬれてきちゃう……」

　うっとりと、アンリエッタは法ほう悦えつの表情で己が身体をかき抱いだいた。

「貴女をそんな風に念入りに嬲なぶった後は、貴女に首輪を付けて愛玩動物ペツトとして飼うの……そして私の足を悦よろこんで舐なめるくらいの雌めす犬以下に調教してから、ゆっくりと屠と殺さつしてあげるわぁ……それで私の復ふく讐しゆうは完成よぉ……うふふ、覚かく悟ごはいいかしらぁ……？」

　無言。セリカは観念してしまったかのように、身じろぎ一つせず、無言。

「ま、同じ女として慈じ悲ひはあげるわぁ。貴女のような躾しつけの悪いじゃじゃ馬娘むすめ、乗りこなせる男なんてほとんどいなかったでしょうから……どうせ貴女、こっちの経験は少ないんでしょう？　辛つらいわよねぇ……？　だから最初は、貴女が妙みように気に入ってたこの子にしてあげる……精々悶もだえて悦んでみせなさいな、この変態さぁん？」

　元・グレンだったミニオンが、大勢の死人達に手足を拘こう束そくされたセリカへ、ゆっくりと近寄っていく。それを皮切りに、周囲に手持ちぶさたで残った男達も手を伸のばし、次々とセリカへと群がっていく。砂糖菓が子しに群がる大量の蟻ありのような、そのおぞましい光景。

　魔術を失い、身動きの取れないセリカは、もう一方的に嬲られるしかない。

　セリカの命運はここに尽きた、完全にセリカに勝った──アンリエッタがそう確信し、セリカの哀あわれで惨めな末路を想像して、ほくそ笑んだ……その時だった。

　突如、灼しやく熱ねつの業火が螺ら旋せんを描えがいて立ち昇のぼり、セリカを組み敷いていた死人達を瞬しゆん時じに焼き尽くし、灰と吹ふき散らした。

「……え？」

「言いたいことは……それだけか？　アンリエッタ……ッ!?」

　渦うず巻まく火の粉と熱波の中、自由になったセリカが、ゆっくりと立ち上がる。

　間かん髪はついれず、周囲の死人達がセリカへと一いつ斉せいに襲いかかる。

　圧あつ倒とう的てきな質量の腐ふ肉にくの津つ波なみが、セリカを圧殺せんと押し寄せる。

　だが、セリカが無言で腕を振ると、再び超ちよう高熱の炎えん嵐らんがその周囲に激しく渦を巻く。

　それでこの部屋にいた全てのミニオン達が、あっさりと白い灰の塊かたまりと化した。

「う、噓うそ……どうして……ッ!?　魔ま力りよくを振るうと、呪いの効果で耐えがたいほどの苦痛と共に肉体が自壊するはずなのに……貴女、どうして魔術を使えるの……ッ!?」

「……我が慢まんすりゃ……いいだろ……そんなもん……」

　見れば、呪いに蝕むしばまれたセリカの身体は当然のように激しく自壊が進み、全身から血が滝たきのように噴き出している。呪いの効果によって増ぞう幅ふくされたその苦痛たるや、常人ならばきっと気が狂くるって、廃はい人じんとなってしまうほどのものだろう。

　だが、セリカはそれを全て強きよう靭じんな精神力と気き迫はくでねじ伏せ、何よりも繊せん細さいな集中力を要する魔術を起動して見せたのだ。

　流される大量の血潮によって赤く染まった身体と、その中でなお殊こと更さら鮮あざやかに、ギラギラ凶きよう悪あくに輝かがやく真紅の瞳ひとみ。修しゆ羅らのような形相。

　そのセリカの佇たたずまいは、ただ凄せい絶ぜつの一言に尽きた。

「さて……よくも謀はかってくれたな……この私を……正直、この私を……ここまでコケにしたクソ馬ば鹿か野や郎ろうは……げほっ……痛ぅ……お前が初めてだ……褒ほめてやるよ……」

「ひぃ──ッ！」

　セリカの悪あく魔まのような形相に、心臓が握にぎり潰されるような恐きよう怖ふを抱くアンリエッタ。

「《其は摂せつ理りの円えん環かんへと帰き還かんせよ・──」

　そして、セリカが地じ獄ごくの戦せん鬼きの声色で呪文を唱え始めた。

「《五素は五素に・──」

「そ、その呪文は──ッ!?　さ、させないわぁ──」

　泡あわを喰くったアンリエッタが、セリカの呪文詠えい唱しようを妨ぼう害がいしようと、何らかの魔術を一節詠唱で次々と起動していく。

　だがそれに応じ、セリカが指鳴らし一つで高速起動する対抗呪文カウンター・スペルの前に、アンリエッタの魔術はその悉ことごとくが打ち消しバニシユされていく。対抗呪文カウンター・スペルを起動する度、セリカの身体のあちこちが弾はじけ、血けつ華かが空間に咲さき乱れるが……セリカの呪文詠唱は、まるで止まらない。

「あ、あぁ……そ、そんな…………噓…………」

　セリカは──圧倒的過ぎた。勝負に、ならない。あの程度の呪いなど彼ひ我がの実力差を埋うめる何の足しにもならなかった。もう魔術師としての根本的な規格が違ちがい過ぎる。

　その時、アンリエッタは心の中で思った。

　どうしてこんな相手と張り合ってしまったのだろう？　勝負など仕し掛かけてしまったのだろう？　セリカを相手取る……その行こう為いそのものが致ち命めい的てきな敗因だった。蟻が蟷螂かまきりになったところで竜りゆうに勝てるわけがなかったのだ。

「──・象しようと理ことわりを紡つむぐ縁えにしは乖かい離りせよ》……」

　何の滞とどこおりもなく、セリカの呪文は完成し、その左手に強大な魔力が集まった。

　そして──

「よくも……ッ！　よくも私を……ッ！　完全に死ね！　この、クズがぁあああああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　セリカがアンリエッタに向けて左手をかざし──

　その一いつ瞬しゆん、アンリエッタの傍かたわらに佇むグレンを見て、躊躇ためらいの色がよぎり──

「──黒くろ魔ま改【イクスティンクション・レイ】──ッ！」

　その躊躇いを振ふり払はらうかのように、セリカは呪文を撃うった。

　セリカの左手から放たれた巨きよ大だいな光の衝撃波が、恐怖に震ふるえるアンリエッタを、そしてグレンを、たちどころに吞のみ込こんでいく──

　邪じや神しんの眷けん属ぞくにすら滅ほろびを与える、物質分解消しよう滅めつの魔光を前に。

　アンリエッタとグレンは為なす術もなく、この世に髪かみの毛け一本すら残すことなく、綺き麗れいに消滅するのであった……。




　……全てが終わった後で。

　黒魔改【イクスティンクション・レイ】の反動によって、一際激しく肉体が自壊したセリカは、自身が作った血だまりの中で、大の字に寝ね転ころがっていた。

（……流石さすがに……無理をしたか……な……？）

　一応、五体満足なのが自分でも信じられない。手足の一本か二本が弾けて、千切れ飛ばなかったのは……奇き跡せきの賜たまものだ。

（ちっ……くそ……まずはこの忌いま々いましい呪いを解呪デイスペルして……傷の治ち癒ゆを……）

　だが。

（…………別に……いっか……このままでも……）

　セリカは静かに目を閉じた。その目尻から涙なみだが止めどなく零こぼれ落ちていく。

（四百年前……あの焼けた荒こう野やの真ん中で目を覚ましたあの日以来……色々……だましだましやってきたけど……もう、限界だ……）

　もう隠かくしようもない。

　心の仮面はアンリエッタの指し摘てきによって、全てはがされてしまった。

　全部、あの女の言うとおりだ。自分は一人で生きるにはとても『弱い』人間で……それでも永遠に近い時間を生きなければならないから『強く』あろうとして……誰だれも寄せ付けずに一人で生きようとして……結局『強く』なれなかった『弱い』人間……それが、セリカ＝アルフォネアという女の紛まぎれもない真実だ。

　最近、アリシアに荒あれようを指摘されたが、特段、何かあったわけではない。だましだまし強さを演じてきたがついに限界が来た。それがつい最近のこと、それだけだ。

　なぜか歳を取らない、長い長い孤こ独どくの中で。

　セリカの心はとっくに摩ま耗もうしきり、疲つかれ切っていたのである。

　その上、頑かたくなに本当の自身を隠していた仮面まではがされてしまっては、もうどうしようもない。やがて訪れるだろう別べつ離りの悲しみを覚悟してまで、共に今を生きてみようと思った少年も、自分がこの手で葬ほうむった。

　セリカは、もう生きる気力を完全に失ってしまっていた。

（はは、もういいや……なんか疲れた……心の奥底にある、自分でもよくわからない使命感も……この謎なぞの不老体質の正体も、全部どうでもいい……このまま、終わろう……）

　流石にこのまま傷を塞ふさがずに血を流し続ければ、死ぬだろう。今まで自殺する勇気がなかったから、ちょうどいい機会だ。心の奥底では相変わらず、自分はこんなところで死ぬわけにはいかない、使命を果たせと連呼しているが。もう知ったことではない。

（エリー……私もそっちに……）

　そんなことを思いかけて、微かすかに苦笑する。

（いけるわけ……ないか……私の魂たましいの向かう先は、どうせ地獄だ……）

　考えてみれば、セリカが今いるこの館は結界に隠された場所。セリカがここで死んでも……誰も気付くことはない。気付けない。

　結局、自分は最期の瞬しゆん間かんまで、死後の世界まで孤独なのだ。なんとも実に自分に相応ふさわしい末路ではないか。

　皮肉な薄うす笑わらいを浮うかべながら、セリカが意識を投げだそうとした……その時だった。

「……た、……て……だ……」

「……？」

　ふと、微かに誰かの声が聞こえた……気がした。

　床ゆかに耳が近かったため、どこかの音を床越ごしに偶ぐう然ぜん拾えたらしい。

「…………たす、……け……誰…………」

　気のせいかと思ったが、そうじゃない。確かに誰かの声がする。

「一体、誰だよ……？　せっかく、これからくたばろうと……思ったのに……」

　渋しぶ々しぶとセリカは身を起こし、ふらつきながら、微かに聞こえてくる声を辿たどる。

「ふむ……」

　声を辿ると、壁かべ際ぎわの本ほん棚だなの奥に隠し扉とびらが見つかった。

　扉を開くと、地下へと階段が続いていた。

「……なんだこれ……？」

　気になってしまったものは仕方ない。セリカはふらつきながら階段を下りる。

「……助けて……誰か……」

　奥から声ははっきりと聞こえてきた。少年の声のようだった。

「……罠わな？　まぁいいや……いっそ殺せ……」

　階段を下りきると、正面に部屋の扉が見えた。

「……ち。魔ま術じゆつ錠じようがかかってやがる……罠にしちゃ面めん倒どう臭くさいな……」

「誰か、誰か助けて……お願い……」

　声はこの部屋の向こう側から聞こえてくる。助けを求めているらしい。罠だろうが罠でなかろうが、このまま放っておくのはどうにも寝ね覚ざめが悪い。

「仕方ない……」

　セリカは呪じゆ文もんを唱え、まず自身を蝕む呪のろいを、血を吐はきながら苦労して解呪デイスペルした。

「ああ、くそ……痛い……これで罠だったら……血の流し損じゃないか……」

　ぶつくさ言いながら、セリカはさらに解かい錠じよう呪文を唱え、扉の魔術錠を解いた。

　扉を開くと、その部屋の中は何らかの魔術実験用施し設せつのようだった。魔力炉マナ・プラントに薬品棚、錬れん金きん釜がま、ガラス器具、モノリス型魔導演算器……一いつ般ぱん的な魔術工こう房ぼうによくある設備の数々が所ところ狭せましと並んでいる。

　そして、部屋の中央に据すえられた拘こう束そく台に誰かが囚とらわれていた。

「……そこにいるのは……誰だよ？」

「──ッ!?」

　囚われていたのは少年だった。ちょうどグレンと同じくらいの年格好だ。

　年とし端はもいかない少年ということで思わずどきりとしたが……当然、グレンとは別人だ。

　その少年はセリカの姿を認めると、掠かすれた声で叫さけんだ。

「助けて、お姉ちゃん、僕を助けて……ッ！　もう嫌いやだ……痛いのは嫌だ……ッ！　お願いッ！　僕を、僕をここから助けてッ！　お家に帰して……ッ！」

「……安心しろ。別に私はお前を取って食いやしないよ。ついでに言うと、お前を酷ひどい目に遭あわせてたやつは多分、私が始末した」

　見たところ、少年はミニオンの類いではない。れっきとした生きた人間だ。アンリエッタが滅びた以上、そのミニオンは存在を維い持じできず、滅びるしかないから、この少年はますます何の疑いようもなく本物の人間だろう。

（恐おそらく、こいつはあの村から攫さらわれた人間の一人……だが、こいつだけミニオンにされなかった？　……ああ、なるほど。多分こいつは何か特とく殊しゆな魔術特性パーソナリテイを持ってて、それでアンリエッタの奴やつ、こいつを何かの実験台にしていたんだな……あのゲスめ）

　拘束台の周囲に刻まれた魔術式と法ほう陣じんを見取って、セリカはそう踏ふんだ。

　セリカが少年の拘束を解くと、少年はセリカの腰こし辺りに、ひしと抱だきついてきた。

「ありが……とう……お姉ちゃん……本当に……すごく……苦しかった……もう僕、ダメなんだって……ありが……とう……本当に、ありがとう……ひっく……」

　泣きじゃくるその少年の姿に、先ほど自分が消し飛ばしたグレンの姿が被かぶる。

「……お前、名前は？　両親は……？」

「え……？　それは……う、ぐ……頭が痛い……」

　セリカが問うと、少年は途と端たんに頭を押さえて苦く悶もんし始める。

「お、思い出せない……何も……あ、あれ……？　僕は一体、誰なんだろう……？」

「……それは気の毒なことだ」

　恐らく少年が受けていた魔術実験の後こう遺い症しようだ。拘束台の術式を見れば、相当、脳に負荷がかかるような実験を繰くり返してきたらしい。廃はい人じんにならなかったのが奇跡だ。

　だが、記き憶おくを失ってしまったとはいえ……この少年は結局、あの村で唯ゆい一いつまともな生存者、ということになるのだろう。




　…………。

「……どうだ？　何か思い出せたか？」

　セリカは名も無き少年を連れて、件くだんの村に戻もどっていた。

　もう、誰もいない。いなくなってしまった廃はい村そんだ。

　少年はしばらく村をきょろきょろと見回していたが……やがて不安げに呟つぶやいた。

「駄だ目めだよ、お姉ちゃん……全然、見覚えがないよ……ここ、どこなの……？」

　少年の言葉にセリカはため息を吐つき、肩かたを落とした。

「……ここには誰もいないね……僕は本当にここに住んでいたの……？　お姉ちゃん……僕……一人ぼっちになっちゃったの……？」

　少年が不安げに、セリカの服の裾すそを摑つかむ。その小さな手が震えていた。

（この少年は記憶を失った……この辺境の村人達が全て死んだ今……この少年に身よりはいない……少年を知る者すらいない……）

　自分の服の裾を摑んでくる少年を、セリカはじっと見つめる。

　記憶を失って孤独の不安に震える者……まるでかつての誰かを見ているかのようだ。

「ねぇ、お姉ちゃん……僕……これから、どうすればいいの……？」

（今のこの子には、私以外に頼たよれる人がいない……まだ死ぬわけにはいかない、か）

　意を決して。

　セリカは少年へ、ぽつりと言った。

「なぁ……お前、私と一いつ緒しよに来ないか？」

「……え？」

「だって……一人は寂さびしい、だろ？」

　セリカのその言葉は、一体、誰に言い聞かせたものなのかはわからないが。

「こんな村にたった一人でいても仕方ないし……それに、こうして出会ったのも何かの縁えんだ……一緒に暮らしてみないか……？」

「…………うん」

　少年はセリカの提案に静かに頷うなずいていた。

　是ぜ非ひもない。今の天てん涯がい孤独な少年に、選せん択たくの余地などないのだから。

「しかし、名前がないと不便だな……そうだな……」

　ほんの少しだけセリカが思し索さくに耽ふけり……そして少年へと告げる。

「グレン……今日からお前は、グレン＝レーダス、だ」

「グレン……？」

「ああ、良い名前だろ？」

　言葉とは裏腹に、セリカは心の中で自じ嘲ちようする。

（ははっ、弱さと笑え……つまらない感傷だと蔑さげすめ……私は今も、あの子グレンの代わりを心のどこかで欲している……浅ましくてみっともなくて……『弱い』女だ……）

「……お姉ちゃん……？　どうしたの……？　なんで泣いてるの……？」

「なんでもない……なんでもないさ……」

　目元を拭ぬぐいながら、セリカは必死にその少年──『グレン』へと微笑ほほえみかける。

「そう不安そうな顔をするな……私がお前を……守るから……」

「……うん」

　そして。

　二人は手を繫つないで、村の外へと向かってゆっくり歩き始めた。




　…………。




　そのリッチ討とう伐ばつ任務を最後に。

　セリカは帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団を辞めた。

　守るべき者を得て……もう『灰かい燼じんの魔ま女じよ』は、何かを壊こわす必要はなくなったのである。

　それがたとえ、邪よこしまで、歪いびつで、身勝手な自己満足でも。

　時にそれが救いとなることもある……ただ、それだけの話。




　…………。




　それから、月日は流れ……セリカの屋や敷しきの厨ちゆう房ぼうにて。

「ったく……なーんで今日に限って俺が料理なんかしなきゃならねーんだ、面倒臭くせぇ……明日あしたの授業の準備もあるっつーのに……いつもアンタ作る人、俺食べる人、だろうがよ……ぶつぶつ……」

「うっさい、やかましい。たまにはお前も家事をやれ、追い出すぞ？　居候」

　火にかかった鍋なべをかき回しながらぼやくグレンに、セリカはため息を吐いた。

「しかし……グレン、なんでキノコのシチューなんだ？」

　鍋の中身を覗のぞきこみながら、セリカが問う。

「あー？　今日はたまたま市でキノコが安かっただけだし、何よりシチューは作るの簡単だしな……どうした？　何かまずかったか？」

「……別に？」

　グレンがキノコのシチューなど作るから、ついあの時のことを思い出してしまった……などとは言わない。この『グレン』には何も関係のない話だ。

（あれから色々とグレンに対して魔術的な施せ療りようを行ったが……結局、グレンの記憶が戻ってくることはなかったな……それがいいことだったのか、悪いことだったのか……）

　そんなことを思いながら、セリカは渋しぶ々しぶ料理をするグレンの背中を見つめる。

「あ～、セリカ～、皿の準備頼たのむわ……俺、今日はこんな大重労働をやってんだから、そのくらい手伝ってくれよ……」

「……私は毎日その大重労働をやっているんだがな？　……ちなみに、お前は皿の準備の手伝いすらしないが」

「あー、あー、聞こえなーい」

「ったく、お前ってやつは……」

　棚たなから食器を取り出し、セリカは調理台に向かうグレンの横顔を流し見た。

（気まぐれで拾った、あの小さな少年がもうこんなに大きくなった……あれから色々あったけど……月日が経つのは本当に早いもんだ……）

　相変わらず自分は何も変わらない。歳も取らない。正体不明の使命感も変わらない。何をもってその使命を達するのかわからないのも……相変わらず。この永遠はいつまで続くのか……今もなお見当もつかない。

　日々変化するのは周囲だけだ。

　いずれ、この『グレン』も……日々の変化のままに、自分の前から去って行く。

　その時は、別れの辛つらさに、やはりあの時の選択を後こう悔かいしてしまうのかもしれない。

　だが。

　……それでも。

「なぁ、グレン」

「ん？　シチューならまだだぞ？　……ったく焦あせんなよ、この卑いやしん坊ぼう……」

「いや、そうじゃなくてさ……私はあの時、お前に会えて本当に良かった……今でもそう思ってるよ。お前と過ごした優しい日々の記憶は……違たがえようもなく真実だ」

「……は？」

「それだけはこれから先、何が起きても決して変わらない……この温かな思い出さえあれば……私はきっと最後まで歩いて行ける。ありがとうな……」

「…………っ！」

　その一いつ瞬しゆん、グレンは柄がらにもなく真しん摯しな顔で押し黙だまり……

　そして。

「ぷっ……だっはははははははははは──ッ！　ど、どうした？　セリカ。なんか悪いもんでも食ったか？　それとも耄もう碌ろくしたか？　ぎゃーっはっははははは──っ！」

　腹を抱かかえて、グレンが笑い出す。

「……ああ、そうだな。そうかもな……そろそろ、私も歳かな」
















　セリカもおどけて肩を竦すくめてみせる。

「おいおい、耄碌すんのはまだ早ぇぞ、婆ばあさん。お前がいないと誰だれが俺のメシを作るんだよ？　言っとくが今日はたまたまだぞ？　毎日ンなことやってられっか！　俺はまだまだ当分の間、お前に寄生するつもりなんだ……しっかりしてくれよな？」

「ははは、うっさい馬ば鹿か。早く死ね、今すぐ死ね」

「へっ……そう簡単に死んでたまるかよ？　俺はゴキブリ並にしぶといんだぜ？」

　遠えん慮りよない口を叩たたき合いながら、それでも笑いながら今夜の食事の準備を進める二人。




　その日のシチューの味は、格別だった。

「なぁ、セリカ、どうだ？　美味うまいか？　結構、自信作なんだがな？」

「…………ああ、美味い」

　食しよく卓たくの席に優ゆう雅がに腰こしかけるセリカの口元には……穏おだやかな笑みが浮うかんでいた。








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、初の短編集、『ロクでなし魔ま術じゆつ講師と追想日誌メモリーレコード』、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そして本編『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方のおかげです！　どうもありがとうございます！

　いやぁ、運良くドラマガ誌上で短編を書かせて戴いただくことになってから、かなりの月日が経ちました。振ふり返れば、私にとっての短編とは、私の小説家としての軌き跡せきそのもののように思えます。この機会にちょいと振り返ってみることにしましょう。




　◯生き急ぐロクでなし

　初の短編です。私の小説家デビューに際し、とにかくロクでなしの世界観をわかりやすく説明するインストラクション的な短編にしてくれとのことで、必死になって脳みそからひねり出しました。ああ、あの頃ころはまだ千葉在住だった……（しつこい）




　◯迷える白しろ猫ねこと禁忌手記マイレコード

　次号のドラマガに原げん稿こう一本分の穴が開いたらしく、編集さんから急きゆう遽きよ、書いてくれと頼たのまれたのがコレです。依い頼らいを受けた瞬しゆん間かん、「やぁぁぁってやるぜぇええええっ！」と某ぼう隊のようなハイテンションでＰＣに向かい、高こう揚ようのままに「これが最初で最後のチャンスだと思って頑がん張ばるよ……」と両親になぜか大おお袈げ裟さに息巻き（記き憶おくを消したい）、燃えたぎる血の熱さのまま、徹てつ夜やで原稿を仕上げたものの……

　編集「あ、すみません、羊さん。ドラマガの穴埋うまりました。やっぱいいです」

　羊「てめぇの血の色は何色だぁああああああああああああ──ッ!?（血の涙なみだ）」

　でも、運良く次々号のドラマガに掲けい載さいされました。いい思い出です。




　◯魔ま術じゆつ講こう師しグレン　無む謀ぼう編

　しばらくして、本格的にロクでなしのドラマガ連れん載さいが決まった時の話がコレです。

　この頃は、嬉うれしくて、とても嬉しくて……本当に嬉しくて……だから、思考力と判断力が鈍にぶっていたのでしょう。そう……確か、この頃だったと思うのです。

　会社の上司「羊君……今度、仕事で長野へ一ヶ月ほど出張してくれないかな？　人手が足りないらしい。いや、君が嫌いやだというなら、無理強じいはしないんだけど……」

　羊「あっはっは！　私にまっかせてくださいって！　どこでもひとっ飛びっすよッ！」

　……浮うかれてはいけない（現在出張期間約一年、さらに更こう新しん中……帰りたい）。




　◯魔術講師グレン　虚きよ栄えい編

　白猫ちゃんのご両親登場回。授業参観の話です。

　ところで、子供が授業参観に臨のぞむ時、子供は親に良い格好を見せようとやたら張り切るか、もしくは萎い縮しゆくするか……その二種類に分かれますが、私は間ま違ちがいなく前者でした。

　当時の先生「この問題わかる人──？」

　子羊「はいはいはいはいはいはいはいはい──っ！」

　当時の先生「じゃあ、今日は妙みように元気いっぱいな羊君！」

　子羊「わかりませんッ！（ドヤァ）」

　…………。

　羊「ちくしょうッ！　思い出させやがってぇえええッ!?　ぶん殴なぐりてぇ!?　あの頃の自分をマジで百万回くらいぶん殴ってやりてぇ──ッ!?　ぐあああああッ!?」

　短編執しつ筆ぴつ中、とある人物の言動を書きながら悶もだえました。いい思い出です。




　◯空セリカ～孤こ独どくの魔ま女じよ～

　この短編集の刊行に際し、新たに加えることになった書き下ろし短編です。

　主人公は、セリカ。彼女は優ゆう雅がかつ瀟しよう洒しやな淑しゆく女じよであり、ユーモアと茶目っ気に溢あふれ、奔ほん放ぽうかつ傲ごう岸がん不ふ遜そん、常に人をくったような態度を崩くずさない自由人。おまけに謎なぞの不老性の持ち主であり、最強クラスの魔術師でもあります。

　セリカは、私がイメージする『強く、格好良い女性』を凝ぎよう縮しゆくしたようなキャラです。

　けれど、いかにも最強な彼女の素顔とは？　彼女が歩んできた人生とは？　誰だれよりも強い彼女が幼いグレンを気まぐれで拾った理由とは？

　その答えの片へん鱗りんを、この物語にほんの少しだけ記しました。

　人に歴史あり。とある魔女の知られざる物語、堪たん能のうしていただければ幸いです。




　さて。こうして振り返ると、実に色々なことがありましたね……短編関係ないけど。

　……うん。私の小説家としての軌跡って、一体……？





羊太郎




























羊太郎

●ひつじたろう



ロクでなし初の短編集が出ました！　これは本当に嬉しいです！　応援してくださった読者の皆様、本当にありがとうございます！　この追想日誌は、ドラマガで掲載していた短編らに、新たに書き下ろし短編を追加したもので、禁忌教典で語りきれなかったグレン達の魔術学院における日常を中心に綴られています。楽しんでいただければ幸いです。

こうして振り返ると、この短編らをせっせと執筆していた頃のことを思い出します。そう、あの頃は……まだ『千葉在住』だった……あはは……（未だ長野へ出張中、泣きたい）
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